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令和５年第２回徳之島町議会定例会会議録 

令和５年６月６日（火曜日） 午前10時 開議 

１．議事日程（第１号） 

○開 会 

○開 議 

○日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○日程第 ２ 会期の決定 

○日程第 ３ 諸般の報告 

○日程第 ４ 行政報告 

○日程第 ５ 一般質問 

         福岡兵八郎 議員 

         宮之原 剛 議員 

         徳田  進 議員 

         富田 良一 議員 

         広田  勉 議員 

○散 会 

 

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程記載事件のとおり 
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１．出席議員（１６名） 

議席番号   氏  名            議席番号   氏  名 

  １番  内   博 行 君           ２番  政 田 正 武 君 

  ３番  宮之原   剛 君           ４番  植 木 厚 吉 君 

  ５番  竹 山 成 浩 君           ６番  松 田 太 志 君 

  ７番  富 田 良 一 君           ８番  勇 元 勝 雄 君 

  ９番  徳 田   進 君          １０番  池 山 富 良 君 

 １１番  是 枝 孝太郎 君          １２番  広 田   勉 君 

 １３番  木 原 良 治 君          １４番  福 岡 兵八郎 君 

 １５番  大 沢 章 宏 君          １６番  行 沢 弘 栄 君 

 

１．欠席議員（０名） 

 

１．出席事務局職員 

事 務 局 長  清 原 美保子 君     主 事  稲 村 よう子 君 

 

１．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した当局職員の職氏名 

 職  名    氏  名         職  名    氏  名 

町 長  高 岡 秀 規 君     副 町 長  幸 野 善 治 君 

教 育 長  福   宏 人 君     総 務 課 長  村 上 和 代 君 

企 画 課 長  吉 田   忍 君     建 設 課 長  清 山 勝 志 君 

花徳支所長  尚   康 典 君     農林水産課長  高 城 博 也 君 

耕 地 課 長  水 野   毅 君     地域営業課長  清 瀬 博 之 君 

農委事務局長  藤   康 裕 君     学校教育課長  太    稔 君 

社会教育課長  茂 岡 勇 次 君     介護福祉課長  廣   智 和 君 

健康増進課長  田 畑 和 也 君     おもてなし観光課長  吉 田 広 和 君 

税 務 課 長  新 田 良 二 君     住民生活課長  大 山 寛 樹 君 

選管事務局長  白 坂 貴 仁 君     会計管理者・会計課長  当   洋 子 君 

水 道 課 長  保 久 幸 仁 君 
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△ 開 会  午前１０時００分 

○議長（行沢弘栄君）   

 おはようございます。 

 ただいまから令和５年第２回徳之島町議会定例会を開会します。 

 

△ 開 議  午前１０時００分 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから本日の会議を開きます。 

 

△ 日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定によって、１番内博行議員、14番福岡兵八郎議

員を指名します。 

 

△ 日程第２ 会期の決定   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第２、会期決定の件を議題にします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月９日までの４日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から６月９日までの４日間に決定しました。 

 

△ 日程第３ 諸般の報告   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 一般的な事項については、お手元に文書で配付してありますので、口頭報告は省略いたしま

す。 

 なお、この際、特に報告いたしますことは、監査委員から令和４年度の例月現金出納検査、

４月、５月分と、令和５年度４月、５月分の結果報告がありました。 
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 なお、関係資料等は事務局に常備してありますので、御覧いただきたいと思います。 

 また、今期定例会におきまして、本日までに受理した陳情・請願は、会議規則第92条の規定

により、陳情・請願書の写しの配付とともに、所管の常任委員会に付託することにしましたの

で御報告いたします。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

△ 日程第４ 行政報告   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第４、行政報告を行います。 

○町長（高岡秀規君）   

 詳細につきましては、お手元に資料を配付しておりますので、主なものを申し上げたいと思

います。 

 ３月13日、令和４年度市町村行政推進協議会に出席、鹿児島市であります。 

 ３月18日から３月19日、第10回徳之島祭り、阪神尼崎です。 

 ３月22日から３月23日、2023年３月全国懇談会、西部地区（中国・四国・九州地区）町村会

会長・事務局長による懇談会、九州地区町村会長臨時会、政務調査会、全国町村会理事会、都

道府県町村会長会に出席しております。 

 ３月26日、第38回関東鹿児島県人会連合大会に出席。 

 ３月28日、離島振興協議会令和４年度第２回理事会、離島振興協議会令和４年度通常総会、

鹿児島県過疎地域協議会令和４年度理事会、鹿児島県過疎地域協議会第85回定期総会、鹿児島

県観光地所在町村協議会令和４年度定例総会、全国市町村水産業振興対策協議会鹿児島県支部

定期総会、鹿児島県ダム・発電関係市町村協議会令和４年度定例会に出席しております。 

 ３月29日、令和４年度第４回特産品協会理事会に出席。 

 ４月２日、奄美群島日本復帰70周年記念大会に出席。 

 ４月５日、自民党の奄振の要望活動で、奄美振興特別委員会に要望活動をしております。 

 ４月17日、鹿児島県町村会４月理事会、県農業再生協議会監事監査。 

 第117回奄美群島振興開発審議会、これは奄振の要望の会議でございます。 

 ４月20日、県市町村社会基盤整備推進協議会第68回定期総会、一般社団法人全国治水砂防協

会鹿児島県支部懇談会、鹿児島県市長会正副会長と町村会正副会長の懇談会。 

 ４月27日、令和５年度県市町村連携会議、ウェブ会議にて出席。 

 ５月８日、鹿児島県庁を訪問しております。令和５年度鹿児島県離島振興協議会臨時総会、

令和５年度第１回町村長研修会に出席。 

 ５月９日、令和５年度第１回県農業・農村振興通常理事会に出席。 
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 ５月11日、第64回奄美群島市町村議会議員大会に出席。 

 ５月13日、第39回武蔵野奄美フォーラムにて講話をしております。 

 ５月15日、令和５年度鹿児島空港国際化促進協議会総会に出席。 

 ５月18日、全国町村会財政委員会の会議に出席。 

 全国の町村会財政委員会が徳之島のほうに視察をしております。 

 そして、５月19日にはウェブ会議にて、地域の首長との「命のみなとネットワーク構築に係

る意見交換会」に出席、これは、亀徳港の新築について必要性を訴えました。 

 ５月21日から５月23日、令和５年度各種協議会総会、奄美市において出席しております。 

 ５月24日、令和５年度鹿児島県精神保健福祉協議会理事会及び総会に出席。 

 ５月25日、一般社団法人全国治水砂防協会第87回通常総会に出席。 

 ５月29日、令和５年度全国離島振興協議会第１回並びに理事会に出席、令和５年度全国離島

振興協議会第２回理事会通常総会に出席。 

 ５月30日、令和５年度鹿児島県水土里サークル活動支援協議会に出席。 

 ５月31日、令和５年度奄美群島農業農村整備事業推進協議会第１回の中央要望活動に出席し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで行政報告を終わります。 

 

△ 日程第５ 一般質問   

 日程第５、一般質問を行います。 

 福岡兵八郎議員の一般質問を許可します。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 おはようございます。 

 先ほど議長からもありましたけれども、傍聴席に日頃、福祉の第一線で大変活躍、活動をさ

れております民生委員・主任児童委員の皆さんが傍聴席に来ておられます。日頃の活動に対し

て心から敬意を表し、感謝を申し上げたいと思います。 

 私は、徳之島町社会福祉協議会の理事、一番古株でありますけれども、皆さんの活動をずっ

と情報を得ておりまして、本当に御苦労をされておる。しかし、今後、後継者が出てくるかな

といつも心配をしているところでありますが、この件についても今大きな課題が２つあります

ので、後ほど触れたいと思います。 

 議長の許可を得まして、質問に入ります前に、まず３点ほど。 

 １つは、町長の今、行政報告の中に、資料の中に入っていますけども、３月31日、轟木万田



― 8 ― 

橋渡り初め式がございました。 

 県費３億かけまして、平成24年、要望書を出して、ちょうど10年目にして完成をしたわけで

ありますが、高岡町長並びに関係職員の皆様に、この場を借りてお礼を申し上げたいと思いま

す。 

 県道では、アマミノクロウサギの観察道路としての場所は、森林・農道と別に、県道では轟

木松原線だけでありますが、これからまた、入り口ですので、轟木集落が挙げて環境整備なり、

いろんな取組をしていきたいものと思っております。 

 そして、ロードキルについても、この線が一番多くてですね、これは天城町とも話合いをし

ながら、どのように要望をしていくかですね。アンダーパス、トンネルを、あったほうがいい

んじゃないかとか、いろんな意見がございますので、今後検討をしてまいりたいと思っており

ます。 

 もう一つは、御承知のように、2021年７月26日、世界自然遺産登録、奄美大島、徳之島、沖

縄島北部及び西表島が登録になったわけでありますけれども、やはり、この記載事項のなぜな

ったか、理由は生物多様性であります。 

 最近、今までアマミノクロウサギやイリオモテヤマネコ、ヤンバルクイナとか、オビトカゲ

モドキとかは表示されておりますが、最近、私たち徳之島町で出てきたものがシロアゴガエル

であります。肉食です。恐らく南から入ってきて、与論島ではお手上げになっている。 

 そして今、亀徳でカエルが居て、今、徳和瀬地域井之川まで今、広がっているようでありま

して、先般、虹の会の皆さんが、朝になって電話が来て、ちょっと来てくれということであり

ましたので、ほかの議員はみんな忙しい、私も忙しいですと言いましたけども。 

 まず行動をしてみようと思って行きましたら、沈砂地にいっぱい卵を産んでいて、皆さんは、

これはまだ環境省に事業所として出していないものですから、ボランティアで活動をされてお

りましてね、皆さんが集まっていて、沈砂地でいっぱい卵を産んでる。 

 そして、夜は、その生態捕獲で動いていると、だけど、沈砂地で草山になっていて、ハブを

気をつけながらやっているんだということを聞きました。これ、後ほどの質問の中でまたお願

いするところが出てきますけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

 それともう一つ、先ほど冒頭に申し上げました民生委員の問題でありますが、今、男性５名、

女性25名です。主任児童委員が２名ということで、欠員集落が４集落出ておりますが、私は轟

木ですので、轟木の民生委員の方とそのお宅を訪問しまして感じたことがひとつありました。 

 １つは、女性の民生委員には男性の補助員が必要だと、男性の民生委員には女性の補助員が

必要だと感じました。そして、局長と相談をしましたら、新潟市で10年前に取り組んでいると

ころがありましたね。 

 「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、住民同士が支え合う地域づくりが
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求められております」と、「そうした中、常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を

行う民生委員・児童委員の役割が大変重要になっています」と。 

 「当該地区では、年々増加する独り暮らし高齢者世帯などを民生委員一人で担当することが

困難な場合、民生委員以外の地域住民の協力を得ながら助け合い、支え合うことができる体制

づくりを目的として、平成24年10月１日から民生委員協力員制度を開始しました」と。 

 10年前始まって取り組んでおりますので、この10日に社協の理事会がありますので、その提

案をして、今の現在頑張っておられる民生委員の皆さんの幾らか負担軽減になればということ

で提案をしたいと思っております。 

 どうか民生委員の皆様、どうかいい環境づくりに、私たちも、議会ももちろん、また、社協

の理事も含めて、いい環境づくりのために一生懸命頑張ってまいりますので、どうか自信を持

ち、そしてまた、常に後継者を育成して、また、欠員集落が出ないように、また皆様の御活躍

をお祈りしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、14番福岡兵八郎が、通告の３項目について質問をいたします。 

 町長並びに主管課長の明快な答弁をお願いいたします。 

 まず、令和４年４月に、みどりの食料システム法が成立いたしまして、７月１日から施行さ

れているわけですが、そもそも、みどりの食料戦略というのは、どういうことなのかまず伺い

ます。 

○町長（高岡秀規君）   

 大まかに、みどりの食料システム戦略の目標設定について御説明を申し上げます。 

 まず、みどりの食料システムつきましては、やはり、カーボンニュートラル、地球の温暖化

をどうやって防ぐのかということが最初はあるだろうと思います。 

 そしてまた、その新たに設置する目標について、2030年にはですね、2050年、化石燃料を使

用しない園芸施設への完全移行でありますとか、2030年、ヒートポンプ等の導入により、小エ

ネルギーなハイブリッド型園芸施設を50％まで拡大、2050年、化学農薬の使用量、リスク換算

を50％低減、2030年度までに化学農薬使用量を10％低減すると、2050年、化学肥料使用量を

30％低減、2030年で化学肥料使用量を20％低減ということでございます。 

 これは、大まかな目標設定でございますが、理由については、やはり、今、奄振でも取り組

もうとしているのは、機械化、農業の生産性の向上がメインだったのが、機械化進み、化学肥

料等が非常に使われるようになったと。 

 それで、今後は、豊かな土を子や孫に残すべきであるということから、幾ら我々が生産性を

上げて、今、所得が上がろうとも、その土が子や孫に作物が作れない土を残すべきか、絶対残

すことがあってはならないということから、今後は、土づくり、豊かな土をどうやって残すか

ということに力を入れなければいけないということであります。 
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 それが、みどりの食料システム戦略の中に組み込まれていると思っておりますので、今後は

町としてもしっかりと取り組んでいきたいというふうに思います。 

 あと、また詳しいことは農林水産課長がお答えいたします。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 今、高岡町長から「カーボンニュートラル」という言葉が出ました。私たち人間は、酸素を

吸って二酸化炭素を出すわけですが、植物は逆なんですよね。二酸化炭素を吸って酸素を出す。 

 これを、菅総理が総理大臣のときに「2050年にカーボンニュートラルを目指す」と、「プラ

スマイナスゼロにするんだ」ということを宣言しておりますが、今、町長がおっしゃったとお

り、環境問題、私たちは百年の計をもって取り組んでいかなければいけないと思いますが、こ

のシステムの中にいっぱい項目がありますけれども、たった一つだけお尋ねしたいと思います。 

 その中に「Ｊ癩クレジットについて」とありますが、その内容と本町の取組、町長も「これ

から取り組んでまいりたい」ということでありましたので、Ｊ癩クレジットについて、どうい

う内容なのか、そして、本町について具体的に取り組む計画なり、また、現在取り組んでいる

のがあるかどうか伺います。 

○企画課長（吉田 忍君）   

 福岡議員の御質問についてお答えいたします。 

 Ｊ癩クレジット制度、こちらのほうを全体的な形で御説明いたしますと、こちらのほうは、

国の経済産業省、環境省、農林水産省が母体となり、国で直轄事業として実施しております。 

 内容といたしましては、小エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるＣＯ２の

排出量削減、そしてまた、適切な森林管理によるＣＯ２の吸収量、こちらの削減、吸収できた

ＣＯ２の量という目に見えない価値を、国の基準でクレジット化するものでございます。 

 こちらのほうで、まずＪ癩クレジットをためる団体といたしましては、中小企業、農業者、

森林所有者、地方自治体等となっております。 

 また、このためたクレジットというものは、必要とする企業と売買もできますので、購入で

きる団体は、ＣＯ２を排出する大企業、中小企業、また、地方公立団体となっております。 

 企画課のほうでこの制度に関連する取組といたしましては、平成21年頃から、亀津中学校を

はじめとする６小中学校へと、みのり館、保健センターへの太陽光パネルを導入し、再エネ電

力の調達を図っております。 

 また、こちらのほうは３町になりますが、徳之島ダムのほうで水力発電の整備もされている

ところです。 

 以上であります。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 企画課のほうで今説明がありまして、よく分かりました。 
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 ほかの課でこの取組を今進めている、計画があるというのはありますか。 

○町長（高岡秀規君）   

 このＪ癩クレジットにつきましては、どれだけの排出を削減したかによってクレジットが発

生していて、今現在、森林とかあっても、今後のその計画によってどれだけ削減かという数字

がなかなかつかみづらいということがあって、今、Ｊ癩クレジットについては、そういった制

度があるのは知ってはいたんですけども、なかなか取り組めていっていない状況であります。 

 しかしながら、クレジットが目的ではなくて、環境保全、温暖化を防ぐための施策というも

のはどうしてもやらなければいけないということから、今後の課題といたしまして、私は森林

だろうというふうに思っております。 

 今後、環境税の今、要望をしているところですが、民有林の人工林が149ヘクタールと非常

に少ないわけですね。この人工林というものの意味が今後は重要になってくるだろうと。 

 例えば、木材利用だとですね、今後進めないといけないと、木材利用というのは、木がＣＯ２を

吸収して固定化されるわけです。固定化されているから、それを使って机とか作ったらＣＯ２は

排出しないということなんですよね。そしたら、その材木等が例えば燃やした場合ということ

はプラマイゼロなんです。 

 だから、材木についての今後のその必要性、そしてまた、人工林の有無の重要性というのは

非常に高まってきているだろうというふうに思いますから。 

 今後は、例えば人工林について、我々が例えば杉だとかヒノキだとかいうのはちょっと無理

なので、かつおぶしとか、そういったものの燃やすやつについてはプラマイゼロですから、そ

ういったところには非常に必要性があるというふうに今感じているところで、じゃあ、それを

どうやってＣＯ２を削減するかというと、私は植樹だろうというふうに思います。 

 １回伐採をして、そこから新しい植林をすることによってＣＯ２の削減に貢献できるという

ふうに考えておりますから、今後は、新たな発想でもって温暖化には取り組まなければいけな

いかなと今感じているところであります。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 よく分かりました。 

 今後、やはり本町の取組もとにかくしっかりと注視してまいりたいと思いますので、ぜひ前

向きに取り組んでいただきたいなと思っております。 

 次の農業振興に参りたいと思います。 

 私は、このファイル、ちょうど耕地課が、この一般質問で質問をして、ファイルに、必要で

しょうと思われる資料、基本的な資料を全部つづってくれて、これをどうぞということで渡さ

れました。初めてです。 

 水野課長、ありがとうございます。誠意が感じられました。 
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 これを持っていますと、町民の皆様から質問をされてもすぐ答えられるんですね。普段は

「ちょっと待ってください。担当職員にちょっと確認してみます」というのが多いんですけれ

ども、この件については、これで非常に、持って歩いて、町民の皆様に聞かれたら、すぐ速答

できるというような安心感を覚えました。改めてお礼を申し上げたいと思います。 

 そして、この中にあります、まず、昨日、課長と職員の皆さん、現地を一緒に案内をしてい

ただきまして、ありがとうございました。それを見て初めてまた課題を見つけたこともありま

すけども。 

 （１）神嶺ダムの貯水状況と水質について伺います。 

○耕地課長（水野 毅君）   

 お答えいたします。 

 貯水状況につきましては、現在、満水となっております。水質につきましては、水道課と徳

之島保健所のほうで年１回、原水の水質検査を行っており、問題なく取水されております。 

 以上です。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 昨日、ダムに行ってみまして、どれぐらい泥が堆積しているかね。そうしますと当初の計画

の貯水量はないわけですよね。非常に心配するわけですが、昨日、現地で説明を受けた中では、

全然堆積、堆砂がないということです。非常に、流れてきた上が開発もされていなくて、ない

ということで、取水源の環境も全然変わりないということが分かりました。 

 じゃあ、（３）の簡易畑かん施設の機能について問題はないか伺います。 

○耕地課長（水野 毅君）   

 畑かん施設につきましてお答えいたします。 

 農業用貯水タンクは、現在、町内16か所にございまして、管理は各地域の多面的の組織で行

っております。水質検査につきましては、有識者の方、県農業普及課のほうに調査項目等を相

談し、現在、調査会社に検査の見積りを依頼しているところでございます。 

 以上です。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 もちろん人間の体にも、万物の源は水でございまして、水の需要量ももちろんですが、質な

んですよね。 

 私は、農業問題、ずっと約半世紀近く取り組んできまして、最近、ＫＧＡＰ取って、ＪＧＡ

Ｐ取って、今度、グローバルＧＡＰになってきました。グローバルＧＡＰ、こうしますと輸出

もできるという認定を受けるわけですが、今月の末にまた研修会をいたしますけれども。 

 まず最初に、指導者の話は「水は大丈夫ですから」ですよね。「こちら山切れなくてね、山

ばっかりだからもう大丈夫です」と言ったら、じゃあ「何で大丈夫なの」と聞かれてね、「根
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拠を出してください」と言われて困ったときがありましてですね。 

 自主的に組織で、私は平成17年に奄美地域生姜研究会をつくりましてずっと取り組んできて

おりますが、組織でこの水質検査をずっとやってきまして、そして、５年前に鹿児島大学の産

官学の予算で水産学部の部長の先生を案内をして、徳之島の、ため池からダムから全部案内し

て水質検査をしていただきました。そこで「今は問題ありません」ということでありました。 

 ただ一つは、今、徳之島ダムの上流に畜産農家、多頭農家が多いわけですよね。それがずっ

とダムに水が流れてきていることに対して、今後どのように考えているかということなんです

ね。これは大きな問題が出やしないかなという指摘を受けたわけですけども、今の問題はあり

ません。 

 この簡易畑かんにおける水質検査、今後計画はあるのかどうか。 

○耕地課長（水野 毅君）   

 水質検査についてなんですが、先ほど申しましたとおり、有識者の方、これ、福岡議員のほ

うから御紹介を頂いた鹿児島大学の名誉教授の前田広人先生とか、農業普及課のほうに連絡を

取りまして、調査項目、項目が、調べると百何十とか出てきますので、この項目を幾つか絞っ

て検査するように、今検討、また、調査会社のほうに見積りを取っているところでございます。 

 以上です。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 どこまで調べればいいかということなんですよね。 

 これは、土地改良区が、これは天城町のダムでしょうね、11項目を調べておりますが、また

その専門家と話合いをされまして、大事なところだけで結構ですので、定期的にしていただき

たいなと思っております。 

 そして、もう一つは、山の水を直接飲料水にしている方がおりまして、自主的に水質検査を

している方もおられます。 

 今のところはどこにも問題が出ていませんので、これは定期的にひとつ調査をして、データ

として残しておいていただきますようにお願いします。 

 それから、畑かん施設、今、全部機能しておりますかどうか。 

○耕地課長（水野 毅君）   

 お答えいたします。 

 現在、畑かん施設貯水タンクにつきましては16か所ございますが、３か所以外は全て機能し

ております。３か所も工事中と工事見積り依頼中でございます。 

 以上です。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 先ほど課長が言われました多面的機能、各地区にあるわけですよね。 
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 手々農地愛好クラブ、それから、金見優癒グループですか、それから、山・畦ふるさとの保

全会、花轟みどりの会、花徳ですね。母間キュラサーデ会、方言ですよね。キュラサーデとい

う。下久志、旭ケ丘、それから、神嶺農地・水保全隊、亀津南部農地保全隊、亀津北部農地保

全隊ですね。尾母ハテ・マモラレー隊、方言で入っていますけども。 

 その多面的機能を払ってしなさいと言ってるけどね、基本的には耕地課がちゃんとチェック

して、その役員の皆さんに指導をするとかね、それをしないと、ただ任せっきりはいけないと

思いますよね。 

 一番大事な水が必要なときに、農家の皆さんがタンクを積んでいった、水が出ません、また、

こっち行ったら、また水が出ませんと。 

 お互い農家同士話し合って情報交換して、あっちは出るよとか、そこにまた周知をするとか

ありますので、その16か所いつも、これから夏に向けて十分取れるように、その取水源が場所

によっては川を２キロぐらい歩いていかないと取れないというところもありますので、それを

ぜひ、耕地課でチェックはして、多面的のその地域の皆さんに一応御指導を頂くということで

お願いしたいと思います。 

 その次に、昨日、現地も見まして、大体課題も分かりましたし、また話し合った中で、ぜひ

解決していただければなと思っております。 

 それから、有機農業、これからオーガニックですね。高岡町長は「自然栽培」とも言ってこ

られましたが、非常に情報を集めて、できるものなら、できないという理由をつけるんじゃな

くて、何かできる方法はないか情報を集めて、また勉強をして、少しでも、小さなところでも

試験でもやってみようかなと、させてみようかなという気持ちでおりますが、消費者が今求め

ているものは何なのかということですね。 

 今、化学薬品漬けなんですよ。例えば、子供たちもアトピーとかいろんなトラブルがありま

すが、今の時代、お母さんが出産します。へその尾に140種類ぐらいの化学薬品が入っている

というんですよ。食生活の中でのね。母親の責任であります。 

 だから、子供たちが、健全でなければならない小さな子供たちがいろいろ出るのはおかしい

わけですよ。いや、それは魚だから、タコだからとかね、そういうところじゃなくて、生まれ

たときに、お母さんの体から化学薬品が来ているわけです。 

 ですので、急には変えられませんが、できるものからしていただきたい。 

 徳之島町は、全国唯一「健康のまち宣言」をしておりますから、全国のモデルにならなけれ

ばいけないと思いますので、今、それによって消費者のニーズに応えるべく、本町においても

有機農業推進協議会というのをつくっておりますので、大変すばらしいことでありますが。 

 年１回、やっぱり審査員が来て、第三者ですよ。第三者、全く知らない人たちが来て、飼料

から現地から全部チェックしてオーケーのマークを出すわけです。 
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 ですので、やはり審査員費用がかかるわけですよね。今は県にもどこにもない。今、生産者

が軌道に乗る手前でありますので、これについては、県にもそういうところがないのか、本町

においても考えられないのか、審査員費用についての拠出の件について伺います。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 本町では、令和４年から、みどりの食料システム戦略緊急対策交付金を導入しておりまして、

これを活用し、有機ＪＡＳ認証取得費を現在しております。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 それで、今言うオーガニックビレッジに手を挙げたのも徳之島町ですね、大島郡でただ一つ、

すばらしいことなんですが、その審査費用を生産者に、今のところは負担じゃなくて、そうい

う行政で賄えるその方法はないかということですよ、大体でいい。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 行政でということは、町のほうで賄える方法はないかということでよろしいですか。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 いや、それは、例えば、町ではこれが考えられる、オーガニックビレッジに出して、その交

付金の中から、それがあてがえられるのか、新しく県にはそういう、県も進めているわけです

から、県も進めている以上そういう、そんな大きい予算ではありません。 

 ですので、県と町と、そして、オーガニックビレッジのその事業の中から四、五十万の予算

の措置、考えられるのか、現在ないのか、ないのであれば検討してみるのか、その辺の答えを

頂ければいいと思います。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 先ほど答弁の中で、有機ＪＡＳ認証取得費を助成しているということを答弁したところであ

り、また、有機ＪＡＳ認証取得費は、今後、また事業者にとって大きな負担になるのは存じ上

げているところであります。 

 農林水産省補助事業を活用していただければ、今後はまた新たなものが新規の方には活用で

きるかなと思います。 

 事業内容といたしましては、新規認証事業は上限20万円、継続認証事業は上限15万円で、補

助率が２分の１以内で、有機ＪＡＳ審査経費の補助が受けれるようになっております。 

 また、ほかに農林水産省の補助事業といたしまして、環境保全型農業直接支払い交付金もあ

りますので、これに関しては、有機農業に取り組んだ面積において、そこら辺助成されるとい

うふうな形の事業もありますので、事業の活用を検討していただければよろしいかと、また、

相談があれば農林水産課のほうで承って、そういう方向へ進めていきたいと思っております。 

○１４番（福岡兵八郎君）   
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 ありがとうございます。その答えで十分結構であります。 

 ありがとうございます。ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 私は、高岡町長も前から言っておられますけども、ＪＧＡＰやグローバルＧＡＰといろいろ

ありますけど、私は、徳之島町ＧＡＰ、徳之島町のマークをつけたらどこにも負けないという

安心をさせていただきたいというね、それを希望しているんですよ。町長、決意のほど。 

○町長（高岡秀規君）   

 以前、10年以上前に、環境保全型農業ということで条例を定めたときには、あまりにもグ

ローバルＧＡＰとか、そういったハードルが高いと取り組んでくれる農業者はいないんじゃな

いかなということで、じゃあ、少し緩くした認証制度、徳之島町の認証というシールが作れな

いかという話はしたんですけども。 

 今現在、時代はこのような有機農業についての推進ということとなりますと、ハードルは高

くても、取り組める環境をつくらないといけないというふうに思っております。 

 その中で、この間の農林水産省への土木事業での要望の中で、どうしても日本のマーケティ

ングというのは、有機農業だから物が売れるというのは、なかなかまだ諸外国に比べたらマー

ケティングが少ないということから、町といたしましては、有機栽培された作物をどうやって

売り込んでいくのかということが今後は取り組まなければいけないなというふうに思います。 

 そして、一番農業が弱いのは、自分で値段が決められないことですよね、市場に出して競り

に出しますから。そうした場合は、コスト割れの価格をされた場合は、農業は、農業者にとっ

ては非常に苦しい状況に追い込まれます。 

 だから、安定的な農業を目指すためには、町も、なぜ私が地域営業課をつくったかというと、

結果的には農産物もしっかりと売り込んでいこうよというところで地域営業課は立ち上げてお

りますから、また原点に返って、農産物の有機農業の作物の売り方、売り込みをしっかりと取

り組まなければいけないなというふうに考えております。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 希望が持ててきました。町長は前からそう言っておられますので、非常に徳之島町がモデル

となるだろうなと本当、思っております。またひとつよろしくお願いしたいなと思っておりま

す。 

 水質検査については先ほどお尋ねしましたので、漏水状況、山浄水場原水導水管断水、これ

について説明がありましたが、やはり、あちこちと県道を見ますと、職員の皆さんも日曜日も

なく、時間も、夜も職員の皆さん立会いでいろいろ漏水の工事をしておられるようです。本当

に御苦労さまです。 

 これは、今、状況をどこどこと聞いても、別に特別お尋ねしてきている町民の皆さんはいま

せんので、ぜひ、しばらく様子を見て、状況を見て、また、事が重大であれば、大きければま
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た取り上げたいと思いますので、これはいいかなと思っております。 

 最後の質問になります。塩素であります。 

○議長（行沢弘栄君）   

 福岡議員、３項目めでいいですか。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 ええ、そうです。３項目めです。だから、今、水質検査も先ほどしましたのでね、終わりま

したのでね。 

 塩素除去であります。トリハルメタン、発がん性、これは、水道法では、法律ではオーケー

なんですよね。何回か取り上げておりますけども、法律はオーケーですので、あれは悪くはな

いんですが、使うほうからすると、やはり体に悪い。 

 これはなぜかと言いますと、私も、オーガニックを娘がやると言ってやり出したもんですか

ら、どうしても勉強をしないといけないということでやっていましたらね、公民館講座で家庭

菜園を勧めていますけども、家庭菜園ですから水道水を使うわけですが、そのオーガニックを

勧めているところから見ますとね、水は何を使っていますか、水道水です、駄目ですなんです

よね。 

 塩素が入っている水でかけたら駄目なんですよ。そこまで考えておられるから、私も、もう

一回原点に立ち返って勉強しないといけないなと思って、大腸菌なり、消毒は大抵必要です。

だけど、最後、使うときは塩素がないものでないといけないと思うんですね。 

 今日は、私が、３つあったんですけどね、１つは今日は出さないようにします。平成27年

９月15日、これは役場の３階、旧庁舎の３階での水です。これは、27年、私、９月15日、８年

前です。これは水をずっと置いておりましたけどね、全然浮遊物はないんです。全く一緒なん

ですよ。亀津の水も、うちの轟木の水も全く一緒なんです。８年間ですよ。８年間ずっと置い

たままです。 

 だけども、亀津の皆さんの話を聞きますと、御飯を炊いたら赤くなっているとか、フィル

ターをつけると何かちょっと黒くなるとかでいろんなお話がありますのでね。その辺も含めて、

せめて学校給食センターだけは塩素を取っていただけないかと、給食運営協議会でも私は申し

上げました。 

 特に給食センターについては、今度また新設するに向けて建設委員会が立ち上がりますが、

建物の外枠だけじゃなくて、やはり、その中身ですね。子供たちが、体力・能力・精神力を培

っていく大事な時期に、その中身を無視して、ただ形だけを造って、機械が新しくなったとか

そうだけじゃなくて、水から、食材から全部チェックをしていくような給食センターでなけれ

ばいけないと思うんです。 

 ですので、ここに（３）の、家庭での、町民の皆さんが使うときの水道蛇口で塩素を除去す
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る方法が考えられるのか、今後、情報を収集して検討をするのか伺います。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 先ほど福岡議員のほうからもありましたけど、水道課といたしましては、水道法の第22条及

び水道法の施行規則第17条の３項により、残留塩素の数値が決まっております。ですので、水

道課の対応といたしましては、その数値を守り、飲料水としての水を確保するように努めてお

ります。 

 以上です。 

○１４番（福岡兵八郎君）   

 それは、法律にのっとって、課長は何も悪くはないんです。ただ、基準以下だから、基準以

下だけどあるわけですよね。 

 今、農産物も平成18年にポジティブリスト制度、学校のプールに10円玉を投げますと溶ける、

それでも分かるような精密になっていますが、この野菜にはこの農薬はいいです。その代わり

３回までですよ、これは２回までですよとある。じゃあ、なぜ２回はオーケーで３回は駄目な

んですかということなんですよ。 

 ただ、マウスを使ってね。あと、その安全シートには、最後は医師に相談してくださいなん

ですよね。いい加減なものなんです。 

 だから私たちは、何度も言いますが、「健康のまち宣言」徳之島町がモデルにならないとい

けない。そのために、今言う塩素が基準以下だから大丈夫ですよじゃなくて、消毒はするけど

も、塩素は取り除くんだと、健康のまちなんだと、町民の皆さん健康で長生きしてくださいと、

そういうことをやはり考えていただきたいということよ。 

 だから、保久課長ね、間違っていません。法律は守られているからね。だけど、使うほうか

らすると、お金持ちはそういう塩素除去の機械を設置してやっているかもしれない。 

 だから、町民の皆様等しく、そういう消毒はするけども、そして、最後は塩素を除いて、発

がん性の物質はありませんよと、そういう水を供給しますよと、そういう、いつか自信を持っ

て課長が答えられるように期待を示して、私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとう

ございました。 

○議長（行沢弘栄君）   

 次に、宮之原剛議員の一般質問を許可します。 

○３番（宮之原剛君）   

 議場の皆様、町民の皆様、中継を御覧の皆様、こんにちは。 

 今日は、民生委員の皆様の日頃の御苦労に心から感謝を申し上げます。 

 本日は、ようこそ新議場へおいでくださいました。ありがとうございます。 



― 19 ― 

 先ほど、ベテラン議員の福岡議員は余裕の一般質問でございましたけども、私は新人でござ

います。いささか緊張をしておりますけども、どうかよろしくお願いをいたします。 

 先日の台風２号、大きな被害もなく、一安心でしたけども、また下から台風が、今日か明日

か発生しそうで、こちらのほうに向かっております。今年は台風が多くなりそうです。早めの

対策を心がけましょう。 

 令和５年６月第２回定例会において、議長の許可を得て、３番、公明党の宮之原剛が、町民

の皆様の声を、身近な問題から喫緊の課題まで、３項目にわたり一般質問をいたします。 

 いまだ終わりの見えないロシアによるウクライナ侵略、中国や北朝鮮問題など、様々な国際

情勢が渦巻く中。Ｇ７サミットが先日、日本で開催されました。 

 被爆地である広島で開催された意義は大変大きく、各国首脳やゼレンスキー大統領が原爆資

料館を訪れたことは、今後の平和へ向けての第一歩につながることを、全世界が強く期待し、

願っていると思います。 

 しかし、国内では、ウクライナ侵略に端を発した原材料高騰による物価高騰は今後も続くも

のと思われます。 

 今年３月、公明党から提言を受け、政府は物価高騰支援策として、新年度予算に地方創生臨

時交付金を１兆2,000億円上積みしました。 

 私も、公明党として、４月19日に高岡町長へ６項目にわたる要望書を提出いたしました。主

な要望事項は、エネルギー高騰分に対する各事業者や施設への支援、子育て世帯や生活困窮者

への支援、肥料・飼料・燃料高騰分に対する支援拡充、それからプレミアム付商品券の発行な

どです。国からの地方創生臨時交付金交付後、速やかに実施をしていただきたいと思います。 

 さて、新型コロナ感染症、３月にはマスク着用も個人の判断となり、５月８日をもって感染

法上の位置づけも２類相当から５類へ移行されました。 

 これまで約３年半、感染対策に取り組んでこられた医療関係者をはじめ、全ての関係者の皆

様に心より感謝申し上げたいと思います。 

 油断は禁物ですが、いよいよアフターコロナ・ウィズコロナの新しい生活様式がスタートい

たします。 

 通告しました１項目めの、今後コロナ対応について、どう変わっていくのか、どう変わらな

ければいけないのか、まずは５類移行後の医療費・日常生活・感染者への対応はどう変わって

いくのかをお伺いいたします。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 宮之原議員の御質問にお答えいたします。 

 令和５年５月８日から、新型コロナウイルス感染症の位置づけは季節性インフルエンザと同

じ５類感染症に変更されました。 
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 これに伴い、５月８日以降、医療費は通院・入院ともに保険診療で本人負担となりましたが、

コロナ治療薬は高額であることから、令和５年９月30日までは引き続き公費負担となっていま

す。 

 なお、10月以降の治療薬の取扱いは、国が今後、取扱いを検討する予定とのことです。 

 日常生活につきましては、これまで３つの密の回避や、人と人との距離の確保、手洗い等の

手指衛生、換気等にお願いしていましたが、今後は、これらの対応を一律お願いすることはあ

りません。とはいえ、基本的感染対策として手洗い等の手指衛生や換気は有効とされています。 

 また、感染時の重症化リスクが高い方は、感染の流行に応じて３つの密を避ける行動や、マ

スク着用が感染防止対策として有効とされています。 

 これらを踏まえ、町民の皆様におかれましては、場面に応じて自主的な感染防止対策に取り

組んでいただけるようお願いいたします。 

 感染者対応についてですが、５月８日以降、コロナ感染者の方に対して、法律に基づく外出

自粛は求められず、外出は個人の判断に委ねられます。 

 なお、厚生労働省は、皆様の判断の参考にしていただくために、推奨される目安を示してお

ります。発症の翌日から５日間は外出を控えること、症状が軽くなってから24時間は外出を控

えること、その上で10日間が経過するまでウイルスを排出する可能性があることから、マスク

の着用や高齢者などへの接触を控えることなど、周囲の人への配慮を求めています。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 ありがとうございます。 

 新聞報道によりますと、医療費の部分ですけども、検査、それから外来は自己負担というこ

とで、ワクチンも来年の３月までは無料で接種できるということであります。 

 それから、入院のほうは９月末までは無料で、９月末まで最大２万円補助ということが新聞

にも載っておりましたけども、この部分と、それから、ちょっとこの入院費のこと分かります

かね。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えします。 

 入院費についてですが、入院費は自己負担限度額から２万円減額されます。令和５年５月

８日から９月30日までとなっております。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 分かりました。 

 マスクは、今、個人の考えでということでなっておりますけども、個人の判断ですけども、
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今、やっぱり外、スーパーとかお店屋さん、それから病院、人が多く集まるところは、ほとん

どの方がマスクをされております。非常にまだ皆さん、緊張感を持って生活されているのかな

と思います。 

 あと、学校関係ですが、学校のほうはどのような、感染者に対して、子供、生徒さんに対し

ての対応はどのようになっていますか。 

○教育長（福 宏人君）   

 学校現場においても、基本的には、マスク着用については強制はしないというようなことで、

個人の選択というふうになっております。 

 ただし、先ほど議員のおっしゃるとおり、やっぱり密になる状況もありますので、これまで

にも手洗い、うがいということは学校現場でも行ってまいりましたので、引き続き子供たちの

状況に応じて、そういったような感染防止につきましては行うというようなことで今進めてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○３番（宮之原剛君）   

 ありがとうございます。 

 ５類へ移行後、感染者情報というのが１週間に１回の新聞発表とテレビ等でしか分かりませ

ん。 

 ６月３日の南海日日新聞、また、奄美新聞、両新聞に載っておりましたが、定点当たり、徳

之島管内が県内最多と、患者がですね発生が。１週間で１医療機関10.4人、これは県平均でい

くと3.48に対して10.4人ですね。徳之島保健所管内、南３島ですが、52人と先週より21人に増

えております。 

 ６月から７月にかけて第９波が来るとも言われております。高齢者や基礎疾患のある方は非

常にそこら辺を心配もされているんじゃないかと思います。 

 奄美市は、春・夏の接種を、ワクチン接種ですね。５月８日から８月31日まで、それから、

秋・冬の接種を９月１日から12月31日というふうにワクチン接種をすると発表しておりますが、

本町、徳之島町においては今後の接種計画はどのようになっておりますか、お伺いします。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えいたします。 

 厚生労働省は、今の無料での新型コロナのワクチン接種を令和６年３月まで継続し、重症化

リスクの高い人などは、５月からと９月からの年２回の接種を行うほか、そのほかの人も９月

から接種を行う方針です。 

 徳之島町は、この方針に基づき、５月８日から８月31日まで、今のオミクロン株対応ワクチ

ンで、春・夏開始接種を開始しています。対象は、65歳以上の高齢者や基礎疾患のある人のほ
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か、医療従事者や介護従事者などです。 

 ９月から令和５年新型コロナウイルスワクチン秋開始接種を開始予定です。対象者は、初回

接種を終了した５歳以上の全ての方です。詳細につきましては、今後、随時お知らせいたしま

す。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 再確認でありますが、ホームページまたは広報６月号に、まだ配れていないところもあると

思いますが、このワクチン接種については、５年度ですね、ワクチン接種の予定が載っており

ます。これはまた防災無線等でも周知していただければと思いますが、対象者への接種券発送

は始まっておりますか、65歳以上は全員対象ですよね。接種券の発送はどうなっていますかね。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えいたします。 

 前回の接種から３か月以上経過した方に順次を発送しております。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 私の同級生は来ている人もおるし、私はまだ来ていないんですけども、これから来るという

ことだと思います。分かりました。 

 （３）に行きます。今後の町の行事・イベント、町民体育祭とか、どんどん祭り等の開催計

画は、実行委員会が立ち上がっている分もあると思いますが、内容、プログラム等、案の段階

で結構ですので、お伺いしたいと思います。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 宮之原議員の御質問にお答えをいたします。 

 今現在、社会教育課においてですけども、５月８日よりコロナが５類に移行したこと、先ほ

どから健康増進課長からありますように、個人のいろんな事情等もあるんですけども、社会教

育課におきましては、各種会合、スポーツ大会の開催については、コロナ前と同じような状態

に戻し、現在実施をしております。 

 まず、町民の体育祭のことについてですが、これについては、町民の皆さんが非常に関心の

あることですけれども、社会教育課のほうでは、現在、従来に戻す形で準備を進めております。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 宮之原議員の御質問にお答えします。 

 おもてなし観光課で行う「どんどん祭り」につきましては、今年度は奄美群島日本復帰70周

年記念でもありますので、コロナ禍以前の例年どおりの開催を予定しております。日程につき

ましては、10月29日日曜日を予定しています。内容については、パレード、ステージ、ステー
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ジ会場での屋台出店、花火大会などを予定しています。 

 以上です。 

○議長（行沢弘栄君）   

 この２点だけでいいですか、ほかにも聞きます、行事。いいですか。 

○３番（宮之原剛君）   

 １項目、もう少しで終わりますので、よろしくお願いいたします。 

 ５月７日に開催されました女性連の運動会、午前中の開催でありました。プログラムも工夫

を凝らして、本当に笑いありのすばらしい運動会でありましたけども、もちろん勝ち負けはあ

りますが、また来たいという楽しい内容でございました。 

 コロナ禍での経験を生かして、今までの内容を踏襲するのではなく、アイデアを出し合い、

次につながるような楽しいイベントに今後はシフトしていくべきだと思いますが、どう考えら

れますか。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 御質問の件についてお答えいたします。 

 私も女性連の大運動会、久方ぶりに参加しました。議員の皆様、本当に御協力を頂きありが

とうございました。 

 様々な意見もございまして、その中で、やはり、この体育センターにおいて久方ぶりに運動

会ができたということは、女性連の会長さんをはじめ、非常に喜んでおります。 

 やはり、人の声、喜び、笑い、いろんなものが出ることによって地域が活性化、特に、これ

は各地域でも言われていることですけども、女性の皆さんの活気のある声というものが地域へ

の活力にもなると思っております。 

 それと、今御質問がありました種目についてですけども、実は、私どものほうも町民体育祭

というものは祭りではないかと様々な御意見も頂いております。これからは、議員のおっしゃ

るように、競技で、中には種目として競い合う競技も必要だと思っております。 

 それから、レクリエーション的な、女性の運動会で行われた例えば輪を使った、20人が輪を

くぐるスポーツ、それから、ボールを使った、頭から下、いろんな形でやるレクリエーション

についても、皆さんが楽しめるような町民体育祭に持っていけるように現在精査をしておりま

す。 

 ただ、今回４年ぶりの開催となりますので、大幅な種目の変更は控えております。 

 なぜかといいますと、現在、実は若手の職員が非常に役場も多くなっております。その若手

の職員も多いという観点から、一応ベテランである我々課長も含め、それから、職員について

いけるように、実際今まで行ってきた種目を取り入れて、そして、議員のおっしゃるようにレ

クリエーション的なものも１つか２つ入れていければなと考えております。 
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○３番（宮之原剛君）   

 分かりました。 

 ぜひ、そのような方向で内容も検討して、町民体育祭は県体とか国体の予選ではありません

ので、やたらと競争心をあおるようなものではなくて、アイデアを凝らして楽しい内容に持っ

ていくべきではないかなとも思います。 

 政府の新型コロナウイルス感染症対策分科会の尾身会長も「『喉元過ぎれば熱さ忘れる』で

はいけない」と、また、忽那賢志教授は「新しい変異株が現れ世界中に広がることは今後も起

こり得る」と、気を緩めず、即対応できるようにと、町としても今までの経験を生かして、次

に対応できるようお願いをいたします。 

○議長（行沢弘栄君）   

 宮之原議員、しばらく休憩します。11時20分より再開します。 

休憩 午前１１時０６分   

再開 午前１１時２０分   

○議長（行沢弘栄君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○３番（宮之原剛君）   

 それでは、２項目めの、人にやさしいまちづくりについてであります。 

 （１）ですが、路線バスのバス停にベンチの設置はできないかということでありますけども、

たまにバス停で地面に荷物を置いてしゃがみ込んでバスを待っている方を見かけることがあり

ます。バス停近くに腰かけられる場所がないわけで、花徳から手々まではデマンドバスのバス

停にはベンチがあります。スペースのあるところはベンチがあります。 

 天城町は、与名間から瀬滝まで、ほとんどの路線バスのバス停にベンチが設置されておりま

す。ちょっと天城町を回って見てきました。これは、天城町の松原のほうですね。それから、

こっちが天城町の瀬滝のほうですかね、大津川、瀬滝のほうですね。このように、ほとんどの

バス停にベンチがあります。 

 よく見てみますと、これもですが、路線バスとデマンドバスが一緒になって、共用でその場

所を使っているようでございます。 

 それで、路線バスのバス停にはベンチが設置できない何か理由があるのかどうか。設置する

スペースが確保できる場所にはベンチを設置して、高齢者や障害者の方、また、今、世界自然

遺産登録になって、島外からの観光客もいらして、時間のある方はゆっくりと島内を観光して

まいりたいということで、バスを乗られる方もおるみたいです。 

 そういうことで、人にやさしいまちづくりと、町長の施政方針の障がい者福祉の充実の項目

にも「人にやさしい地域社会づくり」とあります。最も身近なところから、この優しい地域づ
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くりの見える化をしていただきたいと思います。 

 県道でありますので、県と協議したり、また、調整をしながらやっていかなくちゃいけない

と思いますが、奄振のソフト事業等にも組み込んで申請をしていただいて、観光案内板にいろ

んな他言語で、英語とか中国語に入れ込んだ新しい形の案内板と併せて、ベンチもセットで奄

振事業に申請するとか、入れるとか、そういうことも考えられないでしょうか。 

 また、バス会社のほうに助成をして設置するとか、いろんな方法があると思いますが、いか

がでしょうか。 

○企画課長（吉田 忍君）   

 宮之原議員の御質問についてお答えいたします。 

 まず、１点目が、ベンチを設置できない理由があるかということでございましたが、現在、

徳之島町は、定期路線バス、そして北部地区のデマンドバス、いずれもそのほとんどは県道に

面しているところでございます。 

 まず、県道にベンチを設置する際には、鹿児島県のほうに道路占用許可申請をしなければな

りません。 

 その基準となりますのは、まず第一に、歩行者の安全性が最優先であり、また、車の通行、

自転車の通行に支障を来さない、そして、ベンチ設置後のベンチの端から路上までの距離が

２メートル程度確保できるところなどとなっております。 

 もう一点ですが、ベンチの設置と観光案内板、総合的な部分で整備ができないかという御質

問がございました。こちらの観光案内板については、おもてなし観光課と協議していきたいと

思います。 

 まず、設置につきましては、これまでの経緯といたしましては、赤い羽根共同募金等を活用

して、徳之島町社会福祉協議会の中で共同募金実行委員会、こちらのほうで検討をしていただ

いて整備しております。 

 また、本町といたしましても、平成22年度にデマンド運行が開始されたことにより、地域交

通転換支援事業という国・県４分の３の補助事業がございましたので、この当時、北部地区に

７台整備しているところでございます。天城町の今設置されているのも、大半は同時期に整備

したものと思われます。 

 また、今後の新規設置につきましては、この地域交通転換支援事業というのは、デマンド運

行への転換の際の補助金でしたので、現在はございませんが、先ほど宮之原議員がおっしゃい

ました奄振交付金、そしてまた、国・県の補助メニューや財団等の交付金等もございますので、

こちらの中身を調査した上で、総務課財政係と協議しながら設置していくことは可能でござい

ます。 

 以上です。 



― 26 ― 

○３番（宮之原剛君）   

 各事業いろんな補助事業があるようですので、奄振も含めて今後検討をしていっていただき

たいと思いますが、先ほどちょっとありましたバス停のベンチの件で、社会福祉協議会の共同

募金、赤い羽根のですね。この件について情報が入っていたので、私も昨日、社会福祉協議会

に行って、どういう事業で入れたのかということをちょっと勉強したくて聞きに行ってまいり

ました。 

 これは、バス停にベンチを設置したのではなくて、共同募金を集めますよね、そしたら、そ

れの還元として各集落に幾らかずつ助成金をあげるんですけども、その助成金の中で、以前は

ベンチを各集落にあげていた、助成としてしていた。 

 その意味は、高齢者が集まる場所、要するに集落内の公園とか、また、ゲートボール場とか、

そういうところに使ってもらうのが趣旨であったんだけど、集落の方、バス停にベンチがない

ということで、それをベンチのほうに持っていって使ったといういきさつがあるようでありま

す。 

 ですから、逆に、それほどやはりバス停にはベンチがあったほうがいいという地域の、また、

集落の考えであろうということでありますので、ぜひスペースが取れるところは県と協議をし

て占用許可をもらってしていただきたいと、隣の町の天城町のように、やっぱり、優しい、人

に優しい、高齢者、また観光客、障害者に優しいまちづくりをどうかよろしくお願いしたいと

思います。 

 それから、昨年度のふるさと納税の寄附金のことがこの間、新聞に載っておりました。寄附

額が４億円を超えて、２位の奄美市の倍ぐらいでありますが、担当者の皆さんの努力、それか

らまた、寄附を下さった方々へ心より感謝を申し上げたいと思います。 

 ぜひ、基金の使い道として「高齢者及び障害者の健康増進、福祉の充実に関する事業や、町

長が必要と認める事業」ともありますので、人にやさしいまちづくりへもよろしくこの寄附金

の活用をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 次の（２）です。「書かない窓口」の行政サービス向上はできないかということで、新聞に

「書かない窓口」ということでこのように載っておりました。 

 どういうことかと言いますと、これは北海道の北見市なんですけども、まず最初に取り組ん

だのがこの北見市だったようであります。 

 複数の手続を１か所で済ませるワンストップサービスを実現しているということで、北見市

は、「来庁者は総合案内で番号札を受け取ると、まずは案内された担当課の窓口へ行きます。

住民票などの各種証明書の交付を受ける際、本人確認として身分証明書を提出、その後、職員

が必要な書類について聞き取りを行い、必要事項を確認しながらパソコンに入力する」と、

「申請者は内容に誤りがないことを確認して、署名するだけで手続は完了」ということで、ワ
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ンストップサービスですね。 

 本当に役場窓口、住民生活課等行きますと、印鑑証明、それから住民票、戸籍謄本・抄本、

用紙が違って、全部同じことを、住所・名前全部書かないといけないという、そういうことが

この場合はなくなるということでありますが、そのような書かない行政サービス向上を目指し

て対応ができないものかということで、よろしくお願いします。 

○住民生活課長（大山寛樹君）   

 宮之原議員の御質問にお答えいたします。 

 現在、戸籍関係の書かない窓口の行政サービスを実施している大島郡の市町村は、知名町、

和泊町、大和村、瀬戸内町の４町村になります。取扱業務といたしましては、住民票、戸籍、

印鑑証明書、異動票の申請書の発行業務となります。 

 システムの導入につきましては予算が伴いますので、今後、財政担当課とも協議していきま

す。 

 以上です。 

○総務課長（村上和代君）   

 宮之原議員の御質問にお答えいたします。 

 ただいま住民生活課長が答弁いたしました「町民の方の代わりに職員が申請書を作成し、ま

た、作成された申請書を確認して署名するだけで手続が完了する」という書かない窓口につき

ましては、戸籍事務のみに関するものとなっております。 

 先ほど宮之原議員のほうから御紹介がありました北海道北見市が取り組んでいる「書かない

窓口サービス」につきましては、簡単な手続は、窓口を回ることなくワンストップで受付対応

が可能となっております。 

 調べましたところ、県内でも北見市と同じシステムを取り入れている自治体が１自治体ござ

いました。 

 今後、ＩＣＴを活用したスマート窓口を実現していくためには、全庁的な取組が必要となっ

ていまいります。また、システムの導入・運用に係る経費等も多額の予算が必要となるため、

導入につきましては今後、調査研究が必要かと思われます。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 ありがとうございます。 

 先ほどの北見市ですが、窓口支援システムというのを、市内のＩＴ企業と共同で開発して、

2016年からこれを運用しているようでございます。 

 「書かない窓口」と、もう一つ「行かない窓口」というのがあるんですね。要するに、役場

まで行かなくていいと、オンラインでということも先々起こってくる可能性もあるんじゃない
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かと。 

 今後、超高齢化社会を見据えて、予算は確かにかかりますが、書かない窓口、行かない窓口

の導入も検討をしていくべきだと思いますので、また御検討のほう、それぞれいろいろ調査を

されて、勉強をされて、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、次に（３）ですが、公共施設の男性トイレにサニタリーボックスは設置できない

かということで、今、全国的に公共施設内の男性用トイレの個室にサニタリーボックス、これ

は汚物入れですね。汚物入れの設置が進められております。 

 このボックスの設置は、男性でも高齢者や前立腺がん、膀胱がん、膀胱炎、尿道結石患者な

ど、尿漏れのある、心配される方が尿漏れパッドなどを捨てられるようにすることが目的でご

ざいます。 

 そういうことで、このサニタリーボックスの設置はできないかと、よろしくお願いいたしま

す。 

○総務課長（村上和代君）   

 宮之原議員の御質問にお答えいたします。 

 公共施設の個別の管理内容につきましては、各施設の状況等により異なることから、それぞ

れの担当課にて答弁をさせてください。 

 まず、総務課からは、本庁舎の状況についてお答えさせていただきます。 

 本庁舎には、誰でもが使用できる多目的トイレが６か所ございます。このトイレには、現在、

サニタリーボックスを設置しておりますが、９か所の男性用トイレ個室には、サニタリーボッ

クスは現在のところ設置されておりません。 

 以上です。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 お答えをいたします。 

 今御質問にありましたサニタリーボックスなんですけど、確認をしましたところ、社会教育

施設におきましては、体育センター、総合運動公園については設置してございます。 

 学習センター、文化会館の男子トイレは、現在のところ設置しておりません。男子トイレに

ついては設置をしていないということでお願いします。 

○企画課長（吉田 忍君）   

 宮之原議員の御質問についてお答えいたします。 

 企画課では現在、井之川のほうの「みらい創りラボ・いのかわ」を管理しております。いの

かわラボの男子トイレにつきましても現在は設置しておりませんが、１か所ですので、予算の

状況を見ながら対応をしてまいります。 

 以上です。 
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○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 宮之原議員の御質問にお答えします。 

 おもてなし観光課が管理する観光地トイレにつきましては、10か所あります。そのうち、男

性トイレにサニタリーボックスが設置されている場所は、手々、金見、下久志になります。そ

れ以外は設置していません。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 何か所か設置されているところもあるということですが、大方されていないということであ

りますので、以前ちょっと聞いたのが、学習センターでしたかね、男性トイレで紙おむつを捨

ててあったということがありまして、非常に臭いがきつくて大変だったという話もお伺いして

おりますけども。 

 大腸がん手術をした後、ここに人工肛門をつけますよね。その人工肛門というのをつけて、

袋をあれするらしいんですけども、これも最近の容器というか、すごくよくできておって、臭

いも密封されて、本当に出ないと、外にですね。 

 だから、例えばそういう方もそのサニタリーボックスが使えるということで、また、宮崎市

などはトイレの入り口にその貼り紙をして、男性トイレの、入る前の入り口に、ありますよと

いうことを紹介したり、またはトイレの中のほうにも貼り紙を掲示して、これはこういうふう

に使うもんだということで貼り紙を分かるようにしてあるそうです。 

 清掃とか管理も大変に、大事になってくると思いますが、自らの尊厳を保ちながら安心して

生活ができる社会を構築していくことはもっと大事だと思います。ぜひ、本庁・支所・学習セ

ンター等、公共施設の男性トイレに設置していただきたいと思いますので、よろしくお願いを

いたします。 

 それでは、３項目めに移ります。 

 帯状疱疹予防ワクチン接種についてですが、（１）です。帯状疱疹予防ワクチンの接種助成

について。 

 最近、若い人たち、この帯状疱疹は昔のタンギャサですかね、方言で。年取ってからという

イメージがありましたけども、最近は若い人たちや子育て世代でも帯状疱疹が増加していると

いうことで、「ストレスや疲労が一因」というふうに新聞にも報道をされていました。私の周

りでも、去年から今年にかけて40代から70代の友人、男女ともに４人が、身近な人が発症をし

ております。 

 50歳以上の日本人の帯状疱疹ワクチン抗体保有率、その菌を持っているかですが、抗体保有

率は100％、皆さん持っておられるわけですね。それで、またその中で80歳までに３人に１人

が発症するというぐらい本当にそういう発症率の高い病気であります。 
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 ４月初めに町民の方から、帯状疱疹ワクチンの接種費用助成ができないかとの話がありまし

た。調べてみましたら、伊仙町は「４月から実施している」とネットに出ておりましたので、

担当課長、田畑課長に聞きましたら、徳之島町も４月から実施するということで、大変ありが

たく思いました。 

 その助成の内容を詳しく教えていただきたいと思います。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えいたします。 

 本町では、令和５年４月１日より、50歳以上の町民を対象に帯状疱疹ワクチン予防接種費用

の一部を助成しています。 

 帯状疱疹は、50歳代から発症率が高くなり、80歳までに約３人に１人が発症すると言われて

います。水膨れや強い痛みを伴う赤い斑点が広がるなどの症状があります。角膜炎や顔面神経

痛等の合併症を引き起こす可能性もあるため、予防接種をし、免疫力を高めることが重要です。 

 助成対象者は、徳之島町に住民票がある50歳以上の方、接種期間は令和５年４月１日から令

和６年３月31日までとなっています。 

 助成額につきましては、帯状疱疹ワクチンは現在２種類あります。生ワクチンと不活化ワク

チンです。生ワクチンは、接種回数は１回で、料金が１回約１万円かかります。町からの助成

額は、１回接種につき5,000円となります。不活化ワクチンは、接種回数は２回で、料金が

１回約２万円かかります。町からの助成額は、１回接種につき１万円で、２回まで助成されま

す。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 今の田畑課長の言われた内容がネットにも載っております。ホームページにも載っておりま

すが、これは５月号ですね。広報紙にもこのように載っておりました。 

 生ワクチン、それから不活化ワクチン、２種類あって、生ワクチンのほうが、１回１万円だ

けども、5,000円は町が補助するということですね。 

 それから、不活化ワクチンは２回接種しないといかんと、２か月から６か月間を分けて、そ

の１回につき２万円のうちの１万円は町が補助するということになっておるようですけども、

非常に高いですね、金額的に考えてもですね。 

 東京都は、先に進んでおりまして、各東京都内で実施している市町村に対して、その助成を

した分のまた半額を東京都が助成するということにしている、実施しているようであります。 

 鹿児島県においては３か所ですか、十島村と伊仙町と徳之島町ですかね。３か所だけが今、

先んじてやっているということで、大変すごいなと思うんですけども、全国では203の自治体

がこれを実施しております。 
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 それで、鹿児島県のほうは、そのような助成をしている市町村に対しての補助というのはど

うでしょうか、課長。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えいたします。 

 県の補助はございません。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 どうか、これから全国にこれは広がっていくと思いますので、県のほうにもまたいろんな折

を見て、そういう助成のほうの補助金のほうをまた、県町村会会長であります町長のほうから

も、ワクチンの助成を実施している市町村にやっていただければと思います。 

 （２）です。ワクチンの今までの、４月１日から実施しまして、実際の接種助成の件数はど

れぐらいですか。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えいたします。 

 令和５年５月31日現在、41件です。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 分かりました。41件が多いのか少ないのかちょっとよく分かりませんけども、これは金額が

やっぱり高いというのが一つのネックになるのかなとも思います。本当、ぜひ、このワクチン

は接種をしていただきたいと、そういう不安のある方はですね。 

 （３）に移りますが、町のホームページには、４月19日に更新されて、ワクチン助成につい

て詳しく載っております。それから、広報５月号にも、先ほど紹介しましたように載っており

ます。 

 今後、防災無線や、いろんなイベント、定期健診とか、健康まつりとか各種イベント等でチ

ラシを配布するとか、また、医療機関から案内をしていくとか、いろんな方法をまた考えてい

ただいて、周知を徹底していただきたいと思います。 

 一旦、この帯状疱疹、かかってしまうと、主に神経の痛みは焼けるような、刺すような大変

な痛みだそうであります。また、なるべく早く治療することが大事、大切だということであり

ます。治るのに３か月から半年、それから１年かかると、それで、頭痛が残った人の３人に

１人は１年後も持続してその痛みが続く、そしてまた、視覚や聴覚にも後遺症が残るというこ

とも言われております。 

 ワクチン接種で治療に係る医療費も抑制され、また、経済的労働生産性損失額、そういう人

が仕事をされておったら仕事を休まないかんと、仕事能率も下がってくるという労働生産性損
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失額も抑制されると思います。 

 助成制度の町民への周知徹底について、今後どうされるのか伺いします。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えいたします。 

 現在、町広報紙や町ホームページで掲載して周知をしております。 

 あと、防災ラジオにつきましては今後検討をしてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 いろんな機会を見て、このワクチンができるよということを周知していただきたいと思いま

す。 

 それから、助成機関も来年の３月31日と年度末になっておりますけども、これも、ぜひとも

継続ですね、次の年も継続を検討していただければと思います。 

 ワクチン接種助成、この制度は公明党も全国的に力を入れているところであります。より多

くの方がワクチン接種できるように、助成制度の周知徹底、今後、周知徹底、よろしくお願い

を申し上げて、私の一般質問を終わります。 

○議長（行沢弘栄君）   

 次に、徳田進議員の一般質問を許可します。 

○９番（徳田 進君）   

 おはようございます。 

 昼前ですけど、少しだけさわりを質問させてもらいます。 

 それでは、令和５年２回定例会において、９番徳田が、通告の１項目について質問します。 

 梅雨入り宣言がされ、また、台風被害などが懸念される嫌な時期が来ました。でも、災害を

最小限に抑えるために、今後どうすれば住民サービスに支障が出ないかを確認するためにも、

今回は水道事業行政について１項目だけ、全般について伺います。 

 議員はもとより、まず、町民に分かりやすい説明を、町長並びに主管課長に明快な答弁をお

願いいたします。 

 今後、起こり得る台風、大雨の災害対応、対策についてよろしくお願いします。 

休憩 午前１１時５３分   

再開 午後 １時３０分   

○議長（行沢弘栄君）   

 午前中は、徳田議員の一般質問中に停電が発生し、休憩に入りました。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○水道課長（保久幸仁君）   
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 まずは、このたびの山浄水場の原水導水管の漏水については、山地区の皆さんには多大なる

御迷惑をおかけしたことをおわび申し上げます。大変申し訳ございませんでした。 

 それでは、徳田議員の一般質問についてお答えいたします。 

 水道課におきましては、普段から定期的に、大雨後などは各浄水場の原水取水口の点検、巡

回を行っておりますが、特に梅雨や台風接近時には課内に職員が待機しており、緊急時のトラ

ブルには迅速に対応できるよう準備しています。 

 各浄水場の対策といたしましては、停電時における機材停止の対策に発電機を常備しており、

課内に設置してある機材モニターによる数値の確認をしており、異常が出た場合は担当職員の

携帯へも情報が届くような防災体制を整えております。 

○９番（徳田 進君）   

 今回は、山地区に関しては水道課の落ち度とも言えると思うんですね。やってしまったこと

はしょうがないですけど、今度やらないために、ほかの地区も含めて、ほかの地区、まだそう

いうトラブルがない手々、金見、花徳から南ですね。その地区に対して、今、山であったこと

を教訓に、どういう対策を今後徹底するか、その辺をちょっと聞かせて。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 今回の山地区の断水につきましては、原水池の導水管の漏水ということで、水道課におきま

しても対応に苦慮したところであります。原水ということで、道も悪く、悪路、あるいは倒木

等の障害があり、浄水場の原水まで行くことに時間がかかったことがあります。 

 今後の対応といたしましては、浄水場の原水につきましては、やはり道の環境的な要素もあ

り、漏水が今後起きた場合は、非常に対応が遅れる可能性がありますので、水道業者だけでは

なく、まず最初にやることは、道路の整備等が考えられます。 

 水道業者だけではなく、土木業者等の会社も利用いたしまして、まず道路を整地して、その

後、水道業者を入れるような迅速な対応を考えております。 

○９番（徳田 進君）   

 今、課長が答えたのは、山に対する対応ですよね。 

 今、ほかはまだ壊れていない原水池、そこは今この件があったから多分点検をしてきたとは

思いますけど、今どういう状況なんですか、山以外は。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 ほかの浄水場の原水につきましても、まず、取水につきましてはモニター等で常時確認をし

ております。何か異常が出た場合は、今回のように原水のほうから浄水場に水が通水できない

場合もモニター等で確認ができます。そのような対応をして、もし異常が出た場合は原水池へ

すぐ行けるように、各浄水場の原水のほうを対応しているところであります。 

○９番（徳田 進君）   
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 そしたら、原水池までの見に行く道のりは、しっかりほかは整備されているということ。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 現段階で道のほうは整備されているとは申し上げられませんが、今後、台風が来て倒木がか

なり発生すると思います。その際は、随時現場のほうに行って確認して、道路の整備等につい

ても考えていきたいと考えております。 

○９番（徳田 進君）   

 次、山のことについて順次聞きます。今回、約１週間ぐらい結局水が出ていないんです。要

は、原水に行くまで２日要しているわけですね、修繕地まで行くのに。 

 普段、水道課はどういう管理作業をしているの、それをちゃんと教えてください。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 まず、先ほど申し上げましたけど、原水につきましては、大雨や台風のとき、河川から原水

を取っている場合は、倒木や、ごみなどが取水口に詰まる可能性が大きくなります。 

 職員につきましては、やはり、増水がある危険なときは、なかなか職員に対応をすることは

難しいんですが、増水が引いた後に、モニターで異常が発生したときは速やかに行って、ごみ

等を撤去することになります。 

 今回の山につきましては、大雨が降りまして、モニターのほうに異常の数値が出ました。そ

ういうことで、職員のほうが夜間に原水まで行きまして、恐らく、ごみの詰まりにより山の浄

水場に原水が通水されていないのではということがあり、夜、向かったわけです。 

 しかし、そのごみを撤去いたしましたが、モニターのほうで数値のほうが改善されてなく、

山地区の断水はさせないという気持ちで、次の日の早朝、再度原水のほうに向かいました。 

 原因といたしましては、夜行ったときは、川面のほうはちょっと見えなかったんですが、朝

行ったときは、その川の下のほうに導水管がありまして、そこの破損による漏水という原因が

見つかりました。 

 私としても、洞水管の裂け目が分かったことで、水道事業者におきましても簡単に修理がで

きるという安易な考えが浮かんで、実際そこを修理したのですが、その後の通水の作業の段階

で、原水の導水管から浄水場に水が通っていないということがまた判明いたしました。 

 それで、その導水管の破裂の場所から石や砂利が導水管に入ったということで、浄水場に水

が行っていないことが判明したわけです。 

 今回の山の断水につきましては、私のこれまでの経験は浅いんですが、やはり、業者の方を

すごい信頼して作業に取り組んでいきました。 

 今回、５日ほどの断水になりましたが、今後は、先ほど述べたように、今回の経験を踏まえ

原水の漏水には対応をしていきたいと考えております。 

○９番（徳田 進君）   
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 課長ね、普段行っていないでしょう、その場所まで。例えば週１回とか、そういうペースで

行っていないでしょう。あの道に倒木がどんだけあって、そこをどうやってあの車で行くの。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 今、御指摘のとおり、週１回のペースでは行っておりません。 

○９番（徳田 進君）   

 恐らく、自分は地元なので、水道課より自分のほうが行っていると思います。 

 いろいろ正当化するような答弁をしているけど、実際やっていないのはやっていないで、

「今後気をつけます」でいいんじゃないの。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 水道課といたしましては、今後は、今、徳田議員の御指摘のように、現場のほうに足を運ん

で点検する回数を増やしていきたいと思います。 

○９番（徳田 進君）   

 せっかくそのタンクを更新して、今後きれいな水を各地区に送ると、ものすごい事業費を使

って今、更新していますよね。 

 でも、実際、そのタンクの中のフィルターすらしっかり見ていないので、例えば、さっき福

岡さんが言うべきだった、この亀津の水のフィルターを通した水、パイプがこんなに真っ黒に

なりますよ。最初の、ドレーンから落ちた最初の水のこし器が詰まっている証拠なんですよね。 

 だから、自分としては幾らやってますとか言っても、していないとしか思えないんですけど、

これは亀津。亀津より山の水のほうがきれい、まあきれいです。 

 でも、今回途中でね、もう一回ポンプが詰まった。それはフィルターが詰まったせいで、恐

らく圧がようけかかったから止まるんであって、普通の水量だったらオーケーな機械が入って

いると思うんですけど、その辺はちゃんとしているのか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 今、徳田議員からありました件につきましては、私のほうでは把握しておりませんでした。 

○９番（徳田 進君）   

 担当職員がしっかり見て、こうこうという報告もないということですよ。だから、今回災害

でと言いますけど、自分に言わせれば水道課の怠慢であって、これ人災ですよ。そういう認識

はありますか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 山地区の皆さんにおかれましては、去年の漏水もありました。今年も約１年後に漏水工事を

発生したということで、大変、水道課としても反省をしております。 

○９番（徳田 進君）   

 自分は、水道事業に関しては、職員がどういうモチベーションで仕事に遂行しているか、ま
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してや人のライフラインを扱う事業所ですよ。その辺を把握して、ちゃんとそう考えて仕事を

しているか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 今回の断水につきましては、課の職員も山地区の皆さんに大変申し訳ないと考えております。

今後、管の老朽化による布設等もありますので、今後の事業で取り組み、漏水に関しては今後、

適切に対応していきたいと考えています。 

○９番（徳田 進君）   

 一応、断水しました。それで、集落防災無線等で、水は配ります。中には来れない人もいる

んですよね。一番不思議だったのは、水道課の職員がそこで住民に水を配る。お前ら本当はね、

現場へ行って作業をすべきだろうってずっと自分は思っていたんですけど、その辺の考えはど

うだったの。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 現場のほうにつきましては、水道課の職員が２名、水道業者の方と一緒に修理のほうを応援

してもらいました。 

○９番（徳田 進君）   

 いや、水道課は全員出動でしょう、普通は。応援に来る違う部署の若い子らに、そこは案内

させればいいんであって、水道課が現場からいないちゅうのは。２名、課長はずっとつきっき

りだったの。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 私は、いろんな、役場との連絡もありましたので、漏水の箇所が電波が届かないこともあり、

私は公民館のほうで待機しておりましたが、水を配付する終了間際に現場のほうに行って、そ

の日の１日の作業の進捗状況を確認するということで、その日の作業を終えました。 

○９番（徳田 進君）   

 職員はね、山の職員は水道課にはいないんですよね。だから帰れるんですよ。地元の職員が

いたら帰れませんよ、何言われるか分かんないんで。いつまで断水しますって、簡単にマイク

で言いますけど、それは地元の人は大変です。ましてや隣の集落の、山は水が出なくて大変だ

ねって軽く言いますけど、当事者は物すごい大変なんですよ。一番なくてはいけない水なので。

まだ電気は許せますよ。 

 でも、今回、僕が人災って言うのは、今回、去年に続いて２回目ですよね。２回目、何日か

で通水はしましたけど、そのとき課長は「取りあえずバイパスを交わしてつけてありますから

水は切れません」と、その後、それをもう一回点検して、今後こういうことはないように、そ

こをしっかり補強をしたか、修繕したか、その辺もちょっと聞きたい。 

○水道課長（保久幸仁君）   
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 去年の漏水箇所につきましては、徳田議員が御指摘のように、川を横断するようなバイパス

を組んでおります。あのバイパスにつきましては、ワイヤー等で完全なる修理を行っておりま

す。 

○９番（徳田 進君）   

 今回も修繕してあるけど、１番目の堰から２番目の貯水槽に水をまず振って、２番目から川

の真ん中に１回落としていますよね。そこにコンクリで基礎を打って、そっから道側のほうに

またパイプで逃がしていますけど、普通に考えて、水がこのぐらいしか流れていないけど沢が

深いというのは、どういう意味か分かりますか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 今回の現場につきましては、応急処置になっております。しかし、今後の完全なる配管につ

きましても、現在のところ、導水管がますの反対側に布設されておりますので、現在、川をま

たいでいる導水管につきましては、今後、材料を注文し、完全な復旧になるよう計画しており

ます。 

○９番（徳田 進君）   

 今、貯水槽からもう一回川の真ん中を通って道にパイプを逃していますよね、道側にね。普

段はあのぐらいの水ですよ。土砂降り、物すごい想像できない水が来るわけですよ。水が来る

から、あんだけの柵ができるわけですよ。 

 その柵の深さと、今ついている水をためる２番目の右側の上にあるやつ、あれよりさらに上

に川の一番てっぺんがあるんですよ、あそこ。そういうこともやっぱり考えてやらないと。 

 今、道の下、道側にまたパイプを本線、逃していますけど、あのゲートまで行く間に、開け

るゲートがあるでしょう。あそこまでに、西側の山から降りてくる柵が何本あるか、三、四本

ずっとあるんですよ。その柵の下でほとんど破損しているでしょう。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 今の徳田議員の質問につきましては、また再度確認してみたいと思います。 

○９番（徳田 進君）   

 いろいろ、前々からずっと、そこに点検へ行くにも道は詰まって動けない、散々言っててこ

のありさまだから。集落の人ね、本当あきれて、自分らに文句しか言ってきません。 

 ましてや、今回水が出なくなったって簡単に言いますけどね、特に地元の子育て世代の人と

か、洗濯はせないかん、飯食ったら茶碗洗う水すらないわけ。そうすると、ただ無料で風呂行

けますと言うけど、目に見えないお金が物すごいかかるんですよ。特に子供がいる家庭とかね。 

 無料のバス、連絡があれば年寄りも連れて行きますと言うけど、本当に年寄りが風呂入りた

いからって役場へ電話する人がいると思いますか。 
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○水道課長（保久幸仁君）   

 今回の漏水につきましては、山地区の皆さんに、本当に御不便をかけたと考えております。 

 今回、長期にわたり断水したということで、風呂の対応はどうするかという件に至りました。

これにつきましては、町長のほうからも具体的に話があり、また、総務課長からも打診があり、

水道課で対応をした次第であります。 

 やはり、この５月の末、気温も、夜が気温が上がり大変な環境だったと思います。本当に山

地区の皆さんには御迷惑をおかけしたと思っております。 

○９番（徳田 進君）   

 危機管理の面から、これは水道課だけに任せるんじゃなくて、やっぱり命令系統をしっかり

すべきだと自分は思いますけど、実際こういうときに一番の号令をかけて動ける課は、やっぱ

り総務課だと思うんですよね。総務課からも、いろいろ、いろんな打診がありましたでしょう。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 総務課長からも、いろんな断水に対する対策がありました。 

○９番（徳田 進君）   

 やっぱり、そういうのをちゃんと真摯に受け止めて、それでやるべきじゃなかったかなって

思うんですけど、課長はどうですか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 今回の山の原水の漏水につきましては、先ほども申し上げましたが、導水管の破損箇所がす

ぐ見つかったことで、すぐに修理ができる考えが先に浮かんだことが、後々このような長期に

わたる断水の結果になったと思います。 

 やはり、水道管の漏水につきまして一番難しいのは、亀裂や破損箇所をすぐ直したことで、

修理が終わったという考えになかなか至らないのは、やはり、その管をつないだ後に、完全に

きれいな水が出るまでが漏水工事の終了だと考えております。 

 ですから、今回の断水につきましても、破損箇所の修理はすぐ終わったのですが、やはり、

通水の段階においていろんな障害が出て、漏水に時間がかかってしまいました。大変申し訳な

く思います。 

○９番（徳田 進君）   

 あんまり課長の言うことが限られてないみたいなんですけど、これね、自分は町長に聞きた

い。 

 山集落はね、例えば、これは失礼かもしれないけど、人が少ないから、まあしょうがないと

か、そういう思いはないと思いますけど、もし、これが亀津、亀徳だったら、同じような初動

でこういった復旧作業をやるか、必ず対応は違ってくると思います。 

 小っちゃい集落の、さっき言ったように、苦情とか怒号とか全部自分が承りますけどね、町
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長ね、今、やっぱり大事な時期でもあるし、小っちゃい町でも、やっぱりこの小っちゃい町で

も、山の小っちゃい集落でも、同じ徳之島町の非常事態だっていう気持ちがあれば、その現場

に町長は顔を出すべきだと思うんですけど、町長。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、まずは山の集落の皆さんには、おわびを申し上げたいと思います。 

 ちょうど私は出張中でありましたが、今、先ほどその原因が分かって、多少、今、課長の答

弁にもありましたが、すぐ復旧できるだろうということはあっただろうというふうに思います。 

 今後、これを機に、何をしなければいけないかということは、言えば機械等で異常が見つか

ってからではなくて、見つかる前にやはり対策を打たなければいけないというふうに今思いま

す。 

 そして、また写真等で現場の配管を見ましたけども、あれは、もし予防的にチェックをして

いたら、あの配管は、今後は漏水になるのではないかと判断ができたかもしれないと私は思っ

ております。 

 そしてまた、そこで車が入れないという状況は、今まで、じゃあしっかりとそこまで行って

点検していたのかというのは疑問に思います。 

 これは、しっかりとですね、予防という件が問われているというふうに思います。起こって

からでは遅いということでありますから、今後は、チェック体制ですね、原水にしても、その

配管をしっかりと見て回って、異常がないかどうかですね。 

 そして、もし、そういった管に少しでもさびがついているなというんであれば、しっかりと

対策を打つと、予防にしっかりと努めなければいけないというふうに感じておりますので、こ

の山を決して小さい集落というのは一度も思ったことはありませんが、これを教訓に、点検と

いうものの報告事項、そしてまた、点検をさらに強化しなければいけないと。 

 そしてまた、点検したということで丸をつけたりとか紙上面だけでなくて、職員を信じるの

は大事なことですが、本当に点検をするということが大事だろうというふうに思いますし、今

後は、職員に対してもしっかりと点検を怠らないよう、範囲を広げてするように、今、水道課

には努めていただきたいというふうに思いますので、今後も努力していきたいと思います。 

○９番（徳田 進君）   

 水は、生きるために一番必要なものですよ。それの点検が怠った結果がこういうことを招い

た。その辺、深く反省してもらって、３回目はないですよ。３回目をしっかり回避するために

は、山の浄水場をどういう形でどう持っていけばいいかと、そういう何か提案みたいな案内は

まだ考えていない。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 山の浄水場につきましては、２か所のほうから原水を取水しております。地元の方からも御
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指摘があり、現在、河川水と、あと、ダムのほうから原水を取水しております。それで、山く

びり線の最終地点のほうに河川があるわけですが、この間、河川のほうから歩いて、ダムのほ

うがどのような状況なのか確認してきたところです。 

 そのダムにつきましては、現在、100のパイプで通水がされているようですが、現在、浄水

場に行く水の割合についても、河川から来る割合より大分数値が低いように思えます。 

 今回の漏水を機に、ダムのほうから水の量を増やすことが可能かどうか、それもまた検討を

していきたいと考えております。 

○９番（徳田 進君）   

 そうですよね、自分は、せっかくあのダム、でかいのがあるのに何で水道課が使わないのか。

原水半分、ダム半分だったら、そこにジョイントをつけて切替えをつければ両方どっちでも使

えるんよ。ダムがある場所は、今の浄水場の１個山の下だから、距離的には全然ないですよ。 

 ダムの中には、どこにダムがあるのという職員も結構いるみたいでね、課長もあんな大きい

ダムちゅうのはあんまり知らなかったでしょう。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 山の浄水場の原水については、ダムから取水しているということは水道課の職員から聞いて

いましたが、今回の断水時に、地元の方からダムもあるということで、漏水工事の後、現場の

ほうに足を運んだ次第であります。 

○９番（徳田 進君）   

 だからね、課長も把握、実際していなかったわけでしょう。 

 だから、普段、実際その業務に当たって、どういうルートで水が来てどうという、そういう

管理作業を怠っていたということなので、今後、あまり言うのはあれですけど、しっかりその

辺はやって、今後、クレーム等がないように、恐らくどの課もそうだと思いますけど、役場に

例えば電話が来る、ほとんど半分は問合せ、半分は苦情だと思います。 

 例えば、たまには役場職員がこうして、ありがとうございましたとか、誰々さんによろしく

とか、そういういい話もたまには聞きたいなと思っていますけど、どの課も多分共通だと思い

ます。 

 自分らがして町民が潤っているという考えでは、僕は駄目だと思います。役場の業務は、言

えばサービス業です。使う人が喜んでくれて、喜んだ方が、あなた、ありがとうございました

って言わせるような仕事をしてもらいたいと思います。 

 例えば、同級生だから、税務課長にね、税務課長、支払いが明日で期限が切れる、明日以降、

例えば超過金がつく、そしたら税務課長ね、そういう問合せがあった場合、恐らく税務課長は

「いいですよ、うちのほうでそちらに集金に伺います」て言うと思いますよ。 

 そしたら、次からその人は、今回来たときにね「わざわざ役場から来てくれて、難儀させて
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ありがとうございます」と言う、必ず。そして、次からは、その人は遅れずに、しっかり払う

ようになる。そういう環境をどの仕事でもつくってもらいたい。 

 それが行政としての仕事だと思いますので、今後はこういうことが出ないように、自分はこ

ういうことをあまり言いたくないんです。いい話で終わりたいんですけど、そういう話が出な

いように、今後も行政の仕事を一生懸命頑張ってもらいたい。 

 以上で、終わります。 

○議長（行沢弘栄君）   

 次に、富田良一議員の一般質問を許可します。 

○７番（富田良一君）   

 ういたういた、きゅううがめら、こんにちは。 

 皆さん、健康ですか。 

 最近、健康についての会話が多くなった気がします。40代では健康についてあまり気にしま

せんでしたが、50代後半から、血圧はどれくらいあるの、薬飲んでるの、ウオーキングしてる

の、晩酌してるのとかの会話が多くなりました。今回は、健康のまちづくりについて質問した

いと思います。 

 ７番富田良一が通告の２項目について伺います。 

 まず最初に、健康のまちづくりについてですが、高岡町長のお父さんが町長をされていると

きだと思いますが、「健康のまち宣言」をしておられます。いつ頃されたのか伺います。 

○企画課長（吉田 忍君）   

 富田議員の御質問についてお答えいたします。 

 「健康のまち宣言」は、昭和60年11月23日に制定しております。 

○７番（富田良一君）   

 この「健康のまち宣言」、ここに、正面に石碑もありますが、あれは町長のお父さんが直筆

で書いたやつを彫ったと聞いておりますが、それは、町長、そうですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 ちょうど書道を書いている姿を見ております。恐らく私の父の字だと思います。 

○７番（富田良一君）   

 具体的にどのような取組をされたのか伺います。 

○企画課長（吉田 忍君）   

 御質問についてお答えいたします。 

 昭和60年、当時、私は中学２年生でございました。企画課に残る書類等々をお調べし、当時

の広報徳之島からの一部記事抜粋等々となりますことを御了承ください。 

 まず、「健康のまち宣言」の宣言文では、「私たちは、恵まれた自然と人情豊かな環境の下



― 42 ― 

で、健康を高め、産業を興し、活力に満ちた地域づくりに努め、健康と長寿のまちづくりを目

指す」としております。 

 各種取組に際し、健康づくり、産業づくり、地域づくりに重点を置き、まず、産業づくりで

は、健康食品栽培として、ビタミンＣが豊富なアセロラを、協力農家約12戸と協力しまして栽

培しております。こちらのほうは、昭和62年には初出荷をしていたようでございます。そのほ

かにも薬草やコーヒーの栽培も推進しておりました。 

 また、健康づくりの拠点としまして、平成元年には保健センターを整備、その後１万歩遊歩

道、ウオーキングコースですね。こちらのほうを整備したり、また、福祉面では、独り暮らし

の高齢者支援として、緊急通報装置の貸与などを実施してきております。 

 以上です。 

○７番（富田良一君）   

 これ、今も継続されているんですかね。 

○企画課長（吉田 忍君）   

 お答えいたします。 

 先ほど申し上げました緊急通報装置の貸与制度などは一部廃止されているものもございます

が、この重点的な取組であります健康づくり、産業づくり、地域づくりにつきましては、昨年

度策定いたしました現在の第６次徳之島町総合計画の基礎となっており、これに新たに教育や

文化の振興などを加えまして、現在も各課において、よりよいものとなるよう各種事業を展開

しているところでございます。 

 また、こちらのほう条例化しておりまして、昭和63年12月26日に制定しました徳之島町健康

の町条例で申し上げますと、本条例第６条第１号に基づき、現在も100歳に到達した方、高齢

者へ長寿栄誉賞の授与や懸賞金を支給しております。 

 また、第６条第２項に特別功労者の表彰規定などを設けてございますが、こちらのほうも平

成30年に実施いたしました町制施行60周年記念の中での表彰の規定でも運用しているところで

す。 

 以上です。 

○７番（富田良一君）   

 児童公園に遊具施設ができたことで大変助かっています。子供たちから高齢者まで多くの

方々が大変喜んで活用しております。最近はラジオ体操をする方々も増えております。 

 それで、先ほどなんですが、１万歩ウオーキングコースについて伺いますが、私も朝、ウ

オーキングをしていますけど、五、六千歩がちょうどよいような気がします。ですので、１万

歩コースはちょっときついと思いますので、5,000歩コースにしたらどうでしょうかね。 

○副町長（幸野善治君）   
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 私もラジオ体操は毎日、富田議員と一緒にしております。大体30人ぐらいは来ておりますが、

その要望は、富田議員だけでなくて、ほかの方からも「昔は１万歩コースがあってよかったの

になあ」とか言っていますが、１万歩というのは亀徳の慰霊塔の近くまで行って、亀津の松山

石油の近辺まで帰ってくるが大体１万歩なんですね。 

 大体、5,000歩というのはその半分ということで、亀津の南区から新港まで行って帰ってく

るくらいがちょうど4,500から5,000歩になります。そのほうがいいんではないかという声が聞

こえますので、保健センターと健康増進課長にも、そのグリーンベルトで、いわゆる夜間の暗

い箇所は修理して直したほうがいいんじゃないかということで、一応要望はしてあります。 

 令和５年度は、何とかふるさと納税とか使ってやれないかということで、健康増進課と保健

センターも担当者同士話合いをしておりますので、5,000歩コースがいいんじゃないかと思い

ます。また、途中では十分歩けるところもありますので、その暗いところだけ修理してあげた

らうまくいくと思います。 

 以上です。 

○７番（富田良一君）   

 今、副町長からもありましたが、以前にも質問させていただきました。本当に堤防沿いの道

路が大変暗いです。特に亀津東区のグリーンベルトが暗いです。そこで今、副町長の話では、

そこは明るくするということなんですね、今後。ありがとうございます。グリーンベルトはウ

オーキングやランニングコースにもなっていて、側に大型ホテルが２棟建っております。世界

自然遺産登録されていますので、宿泊する観光客も増えています。ぜひ街灯を増やして町全体

を明るくしていただきたいと思います。 

 次に、島の薬草について伺いたいと思います。 

 島には昔からたくさんの薬草が自生しており、宝の宝庫だとも言われたこともありますが、

以前役場の入り口に何種類かの薬草の標本が展示されていたと思いますが、実際に展示されて

いたんですか、その当時。 

○副町長（幸野善治君）   

 その当時、記憶ですが役場にも展示されておりました。コーヒーの原料とか、それから薬草

関係はアセロラ、玄関前に展示してあったと思います。それは間違いありません。 

○７番（富田良一君）   

 幾つか展示されていたと思いますが、大体何種類ぐらいの薬草の標本を展示されたのか分か

りますか。 

○副町長（幸野善治君）   

 それは調べてみないと分からないんですが、恐らく５種類ぐらいはあったと思います。液体

に入った薬草なども展示してあったようです。その頃ですね。 
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○７番（富田良一君）   

 ということは、島にある薬草を把握してはおられないんですね。 

○副町長（幸野善治君）   

 その当時の高岡町長は大変研究熱心な方で、薬草については大変詳しく、それは本当に町民

のために、健康づくりのために、研究開発してみたいという気持ちの表れだったと思います。

そういう記憶があります。 

○７番（富田良一君）   

 その薬草の中で、今現在いろいろ健康食品で使われている薬草もあると思いますが、農林水

産課長、どれぐらいあるかちょっと教えてください。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 これまで昭和から平成初期にかけて、アロエ、ウコン、ガジュツ、ドクダミ、バンシロウな

どの食物を、当時の観光協会の担当がいらっしゃるんですけれども、それを中心に薬用として

乾燥粉末などにして商品化しようという経緯がありました。 

 私、平成２年に役場のほうから東京のほうへ研修で派遣されていたんですけども、その当時

も高岡善吉町長がいらして、ある薬品会社のほうにニガウリの粉末を、フリーズドライのやつ

を割って成分が見つからないかどうかというふうなもので随行した経緯もございます。 

 また最近では、シマアザミを薬用として商品化しておりますし、長命草とかそこら辺も出て

いるところであります。 

 以前、経済課、農政課と呼ばれる時代に、課のほうには琉球諸島の薬草図鑑というのがあっ

たんですけども、今同じものが図書館のほうに、恐らく倉庫のほうにしまわれていると思って

いるんですけれども、同じものが確か図書館のほうにあったと思います。その中でいろんなも

のがあります。オオバコとか、クミスクチン、ヨモギ、切ればタラノキ、乾燥して煎じてやる

というふうな形になります。当時は薬用だけではなく、先ほど副町長からも言われたように、

コーヒーもありましたし、いろんなものがアセロラに関してもあって、特にウコンについては、

今の野球場のまだ野球場ができる以前に、いこいの家の周りのほうに、ちょっとした菜園を造

って少年団やらそこら辺を使っていろいろ植えた経緯もございます。琉球諸島と呼ばれる地域

においては、いろんな薬草がございますので、それを薬草図鑑の中で紹介されておりますので、

また今後はいろいろこうやって問合せがあれば、それを引用するような形でなると思います。 

 また、記憶によれば、沖縄のほうのホームページにも琉球諸島の薬草のデータベース等が紹

介であると思いますので、それを参照していただければなと思っております。 

○７番（富田良一君）   

 薬草の中で、先ほどアザミの話が出ましたけど、アザミ、今どういう状況なんですかね。 
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○農林水産課長（高城博也君）   

 アザミについては、数字的にはまだこちらのほうで準備しておりませんけれども、現在もヘ

ルシーブランド協議会のほうが、会社のほうが僅かながらこうやって販売しております。その

アザミのほうはそれによっては、また物が不足すれば原材料をまだ植えてやっていくような体

制はあると思っております。状況から言いますと、いろんなこれまでやってきた実証において、

いろんな研究とか製法等が出されておりますので、そこを今、特許申請中でかなり時間がかか

っておりますけれども、ヘルシーブランド協議会のほうから、徳之島町のほうに譲っていただ

いて、今特許出願中であります。 

○７番（富田良一君）   

 アザミサプリメント、錠剤にして今売っていますよね。あれもうちょっと安くて、何か一次

加工で錠剤にする前、粉にして売り出すとか何とかそういうことなんか考えておりませんか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 このサプリメントもそうなんですけれども、以前からその粉末については、商品化されて袋

の形態ではあります。このサプリメントというかその錠剤に関しては、亡くなられた東友幸先

生が、個人的に商品開発ということで町の補助金を利用して、錠剤でこうやって製法して、そ

の後軌道に乗る前にお亡くなりになられたということな感じですね。 

○７番（富田良一君）   

 やっぱり商品化して錠剤にすると、ものすごく高くて一般の人が買わないと思うんですよね。

それを一次加工で粉にして、ありとあらゆるものに使えますよ。言えば大麦若葉とかあってい

ろいろ混ぜていますよね。ああいうところにも一緒にブレンドできますし、言えば、お菓子と

かそれにも使えますよね、色づけで。だから何か幅広く使えると思うんですよ、粉にすれば。

それもうちょっと力を入れたらどうかなと、私は思うんですが。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 今、富田議員のほうの話があったように、今後そういった方向でも検討するように、企業お

こしの観点から進めて、また相談して、検討していきたいと思います。 

○７番（富田良一君）   

 それと、そのアザミに取り組む前に、長命草、葉がボタンの花に似ているということからボ

タンボウフウと言われていますが、以前、徳之島町は、アザミに取り組む前にボタンボウフウ

に取り組んでいたと思います。なぜやめられたのか。 

○町長（高岡秀規君）   

 当初取り上げたのは、私のほうでありましたが、伊仙町のほうに行ってしまったということ

です。 

○７番（富田良一君）   
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 伊仙町、頑張っています、それ。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、伊仙町が取り組んでいるのが、伊仙町出身の東京の方が、粉末にしたりいろんなアイデ

アでやっておられるので、頑張っておられるというふうには思います。 

○７番（富田良一君）   

 鹿児島県本土でも栽培されて、商品化されているのですよ。徳之島町もう１回、再チャレン

ジどうですか、町長。 

○町長（高岡秀規君）   

 当初は徳洲会病院の院長のほうから、長命草であったり、最初、徳之島町が取っかかったん

ですが、ある程度予算も組んだんですが、伊仙町が、今現在しております。 

 その次に出てきたのがアザミであります。このアザミでの価格についても、実は１割ぐらい

しか、パウダーにすると水分を全部飛ばしますので、農家の買い取り価格と、１割が商品化に

なると葉っぱしか使えないということだったと思うんですよ。それでどうしても価格が上がる

と、だから何か混ぜ込んで青汁とかにしたらどうかということもやろうというふうな段階まで

きていたんですが、連携を取っていた会社のほうがどうしても調子がよくなくて、徳之島１社

でやらざるを得なくなったということが、今現状であります。 

 今後は、世界自然遺産登録において交流人口も増えるということから、健康志向というのは

ありますので、中途半端な連携ではなくて、ぜひ議会の理解を得られるのであれば、加工業、

そしてまた新たな新規参入者のものについても、しっかりと町も支える覚悟を持ってしないと、

なかなか稼ぐ力は生まれてこないのではないかなというふうに思いますので、今後とも議会の

皆様の御理解を得ながら、産業振興については努めていきたいというふうに思います。 

○７番（富田良一君）   

 いろいろやっぱり試していただきたい。薬草はいっぱいありますので、ボタンボウフウなん

かもどんどん作りやすいんですよ。作りやすいんだけどさばくところがなくて、それもぜひ再

チャレンジを。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、大まかでありますが、来年度、世界遺産センターができます。その横に観光拠点施設が

できます。それで居酒屋もあります。食というものに少し重点を置こうかなというふうに思い

ます。そしてあるホテル業界との協定の中で話し合われているのがクラフトビールで、例えば

アザミのクラフトビール、例えばパッションのビール等々は、製造過程を見てまいりましたが

可能であると。パッションのクラフトビールということも、価格的にもほかの本土とも格差は

ないということから、今チャレンジできますかという話を持ちかけてはいます。そこをありが

たいことに、そのホテル業界の方は協力的でありまして、ぜひ協力できることがあればしたい
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ということがありますので、様々な薬草のはけ口を模索しながら、議会の理解を得ながら、産

業振興については努めていきたいというふうに思います。 

○７番（富田良一君）   

 今、町長の意見を聞きましたが、今後の取組として、農政課長どのような取組を考えておら

れるのか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 農産物の本町の振興作物の可能性のあるものについては、今後も推進していこうと思います

し、本町の特に機能性植物工場を活用した、今後も施策と商品化により、積極的な推進も進め

ていきたいと思っております。議会の御協力をいただいて、機能性植物工場については、新た

な方法として外部からの希望する利用者にも使っていただけるような方向で、整備構築いたし

ましたので、それで施策等も検討していただければなと思っております。 

○７番（富田良一君）   

 健康づくり、健康増進課課長、今後どのような方向で、その健康づくりを進めていきたいと

思っておりますか。 

○町長（高岡秀規君）   

 後でまた課長のほうがすると思いますが、健康づくりについては、何といっても特定健診の

率だろうというふうに思います。現実的にはですね。その特定健診が今３割ですから、特定の

ドクターであるとかそういった方と連携を取りながら、特定健診率のアップ、あとその糖尿病

等々の指導というものを強化するためのドクターを、専門的に契約ができないかということを

今考えているところであります。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えいたします。 

 特定健診の受診率向上と生活習慣病対策を重点的に行い、高血圧等のメタボリックシンド

ローム等の対象者を減らすことで、予防可能な疾患の発生を予防及び重症予防化を務めてまい

ります。 

 以上です。 

○７番（富田良一君）   

 ありがとうございます。 

 次に行きたいと思います。 

 広報紙についてですが、以前は町の広報紙に「きまいたりっちゅ」といって、元気な高齢者

を紹介しておられましたが、まだ継続されているのか伺います。 

○健康増進課長（田畑和也君）   
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 お答えいたします。 

 広報徳之島の紙面での元気な高齢者の紹介は、平成27年の12月から令和２年12月号まで続け

ておりました。 

 以上です。 

○７番（富田良一君）   

 これ、継続する予定あります。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 お答えいたします。 

 今後、元気な高齢者の紹介につきましては、検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○７番（富田良一君）   

 ぜひ継続していただきたい。私の知り合いにも何人かおられまして、名前をちょっと言って

いいんですかね、マツエさんって方、92歳の高齢者です。自治会の交通安全運動とかの推進と

か、自主防犯組織の月３回の子供たちの見守り活動、立哨をしています。最近はちょっともう

高齢ですので、椅子に腰掛けて１時間ほど活動しているんですよ。だからほかにも、ほかの地

域でも活動している高齢の方々はたくさんいらっしゃると思います。皆さんも多分御存じ、自

分の地域に活動している高齢者がいると把握していると思いますが、本当に次の広報紙から掲

載できないか、本当にやっていただきたいと思います。これ副町長、高齢者、そのマツエさん

という方は家の側ですので、よく御存じかと思いますがちょっと一言。 

○副町長（幸野善治君）   

 これは高齢者の模範となる方ですので、米島マツエさんですね。米島栄一さんのお母さんで、

90歳以上ですが、いろんなボランティアをしたり、特に登下校の見守り活動などをしている足

腰のしっかりした背筋がピシャッと伸びた美人のおばあちゃんです。ぜひこういった人たちが

各集落にはたくさんおると思います。高齢者クラブ等とか各区の区長さんに推薦していただい

たら、幾らでもおりますので、田畑課長、ぜひこれを載せるようにお互いに頑張りましょう。

もう議員の皆さんも推薦をよろしくお願いします。 

○７番（富田良一君）   

 副町長、そのように継続するように言っておりましたが、課長大丈夫ですか。 

○健康増進課長（田畑和也君）   

 前向きに検討していきたいと思います。 

○７番（富田良一君）   

 やっぱり健康で元気な方々を見ていると、我々も励みになりますので、元気のある高齢者を

たくさん見つけて、探して、紹介していただきたいと思います。 
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 それと最後に、世界自然遺産登録された地域は幾つもありますが、我が徳之島もその中の

１つで、ほかにも何か魅力のある島にしないと、多くの観光客を呼び込むことはできないと思

います。それで、天城町は子宝の島ですか、伊仙町は長寿の島、徳之島町は健康のまちづくり

の島ということで、魅力のある島として世界自然遺産登録とセットで世界発信してはいかがな

もんでしょうかね、町長。町長のお父さんが建てられたその石碑、健康のまち宣言、徳之島の

未来を見据えて建てられたと思います。町長もっと力を入れましょうよ。最後に一言お願いし

ます。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、沖縄との連携を深めようということで、奄振の中に文言として「沖縄連携」という文言

を入れてくださいという要望を、今しております。 

 そして、もう一つ大事なことは、「国防」という文言を入れたということであります。 

 つまりは、南西諸島が日本における離島のモデルとならなければいけないということであり

ます。私は国の制度を見ますと、日本ほど僕はいい国はないと思っているんですよ。だから日

本での南西諸島の離島の成功事例は、いわゆる世界の事例になり得ると私は信じております。

よって、沖縄との連携が今後は必要になってくるだろうというふうに思います。 

 それとまた、こと世界自然遺産登録に向けての観光の交流については、景色だけではなかな

か弱い面があるかもしれません。いろんな花徳にできましたログハウスですか、そこの社長さ

んとも話したり、あらゆる旅行業者、それとか観光庁との話を聞きますと、食というものはな

くてはならないものだと、この食というものは、徳之島において特徴が絶対に出せるだろうと

いうふうに思います。 

 以前は、ダイエットツアーを企画したらどうかと徳洲会と病院と連携を取りながら、最初に

血圧を測り、帰るときに血圧を測ってというようなツアーも考えたことがありますが、逆手に

とってダイエットしないツアー、つまりは食というものを楽しむツアーというものも、もしか

したら企画の中であっていいかもしれませんね。そこは病院側との連携を図りながら、食べ物

というものの魅力を発信する。そしてまた徳之島の砂浜というのがありますから、その砂浜を

どうやって発信につなげていくかということを、今積極的に情報を集めて、ＪＴＢ、いろんな

旅行会社と、徳之島町も観光メニューのツアーの企画ができるような仕組みをつくっていきた

いというふうに思います。 

○７番（富田良一君）   

 ぜひ、その食に薬草をいっぱい使って、どんどん頑張っていただきたいと。天国でお父さん

が喜んでおりますので頑張ってください。 

 終わります。 

○議長（行沢弘栄君）   
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 しばらく休憩します。15時から再開します。 

休憩 午後 ２時３９分   

再開 午後 ３時００分   

○議長（行沢弘栄君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、広田勉議員の一般質問を許可します。 

○１２番（広田 勉君）   

 令和５年６月議会初日の最後となりましたが、12番広田が提出してある７項目について、順

次お尋ねいたします。もうしばらくお付き合いください。 

 まず１項目めの、一次産業に生産意欲についてでありますが、本町の主生産物は畜産とサト

ウキビ、ジャガイモですが、飼料、肥料が高騰して生活が成り立たないと、ほとんどの人が悲

鳴をあげています。商売人だと物の売れ筋とか流行とか、最近ではお客様の買物レシートをわ

ざわざ買い取りして、その買物データをつくって売上げに一応参考にしているらしい。吉田観

光課長のお父さんの農政課課長時代から、私はジャガイモの価格データ化を要望しておりまし

たが、いまだに価格統計が取られているような様子がないんだけども必要と思わないのかどう

か。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 広田議員の御質問にお答えいたします。 

 バレイショの価格については、県へ毎年報告しており、過去５か年の単価は、平成29年度

104円、平成30年度107円、令和元年度134円、令和２年度250円、令和３年度223円となってお

ります。 

○１２番（広田 勉君）   

 ずっとデータを取っているわけですね。これは１年、その年の平均の額ですか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 そのようになります。 

○１２番（広田 勉君）   

 ということは、収穫量も大体分かっておりますよね。徳之島での収穫量。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 収穫量というか、生産量は取ってあります。 

○１２番（広田 勉君）   

 この間の５月の議員研修で、ＡＩの研修をさせてもらったら、最近のＡＩ技術となるとデー

タさえ打ち込めば、死んだ人の、もしかしたらこういうふうな発言をするんじゃないかという
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予想まで、そのＡＩのデータで出てくるというふうなことで、非常に大変な世の中になってい

るんですけども、やっぱり北海道の、北海道のっていうか他産地の収穫量なんかもデータ取っ

ています。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 他産地のデータについては取っておりません。 

○１２番（広田 勉君）   

 やっぱりジャガイモ農家は、その価格を非常に気にして生産しているところがあるんですよ

ね。今２月の出荷時で、そして４月の大体10日ぐらいまでで終了しないと、次の長島とか長崎

とかあちこちから出てくるから、４月の始め10日ぐらいまでにはもう全部終了しておくと。そ

のときの価格と、一日で朝と晩とも価格が違う、こういう乱高下を一応どのように思っていま

すか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 ＪＡでの出荷については、市場での取引となりますので、市場での取引価格となります。 

 商系の買取り業者については、個人取引となりますので、業者間の買い付けの競争によって

は、また価格の大幅変動が生じることがありますし、市場価格や流通形態でも変わってくるも

のだと思います。朝晩違うのは、恐らく商系業者の買取り価格だと思います。 

○１２番（広田 勉君）   

 その業者の言いなりかどうか分かりやせんけれども、徳之島ぐらいの出荷量ではジャガイモ

の市場を揺るがすような量とは考えにくいんだけれども、これだけ乱高下があるということは、

何かあるんじゃないですか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 業者の取引先の消費地については、私のところでは把握しておりませんけれども、ＪＡにつ

いては重点地区がございますので、そちらのほうで朝晩の乱高下はないにしても、それなりの

だぶつき等、また劣悪な商品が出た場合、やはりそういった形になってくると思います。収穫

時期が集中するのが原因だと思われます。 

○１２番（広田 勉君）   

 この間議員研修のときに、長島のジャガイモ農家の議員さんと、少し紹介していただいてお

話ししたこともあったんだけど、やっぱり向こうも上がったり下がったりするよというふうな

話はされておりましたんですけれども、やっぱり3,000円と3,600円とのどうのこうのとそうい

う言い方されて、もう少し時間があったら詳しく聞く予定しておったんだけれど、時間がなく

て聞けなかったんですけれど、とにかく令和２年に、一応、北海道、長崎が作柄不良で供給不

足になり、ジャガイモの種子の不足もあり、作付面積が減ったことで、その年は高額の買取り
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があったと聞いているが、その後も割かし高額がついているんじゃないかなというふうに思っ

ているんですけれども、これいつ頃まで続くとお考えでしょうかね。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 バレイショ価格については、大きな産地である北海道産の生産状況に価格が大きくされる状

況であります。また需要と供給のバランスもあり、さらには、バレイショの加工品状況や他品

目の野菜等の生産状況価格の変動等もバレイショ価格について見通しのつかない状況でありま

す。 

○１２番（広田 勉君）   

 ということは、北海道の作柄によって変動するんじゃないかなということですかね、その値

段の高下は。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 北海道だけではありません。北海道の貯蔵物が出てきて終わる状況と、新たに本土、以北の

ものが出てくるところの状況によります。ですから、後半の方に品薄の状況があるというふう

なことが分かれば、ある程度の値段で後ろのほうまで続いていく状況にあると思います。 

○１２番（広田 勉君）   

 今度、我々視察で北海道行くというんですけども、これ何しに行くかまだ聞いていないんで

すけどね。どういう目的で行くかも分からんし、もし行けるんやったら、私はこのジャガイモ

とかそういったもののいろいろ見てみたいなというふうに思っておるんですけれども、今の農

協の計画出荷はこのままでいいと思っていますか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 ＪＡの計画出荷については、バレイショの植付け時期を調整し、月ごとの出荷量を計画して

いますが、収穫時期の天候不良など適期収穫ができず、農家の出荷する出荷が重複することに

よって、選果機の処理能力を超えるということが生じることがあります。そのため、時には選

果場の受入れを停止するなど問題が生じております。そういった面につきまして、今後もＪＡ

を中心に関係機関で課題解決に向けた協議が必要であると考えております。 

○１２番（広田 勉君）   

 徳之島のは、なぜ名古屋の市場に持ってくるんだろうな。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 全量が名古屋というふうな形ではありません。以前は、九州内、大阪、名古屋、また東京京

浜地区にあります。それぞれ地域によって、薄味、濃い味と一緒で好まれる商品のサイズもあ

りますし、そういったことで最終的には、今までずっと流れてきた経緯で名古屋のほうが中心
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になったというふうな形になっていると思います。 

○１２番（広田 勉君）   

 何年か前、鹿児島の大阪事務所の所長といろいろお話ししたときに、ほとんど大阪では沖永

良部のメークインが来ていると、徳之島はほとんど名古屋だと、なぜですかと聞いたら、「大

阪の人はメークインが好きだから」というふうな話がありましたけど、私はやっぱり、メーク

インは高いのよね、少し売値が、この丸のほうが安いので、大阪の人も丸のほうが好きじゃな

いかなと思ったりしたんだけど、やっぱり大阪のほうも大分出ているわけですか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 ＪＡのほうは、中心としては京浜と名古屋です。出ているかどうかは、そこの辺は今把握し

ておりませんけれども、業者さんが出している可能性もありますし、また、今はどうか分かり

ませんけれども、私が以前、もう10年、20年前にいた頃は、サイズはＭ級等が中心だったので

はないかなと思っております。 

○１２番（広田 勉君）   

 せんだって尼崎のフェスタ、議員も全部行かれましたんですけども、その中で農協の方も一

生懸命頑張っておられて、ジャガイモのあれを大分宣伝しておりましたけれども、その時期の

ジャガイモの人気というのはどんなものでしたでしょうかね。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 尼崎での徳之島祭りでは、バレイショやタンカン等の農産物を販売しました。来場者の中に

は、徳之島産のバレイショは、特別においしいので、毎年購入するために徳之島祭りに参加し

ているという方もいたということであります。 

 徳之島産バレイショは、尼崎でも高く評価されているふうな参加した担当者からは報告は受

けております。 

○１２番（広田 勉君）   

 大体どれぐらい処理したかは聞いていないですよね、持って行ったかどうかなのは。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 ただいま数量持ち合わせておりませんので、また後で報告いたしたいと思います。 

○１２番（広田 勉君）   

 この中止になる以前に、町長もそうだったけど、代々木のフェスタに参加したときに、その

フェスタの前日にちょっと私はその会場へ行きましたけど、もう強風でテントも張れずに困っ

ておったんだけど、もう関係者のほうはジャガイモの選別に汗を出していたんですよ。なぜか

というと、やっぱりただで送ってあげているみたいね、代々木のほうへジャガイモを。そした

ら選別していないもんだから、ものすごくそうか病なんか多いわけ。だから一生懸命選別して、
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翌日箱入りで全部に販売しておったんですけれども、やっぱり東京、都会というのは捨てるに

も大分金かかると思うので、ある程度はやっぱり製品のあるようなやつを送ってあげたらいい

なというふうにそのとき思ったんだけど、恐らくその日いっぱいジャガイモを買っておったん

です、買って家に、自分で持って帰らずに全部送っていましたので、家に送られてきて、また

次買おうかなと思わせたかどうか、ちょっとまだ聞いていないんだけど、あのジャガイモでち

ょっと心配だなと見ておったんだけど、やっぱりタンカンなどはもう即完売というふうな状況

でしたんですよね。だから、毎年販路促進のために誰か行っていますよね。その報告書なんか

あります。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 販路促進については、事業として奄振事業等で行っております。また、販促活動に関しては、

一応各農協と合同でやっておりますので、そちらのほうで報告を取りまとめされておりますし、

町のほうとしては、担当者が参加した場合は出張復命書等、また事業実績等のところで取りま

とめてあります。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 役場職員も行っているでしょ。役場職員も。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 毎回行っているというわけではありません。行くときもありますし、行けないときもありま

す。 

○１２番（広田 勉君）   

 ちょうど赤土のジャガイモで売り出していた頃、当時の課長は、名古屋の市場で赤土ジャガ

イモでしたら幾らでも持ってこいと、売れるからと、これはおいしいと、もうすぐ高評価得ま

したというふうなことをこの議会で答弁いただいたんですよ、そのとき。しかし、翌年、狂牛

病が出てきて肉ジャガを作らないとかいうふうな話になって、ほとんど下落してしまったんで

すよね。売れなくなったジャガイモが。前の年じゃんじゃん持ってこいと言われたんだけど全

く売れなくなったと。やっぱりこういう外的要素はしょうがないとしても、やっぱりある程度

値段を一定に持っていかないと、本当に博打のようなあれですよね、一時期、キロ20円の時代

があったの御存じですか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 私が担当課長してからは記憶にございません。それ以外のときではないかなと思っておりま

す。 

○１２番（広田 勉君）   
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 そうなるともう生産用途がほとんどないわけね。全部すき込めと、もうジャガイモ取るの嫌

だと、全部機械で畑にすき込んでしまうというふうになってしまうので、そうならないために。

そしてまた、この間、私ども全郡議員大会で沖永良部行ったときに、徳之島はもうほとんどジ

ャガイモがなかったんだけど、大山さんという方のところでは、まだまだジャガイモがいっぱ

いあるということで、選別して出荷しておったんですよね。徳之島はほとんどその時期にはほ

とんどなかった、５月ですので。もう４月の初めで終わりますので。恐らく彼らは自分で販売

も持っているはずと思うんですよね。やっぱりそういう努力も多少は必要じゃないかな。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 広田議員のおっしゃるとおり、それなりの努力は必要だと思います。事実、単価については

個販等が中心でありまして、いろいろこうありますけれども、やはり価格がさほど値下がりす

るものではないというふうなものも持っている。 

 単価については、やはり農協が計画しております２月上旬から４月までを、できれば平均的

に量的に計画出荷できれば、ある程度の値段で推移するものだと思います。先ほどから競合産

地の問題もありますけれども、何分にも御存じのとおり、２月、３月というのは、特に２月に

関してはサトウキビの収穫労働と、また天候の不良がありますので、そこは自然的な要因が強

いのでままならない状況であります。 

○１２番（広田 勉君）   

 とにかく芋類ですので、非常に湿気を嫌がることもあるし、天城のある方に聞いたときに、

あなたは何でジャガイモをしないのと聞いたら、種代かかるから嫌だと、種の要らない芋だっ

たらするというふうな話があったんだけど、種もいい種じゃないと困る時期があるんだけど、

今、種の産地としては、どこそこから取っておられるのか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 ＪＡのバレイショ種芋については、ＪＡそらち南、北海道であります。ＪＡ長崎の２か所の

産地から種芋を仕入れているようであります。 

○１２番（広田 勉君）   

 大体２か所ぐらいでよろしいわけですか。どこそこのは種が悪いなどのそういう噂も少しあ

るんですけども、本当はどうか分からんだけど、質の悪い産地もあるのかな。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 産地によってこれがというふうなものは私のほうでは把握しておりません。 

○１２番（広田 勉君）   

 以前、種芋が不良品が多くて、植え替えたり、あとまた、そのまま作付をもうやめたり、そ

ういったことがあったんだけど覚えていますか。 
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○農林水産課長（高城博也君）   

 私も農政関係は長いんですけれども、その間になって、担当を離れているときでありますの

で、そちらのほうは記憶にございません。 

○１２番（広田 勉君）   

 じゃあそのときに大体どういった原因で、どういうふうに対処してあったかとかそういうこ

とは、尋ねているからデータ取っていますよね。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 平成22年度産のバレイショでは一部の種芋が植付けた圃場において、ほとんど発芽しなかっ

たということがあり、発芽不良の原因を調査したところ、種芋産地での一部の生産者が、茎葉

処理の際に枯凋剤ではなく除草剤を使用したことが原因であることが判明したということであ

ります。そのときのＪＡの対処については、種芋１袋当たり9,000円を農家へ補償したようで

あります。ＪＡではバレイショ植付けを発芽しない場合において、種芋に原因がある場合は補

償対象になるが、天候不良や農家の管理が原因である場合には補償対象外ということでありま

す。そのほか種芋を開封した際に不良品がある場合は、１袋に対し20％以上の不良品がある場

合は、返品や交換対象になるようであります。不良品の原因と考えられるのは、まず産地での

病原芋の混入や移送時の保管状況などが考えられております。 

○１２番（広田 勉君）   

 その農産物の生産コストがもう上がり放題ですけど、畜産を含む一次産業に将来は本当にあ

るのかと、みんな夢を持ってできるのかと。どう思いますか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 農業分野においては、品目を問わず資材等の高騰により生産コストが上昇し、非常に厳しい

経営状況にあります。農林水産課といたしましても国庫補助事業の活用や町単独補助事業を創

設しておりまして、生産者意欲が湧くよう、また向上させるよう農家の支援に努めております。 

○１２番（広田 勉君）   

 あるキビ農家は言うていました。今まで４体使っていた肥料を、今２体にしたと。昔から自

分は、作物は肥料次第だよと、肥料をいっぱい入れるといっぱいできるというふうに聞いてい

るけども、それをやっておれんというふうなことを、この間もきび農家が言っておったんです

よね。だから、そういった今補助金を出して、意欲を湧かすというふうに言いましたけど、み

んなが希望を持てるいいお話とか情報はないの。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 徳之島町といたしましては、現在、堆肥センターを拡充整備しております。新聞等でも御存
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じのとおりペレットマシンの導入、またここ数年にわたる堆肥の助成も園芸農家、キビ農家

33.4％の販売額となっております。トン9,000円のところを、配達料まで込みでありますけど

も3,000円で販売しております。今後このペレットについても、12月より販売予定としており

まして、化学肥料を減少させたものについて、これも堆肥で、堆肥っていうのは牛糞とバカス、

ハカマを混ぜてこうやって発酵させるわけですけども、そういった地産地消の意味でもそこを

重点的に使っていただいて、単価が安いですし、量的にかなり入れなきゃいけない状態にはな

ると思いますけれども、それによってやっております。そういった意味でこれは町独自の創設

事業でありますし、また、キビの管理のために園芸農家持っておられる小型トラクターで、施

肥機で使用できるようなペレットマシンによるペレットを製造するようにしております。そう

いったものを十分使っていただいて、少しでもコストを抑えていただければなと思っておりま

すし、そういったものでできる努力は、町のほうで事業を創設し、今後ともやっていきたいと

考えております。 

○１２番（広田 勉君）   

 これだけ肥料が上がったら、もう肥料に頼ることはできないと思いますので、今話がありま

したけど堆肥に関してです。これもう少し勉強させてもらって９月議会で、ちょっと堆肥のこ

とをまたやらせていただいております。 

 ２番目の、島口・島唄についてでありますが、島口・島唄が今年も生涯学習センターで開催

される旨の案内が、町の広報紙でありました。音響の悪いこの学習センターの会場で開催する

理由は何ですかと、恐らくみんなは利用料と言うんかな、使用料と言うんかな、の関係じゃな

いかという意見が多かったんだけど、それだけかなと思ったりしております。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 広田議員の御質問にお答えいたします。 

 今おっしゃったように、音響が悪いと言われてちょっと私もショックだったんですけども、

経緯を申し上げますと、平成15年度までは文化会館において行っておりました。でしたが、平

成15年度に生涯学習センターが完成したことにより、平成16年度から学習センターにて開催し

ています。その中で１回だけ平成25年度に文化会館のほうでやっておりますが、一応資料のほ

うもお渡ししていますけども、このような形で若干空席が目立ち、やはり600名の席を埋める

となるとなかなか非常に難しい。埋めるだけが問題ではないかと思うんですけども、やはりそ

のときのこともありまして、それ以降は学習センターで行っております。 

 音響について御説明いたしますと、音楽系のイベント、特にいろんなバンド等を使った音楽

に関しましては、建物の構造上、音が反響をいたしますため若干聞き取りにくいことがあるの

も事実でございます。ただ、島口や島唄といった太鼓、三味線の軽微な音を出すもの、そのほ

か講演会等におきましては、それほど支障は来していないものなど、今認識はいたしておりま
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す。 

○１２番（広田 勉君）   

 その継承のことで非常に引っかかるんですけども、この言葉の微妙なイントネーションを無

視した聞き取りにくいあの場所で、果たして島口の継承になるのかなというふうに思うんです

けども。なると思いますか。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 今お答えいたします。 

 議員のおっしゃるように、微妙なイントネーション、これにつきましては、皆さん議員の

方々それぞれ、いろんな地区のほうにおいて言葉というものは違っていると思われます。ただ

この原因として考えられるものが、やはり私も声は大きいほうですけれども、中には若干声の

小さい方、例えば声の質、いろんな条件が考えられると思います。そのため継承という形では、

今おっしゃったように聞き取りにくい部分もあると思うんですけども、社会教育課においては

島口・島唄、民舞の祭典、島われんきゃの祭典、３町民謡大会を伝統芸能補助事業として開催

をしております。 

 また、おっしゃるように継承の中で、特にこの島口については、島われんきゃの祭典を開催

し、町内の小中学生に島口川柳を募集しております。島口の継承を浸透を図って、そのときに

最優秀、優秀などを表彰と発表を行っております。この中で、やはり大事なことは、子供たち

が島口川柳を募集することにより、家庭におきまして、また両親やおじいちゃんおばあちゃん

の方たちと考えることにより、少しでも島口に興味を持ってもらうこと、そして川柳を、自分

で舞台で発表することに重点を置いて実施しておりますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

○１２番（広田 勉君）   

 言葉というのは、継承しようと思ってもなかなか時代によってずっと変わってくるのは、こ

れはもうしょうがないところがありまして、私が亀津におるとあんたは花徳口だと、花徳から

言うとあんたは亀津口だというふうに言われるぐらい、やっぱりちょっと変わってきているん

ですよね。本当の亀津口を聞きたければ、宮崎の大島村。花徳口を聞きたければ、昔の六軒道、

神戸のね。ああいうところ行けば、本当の昔の言葉が聞けることは聞けるんですけど、言葉と

いうのはずっと変わっていくというのはもうこれはしょうがないとしても、１回、韓国の博覧

会のときに、大田と書いてテジュンと言うんだけども、そこへ向かう途中で、そのガイドさん

が、このテジュンっていうこの場所は、韓国の中でももっとも言葉がゆっくりした地域ですと、

「ああお父さん石があらあらあら」という感じでゆっくりしておるというふうな案内があった

んだけど、やっぱり、あの金見集落みたいなところ、ここもあったんだねというふうなことを

みんな言っていたんだけどね、そのバスの中で。 
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 もう一つ、年配の方とずっと話しておると、やたらと笑うのよね。別に笑える話をしている

わけじゃないんだけどなと思いながら話している。どうも不思議に思うんだけど、思い当たる

節ございません、課長。その年寄りがよく笑いながら会話しているってやつ、無視して会話す

るのもあるんだけどね。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 今の御質問についてですけど、ちょっと若干私も分からない部分あるんですけども、ただ思

うのが、標準語でしゃべったときに笑える話と、多分、島口で受ける、間っていうのがあるん

ですけども、多分そういうことで高齢者の方々の、多分ニュアンスだと思うんですよね。だか

ら今言うように、うちの親も多分、自分で笑うときあるんですけど、何でか分かりませんけど、

自分で言って、島口で言っておかしくなるというようなことではないかなと、ただそれぐらい

の答えしかできないんですけども感じております。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 そういうこともあると思うんだけど、やっぱり聞こえないと笑ってごまかす。学習センター

で去年一生懸命笑っておったけど、全く私は意味が分からなかったです。何で笑っているのか

なと思っていましたけど、ずっと皆さん一生懸命笑っておりましたけど、もうこれじゃないか

なというふうに思うんですよね。やっぱり分かるように話すというふうにしてもらわないとい

けないんじゃないかなと。なぜその島口が必要なのか、必要というか継承しなくちゃいけない

のか、そういう根本的なものをやっぱり考えないといけないと思うんです。とにかく2009年に

ユネスコは八重山語、与那国語は重大な危険な言葉と、沖縄語、国頭語、宮古語、奄美語、八

丈語は危険な区分にしている。言葉として、もう無くなるだろうというふうに区分して、大体

この辺りから継承して無くさないようにしていかなくちゃいけないんじゃないかなというふう

になっているんじゃないかなと、私はそう思うんだけど。やっぱりなぜ、じゃあ無くしたらい

けないのかということをきちっと捉えておかないと、継承にもならんと思うのよね。 

 今ウクライナの子供を全部ロシアへ連れて行っているんですよね。恐らくロシアでウクライ

ナ語は悪い言葉だから、いいロシア語を覚えましょうねということで、全部ロシア語を徹底し

て教えているはずなんですよ。だから、ウクライナ語を消滅させるためですよ。今ロシアが子

供を連れて行って、ロシア語を教えているのは。結局かつて日本でも、昭和23年の最高司令官

の司令軍のジョン・ペルゼルという人が、日本の子供は漢字、平仮名、片仮名、ローマ字を覚

えなくちゃいかんと。非常に負担じゃないのと、そんな負担させるよりローマ字だけで、英語

だけでいったらどうねというふうに言うてきたわけよね。そしたら当時の役人は、一応やんわ

りお断りして、差し当たって用いる漢字を使わせてくださいということで、当用漢字というの

は作成したわけですよ。それが昭和56年の常用漢字になるまで、アメリカが帰った後、常用漢
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字に変えたと。アメリカが沖縄を完全に支配しようと思っていたら、恐らく沖縄を全部英語に

変えていたんじゃないかなと思うんですよね。しかし、そのうち返そうと思っているから、そ

のまま沖縄語を使わせておったんじゃないかなと。つまり島口がなくなるというのは、その島

の人たちのアイデンティティを全部消してしまうと、そういうことだから島口を残さないとい

けないというふうな捉え方をしていかないと、それは変わっていくのはしょうがないとしても、

なぜ必要であるかというこの根本をつかまえておかないといけないんじゃないかなと思います

けども、課長。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 お答えいたします。 

 広田議員のおっしゃるように、ものすごくこう深い話だなと今聞いていて思いました。我々

は世代的にいくと、実はこの議場にも、私同級生が２人いまして、実はこの議場とかいろんな

場面を離れますと島口で会話をしております。ただ自分たちが使えているものですから、それ

となく使っているんだけれども、人から聞くとこの方言に興味がある方は、いいねって、羨ま

しいということもおっしゃっていただきます。 

 それに関しまして、今回この継承ということで、令和４年度にこの島口を残していかないと

いけない、これは町長からの熱い思いもありました。それで、シマグチ伝承プロジェクト、わ

きゃシマぬシマグチ、これを一つの映像と語り部という形で残しました。このＤＶＤなんです

けども、町内を13の地区に分けまして、その地区の代表の方に出席いただき、各地区の島口を

収録しております。このＤＶＤの目玉としましては、やはり先ほど申し上げましたように、各

地区それぞれの島口にはイントネーションにこだわっていることですので、もう一つは島口の

分からない方も見ていただきます。そのためには画面の下のほうに字幕スーパーがついており

ます。標準語で。そのＤＶＤをつくったきっかけとしては、やはりまず、島口で話す姿を見て

いただき、聞いていただきで、子供たちや島口の話せない方に少しでも興味を持ってもらいた

いということで、町内の全小中学校へ配布しております。また一般向けにしましては、各自治

公民間の区長さんを通してこれから配布をしたいと考えております。やはり継承については、

本当になかなか議員おっしゃるように深く考えていかなければ継承できないものだと思ってお

ります。ただ、これには、実は去年、行沢議長も島口大会に出ていただきまして、多分緊張し

たと思います。ただそこはやっぱり、これからもまた議員の皆さんにもぜひ出ていただいて、

今年は広田議員に席を設けておきますので、ぜひ出ていただいて島口大会を盛り上げていただ

ければと思います。 

 またこれからも御指導よろしくお願いいたします。 

○１２番（広田 勉君）   

 ここにもあるんですけど、これは与那国語絵本というのがどうもあるみたいで、ここにも地
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域に伝わる昔話や地域の人の創作物語があるというふうにしてあります。これに負けないよう

なやつができているだろうというふうに思いますんですけども。ともかく余談ですけど、浅間

の岡村先生のとこに行ったときに、フランスから来ておった青年が「島口分かるよ」というこ

とで、いろいろ言うてくれたんだけど、もろ浅間口でした。私はあんまり島口を使わないんだ

けど、これはなぜかというと花徳の場合は、島口の敬語が多いのよ、ものすごく多い。母間の

人は花徳に嫁に行かすなというぐらい敬語を使うんですよね。ですので、十四、五のとき家に

出ているもんだから、その敬語を学ぶ時間がなかった。ですので、よくその目上の人に敬語が

使えないもんだから、失礼な事を言い方をよくしておって、よくおやじから指摘されたことが

あったんですけどね。やっぱりその島口の敬語、亀津はものすごく少ない、はっきり言うけど。

だからそういうこともちゃんとあるので、やっぱりあの使いづらい部分もあるし、またその歌

にしてもちょっとやっぱ伝えにくい部分もあるということで、難儀は難儀だけど、とにかく継

承するということはどういうことであるかということをきちっと踏まえて、取り組んでいって

いただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

 次、県とよく協議してということですけれども、港の売店を、もう少し空港の売店同様の活

気づく空間にする考えはないのかと、今のままでいいのかということですけども。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 広田議員の御質問にお答えします。 

 港を活気づけたいという考えは常に持っています。港の売店については、県徳之島事務所職

員と観光連盟事務局長、おもてなし観光課で意見交換を行っています。 

 売店等の出店については、テナント料がネックとなっているようです。出店の負担が増えな

いような賃貸の方法や、１階、２階のホールでのイベント開催での利用ができないかなどの話

合いを行っています。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 これ恐らく鹿児島の県のその方針が少し悪いんじゃないかなというふうにも思うんですよね。

鹿児島の新港はどうなっているかというと、御存じのとおりチケット売場と乗船口の動線に売

店がないわけ。ちょっと後ろ、隠れたところに売店があるわけですよ。そうすると、その売店

があるの気づかない人もあって、本当に利便性が悪いと。名瀬はかろうじて１店舗空いている

ところがあります。徳之島は見てのとおりもう売店なしと、あの新港が開所当初、私は観光協

会長しておりましたので、観光協会の事務所を置いて、そして掲示板を設置したり、いろいろ

催しものしたりして、その売店の出店も抽選をするぐらいのにぎわいだったんだけど、今はあ

のとおり。かろうじて古仁屋と和泊港の売店は、今はまあ頑張っていると。和泊のほうはチケ

ット売場と売店と隣同士になっているので結構あれだけど、古仁屋の場合はそのチケット売場
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と海の駅というふうなことでやっていますので、向こうは、私ども若い頃からよく古仁屋に船

がついたら、かまぼこ買いに行ったり、船降りてよく売店に行って買ったりしておったんだけ

ど、今もやっぱりそういうなごりが少しあるんですよね。与論の場合は、もう船の接岸前にチ

ケットを売る人が全部港に行きますので、もう全部売店素通りしていくということ、これが一

応今現状なんです。ですので、もう少し県もこういうものに力を入れて、やっぱりそのお客さ

んがいないわけじゃないから、これだけの物流があって人の出入りもあるんだから、やっぱり

何かを少し県と交渉する必要あるんじゃないかなと思うんですけどいかがでしょう。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 お答えします。 

 この件につきましても、県と今後協議して続けていきたいと思います。 

○１２番（広田 勉君）   

 とにかく、後からもまた出るかも分かりませんので、次行きますけども、山集落の入り口の

県道が両側に側溝がないところがあるわけですね。内重男先輩が議会でも何回か取り上げたん

だけども、それを私に託されたことがあるんだけど、いまだちょっと改善されず、雨水が畑に

あふれて、その地主がずっと困っているという話をされておるんだけど、これ県道というのは

やっぱり側溝はあるんじゃないかなと思うんだけど、設計ミスじゃないのということなんでい

かがでしょう。 

○建設課長（清山勝志君）   

 お答えします。 

 県にお聞きしたところ、Ｌ型ガッターの一部破損、また、畦側の流末部において土砂が堆積

しているなど、本来の機能が発揮できない状況であることから、まずは破損部の応急処置や土

砂除去等を実施することとしている。なお側溝の設置については、雨天時の状況や道路路面外

から集まる水の流域を確認するなど必要性を検討したいとのことでした。 

○１２番（広田 勉君）   

 じゃあ雨が降ったら、一応見てくれるということですね。 

○建設課長（清山勝志君）   

 県の担当は、この間場所は見ておるところであります。 

○１２番（広田 勉君）   

 あとで植木議員のほうも、県道を国道にという話もあるんだけど、やっぱりきちっとさえし

ておけば、別に県道だろう国道だろうがあんまり変わりがないと思うんですけども、やっぱり

こういった畑に迷惑をかけるとかそういうことはもう、これ大分なるんですよね、この話。こ

の間、改めて聞かされて、自分自身も忘れておったもんだから、今回これ出したんですよ。 

 それともう一つ、前の建設課長が要望書が出れば、その中区の急傾斜を検討する旨の当時答
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弁がありましたが、そのときには出ている木を伐採してくれたので何とか持ちこたえましたが、

またその木はまた大きくなって、下の方がやっぱり台風などで木が揺さぶられて、その崩れる

という心配をしていると。以前すぐ横が崩れて補修工事をしたところもあります。ですので、

役場は要望書が出るまで無視するのか、中学校からの川沿いのところですので、その拡張工事

に絡めてする予定なのか、どういう事が考えられるんでしょうか。 

○建設課長（清山勝志君）   

 お答えします。 

 現在町で行っている県単急傾斜地崩壊対策事業につきましては、令和４年度までに井之川地

区、令和５年度より亀徳地区を予定しております。中区の急傾斜地につきましては、広田議員

からの質問が出たように、現場としては把握はしているところであり、事業化をするに当たっ

ては、ほかの要望書が出ている地区より、どうしても優先順位的にも遅れを取る形になるかと

思います。また今の拡張工事に絡めての対策は難しいと思われるので、県の急傾斜地対策事業

等に対策が必要であることから、県に随時要望していきたいと思っています。 

○１２番（広田 勉君）   

 ということは、今回は中学校かな、あれのところではもう入らないということですね。 

○建設課長（清山勝志君）   

 そのとおりです。 

○１２番（広田 勉君）   

 とにかく家と軒とこんな感じですので、やっぱり怖いと思います台風時期は。１回これと同

時期に北区のほうも、落ちますよ、工事しないといかんですよと話したときに、やっぱりその

ときもう落ちたんですよ。木はずっとこう揺さぶられるので、根っこからどさっと落ちるとこ

ろと、下のおばさんがずっと怖がっておって、何とかできないねって言うてきたものだから、

いっぱい出したんだけど、それと同様で、そのおばさん亡くなったのでもう言うてくる人いな

いんだけど、やっぱりやばいと思ったときは、落ちる可能性があるからそう言うてるだけです

ので、やっぱりちょっと真剣に考えていただきたいというふうに思います。 

 次に、ハッキリさせての件ですが、交通安全週間とかゼロのつく日には何名かが立哨してお

ります。私もしておるんですけども、やっぱり立哨しておって、先輩から車の止まれ指示はい

いが、あんた先、あんた後かとこういう整理はするなよというふうに言われながら、ずっと今、

立哨指示しておるんですけども、分かっているようでなかなか分かってないことが、今児童の

登下校の安全は誰が守るのかと。どうもちょっと勘違いしている人たちが多すぎるんじゃない

かなと思いますので、適格に御答弁お願いいたします。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 広田議員の御質問にお答えいたします。 
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 学校保健安全法及び中央審議会の答申では、学校では安全指導等の観点から通学路の設定、

安全点検を行っております。また児童生徒の安全確保のために保護者や地域を管理する警察署、

その他の関係機関、地域の安全を確保するために活動を行う団体、その他の関係団体、当該地

の住民、その他の関係者と連携を図るように努めるものとされています。 

 登校時の見守り活動は、基本的には学校や教員の本来的な公務ではないともされております。

また登下校のけが等につきましては、日本スポーツ振興センターと災害共済給付にて保障され

ております。 

 また、先ほど申し上げました車の移動指示ですけども、指導や取締り等は警察が行います。

警察以外は権限がございませんので、立哨時の車の移動等はお願いするという形で取っていた

だきたいと思います。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 やっぱり今、教員の働き方改革とかいろいろありまして、全て教員に丸投げする人たちが結

構いらっしゃるんですけども、やっぱりこれはもう仕事外というふうな仕事の範囲内とかいう

ものをきちっとしておかないと、私もこの間、先月の議員研修の後に鹿児島大学のところへ行

って、いろいろ教授と話したんだけども、やっぱりその大学の先生方も余裕がなくなってきて

いると。我々が小学校時代に教わっていた先生は少し余裕があったと。しかし、今はほとんど

余裕がないと。それがほとんど今大学の中でもそういうふうになってきているというふうな話

をずっといただいたんだけども、だからやっぱり先生方の仕事の大変さというのはよう分かる

んですけど、やっぱり頼ることもいっぱいしますのでね。それで、もう一つは、やっぱり立っ

ていると、学校の近くまで車で送ってくる方が結構いらっしゃるんですよ、子供をね。あれは、

学校は禁止しているらしいんだけども、しかしこの観点から言えば、保護者が責任を持って登

下校を安全にするためには連れてきてもあんまり物を言えないんじゃないかなと。あながち車

で送っていることを禁止することも難しいんじゃないかなというふうに思いますけどもいかが

なもんでしょうかね。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 お答えいたします。 

 亀津の例で申しますと、亀津小学校関係では、車で送ってもいい範囲というのはある程度決

めております。なぜかと申しますと、交通事情等により安全が危惧されますので、車では学校

の近くですけども、学校のすぐ横までということでなく、ある程度範囲を決めて学校のほうで

周知しております。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   
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 ですので、あんまり強くは禁止できないんじゃない。まあ交通の安全の面では、やっぱりそ

うしないと道が狭いから、そこへずっと車が大分入ってきて、非常に大変は大変ですよね。 

 同じように教育委員会から赴任してくる先生方に集落に住むようにと、そういうことも言う

ことはできないんですよね。まあ突然だけど、大体言えないんですよ。先生方がどこに住もう

が、あんたは花徳に住めとか、母間に住めとか、不任した先生に教育委員会から無理言えない

んですよ、それ言うてはいかんというふうなこと、この間も大分やっていました、県のほうで

も。ですので、大変な世の中にはなってきたなというふうには思っております。 

 それではじゃあ次に、校則は一応誰がつくるのかと、その教育的意味はどうなのかというこ

とを一言。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 お答えいたします。 

 校則に関しましては、校則を制定する権限は学校運営の責任者であります学校長にあります。 

 また、校則の見直しに関しましては、最終的に教育に責任を負う校長の権限でありますので、

見直しの際には児童生徒が話し合う機会を設けたり、保護者アンケートを実施したりするなど

して、校則の見直しも図っております。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 これも高知県の安芸郡にある中学校では、20年前から校則の見直しに生徒も参加して、保護

者、教員、３者で一緒になって話合いをしながら、よりいいものをつくっていくというふうに

しているらしいんですけども、やっぱりそういうふうにしていったらいいんじゃないかなと。

校則はやっぱり我々の当時と今では、やっぱり子どもの権利条約というのもあるので、一概に

これを守れとか、あれを守れとか、またその校則の中に、ものすごく変てこりんなものもいろ

いろあるというふうにも聞いております。最近の校則見たことないから分かりませんのであれ

ですけども、やっぱり直すところは３者で直したらどんなもんかなというふうに思いますけど。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 お答えいたします。 

 校則見直しに関しましては、保護者へのアンケートや児童生徒が話し合う機会を設けて見直

しております。 

 参考まで申し上げますと、鹿児島県では令和２年度までの３年間、校則見直しを実施につい

て実態調査を実施しております。小学校で64％、中学校で69％、高校では97％の見直しが行わ

れていると報告があります。 

 徳之島町の学校でも見直しを行っております。どのようなことが行われたかと申しますと、

児童の標準服をカッターシャツ以外のポロシャツに変更したとか、名札を縫いつけた状態から
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ネームホルダーにしたとか、更衣期間を設けていたが更衣期間を撤廃したなどであります。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 やっぱりその不都合なやつは、昔はその坊主頭のそのあれもありましたけど、最近はもう坊

主頭のどうのこうのっていうのは話題はもうなくなりましたけど、そういったこととかいろい

ろありますので、それぞれに適した条例と校則をつくっていくというふうな努力を一応してい

ただきたいと。 

 本町においても町条例ですけど、もうかさむ一方です。これもやっぱり見直したり、いろい

ろしていかないと、もうずっと今２冊目だけど、これ３冊目になる可能性もあるし、これもず

っといらんものは全部見直していっていかないといけないんじゃないかなというふうに思って

いますので、その辺のほうもよろしくお願いいたします。 

○議長（行沢弘栄君）   

 広田議員、しばらく休憩します。16時20分から会議を開きます。 

休憩 午後 ４時０７分   

再開 午後 ４時２０分   

○議長（行沢弘栄君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○１２番（広田 勉君）   

 次なんですけども、町が制定している木・花についてですが、新庁舎の周りに植樹がずっと

今なされておるところですけども、どのようなコンセプトで入札依頼されておられるか。 

○副町長（幸野善治君）   

 植樹につきましては、徳之島町新庁舎建築基本設計公募型プロポーザル方式によって、最優

秀提案者となった株式会社竹田設計事務所による設計によって植樹をしてあります。これは、

緊急避難ビルの役割を果たすこの庁舎に、どこからでも敷地に入れるフリーアクセス庁舎とい

う提案を基本として植樹も設計してあります。 

 植樹は移植可能な植樹。大木ですが、沖縄県花にもなっていますきれいなデイゴの木ですね、

大木。これは約30年以上になると思います。それから、鹿児島県花にも指定されております、

あれはちょっと忘れましたが県花もしてありますね。あとはソテツの一部、それから移植可能

な桜などを移植してあります。これは、ユウナの木といわゆるそれからアダンの木は町花、町

木に制定されておりますが、その何か所かに角々にはこれは必要だということで植樹をされて

おります。 

○１２番（広田 勉君）   

 じゃあ、アダン、ユウナの木はあるということですね。そうじゃないと、やっぱりそのほれ
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お客さんが来られますでしょう、徳之島町の木はこれですよと、花はこれですよとか、そうい

う説明もできたらやっぱりやったほうがいいと思うんですよ。それとやっぱり自然遺産ですの

で。宇検村の場合はハイビスカスロードというのを、きれいなのを造ってあったんだけども、

あれ全部切って捨てたらしいんですよ。だから邪魔ならんやつは置いておいていいんじゃない

かと私は思うんですが、幾ら外来種と言えども邪魔にならんやつは置いておいてもいいんじゃ

ないかなと思いはするんですけれども、やっぱり自然遺産に向けての植樹なんかも考えていた

だけたらなというふうに思っております。 

 それともう一つが、今フリーアクセスとおっしゃっていましたので、私はブロックもし積む

んであれば、サンゴの石で積んでもらいたいなというふうに思っていたんです。あれどこでし

たかね、やっぱりその地の産地の石で、全部石垣を造ってある庁舎もございましたので、やっ

ぱり徳之島はやっぱりサンゴのあれで、ブロック積むよりはサンゴを積んでいただきたいと。

その積み方も阿権集落のあの積み方なのか、花徳集落の石垣の積み方なのかも違ってきますの

で、それでやっぱりその与路島と、喜界島の阿伝はサンゴで今売り出しているんですよね。サ

ンゴがいいですよ、きれいですよということでお客さんを大分誘致しているというのがありま

すので、恐らく塀はしないということですよね。もしするんであればブロックじゃなくてそう

いうふうな考えでしていただけたらな、まあどっかまたやっぱりふさがんといかんというとこ

ろが出てくるかも分かりませんので、その辺をちょっとお願いしたいというふうに思っており

ます。やっぱり桜もいいんですけど、やっぱり島の特有のもの、木とか植えてくれたら非常に

ありがたいなというふうに思っております。 

 次に行きます。観光行政についてですけども、先月、先ほども言いましたけれども、徳之島

から知名のほうに議員研修大会があって行ったときに、ちょうど船の中で同行された方々が北

海道の御一行さんでした。普通は島々伝いの観光で沖縄からずっと上がってくるんですけども、

あの方々は徳之島から沖永良部へ行って与論へ行くと。逆コースでずっと歩いていたような感

じしたんだけど、やっぱり一人の参加費用が大体25万ということです。やっぱり本町に来られ

た観光客をもてなすのに、本町の観光コースを１日でも半日でもいいんだけど、どういうふう

な組み方が、どこを見せたいのかちょっと教えていただきたいと。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 広田議員の質問にお答えします。 

 半日コースで御案内いたします。空港からゆったりと手々経由で金見へ移動し、ソテツトン

ネル展望台等を案内。その後、昼食をとります。その後、畦プリンスビーチで美しい海を堪能

していただき、花徳で闘牛ふれあい体験、もしくは母間で夜光貝磨き体験など、見る観光と体

験する観光を組み合わせて御案内できると思います。 

 以上です。 
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○１２番（広田 勉君）   

 今、さらっとおっしゃいましたけども、金見のソテツトンネルね、これずっと今まで勇元議

員もそのバスが入れるようにしてくれんねというふうに、そのただこのトンネルを案内します

と、その展望台、あの展望台は、あれはどこの展望台よりも一番奄美の中では最高の展望台で

す。だからそこへ御案内するには、やっぱりある程度バスを中に持ってこないと、ソテツジャ

ングルの入口まで持ってこないと、観光客は大変なんですよね。だから今までも勇元議員もい

ろいろしているし、植木議員もいろいろ質問してきたんだけど、そのソテツジャングル行きの

バスが乗り入れできないその理由、しかし、今あんたが連れて行こうとしてどっから連れて行

くの、その展望台まで。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 すいません。今私が言ったのはレンタカーを借りて、移動する半日コースで説明いたしまし

た。今言われていることは、もしかして大型観光バスで移動するということで言われていると

思いますので、お答えします。 

 大型バスになりますと、県道のほうから、今歩いて観光していただいています。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 あなた方は若い人にはよう分からんですけど、我々は年を取っていくと、歩くのがおっくう

なんよね。ソテツジャングルぐらいはまあなんとか健康のためにと言うて、入り口から展望台

ぐらいまでは何とかお願いできるんですよ。で、それまでは、やっぱり大変なんです、歩かす

のは。だから天城町とか伊仙町の場合は、ムシロ瀬、最近行ったことあります、課長。ちゃん

と大きい道路がきて、バスを止められるようになっています。犬田布岬も駐車場まで大きい道

路ができています。徳之島町だけ何でできないのか。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 広田議員の御質問にお答えします。 

 大型バスの乗り入れのための道路拡張、トンネル入り口付近の駐車場整備となりますと、住

民の皆様の同意、地権者の方々への話し合い、用地買収にかかる予算措置等の問題があるため、

道路拡張や駐車場整備については、現在計画してはおりません。 

 ソテツトンネルは住民の皆さんの生活の場所に隣接していることから、その生活の場所を保

全する方向が適切と考えています。少し歩くことにはなりますが、県道からトンネルまでの道

のりにお土産店などもあるため、南国の雰囲気を感じながら観光地までの道のりも楽しんでい

ただければと思っています。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   
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 やっぱり観光客の案内をほとんど知らないからそういうことを言うんだけど、じゃあムシロ

瀬まであれ全部官地だったの、天城町は。あれも民有地のはずじゃない。別にその変わったこ

とをしなさいというわけじゃなくて、それで観光というのは、どういうものかということやっ

ぱり本格的に考えないといかんわけよ。この間も瀬戸内町がこの軍事施設の開発をしたいとい

うふうにしていますけども、これだってアクセスがきちんとしないと行かないです。ちゃんと

その道が良くないと旅行を組む人は組まないのよ、遠いとか、時間とその観光地のそのあれと

ずっと見ながら組みますので、西古見のここなんかも、最近は西古見までものすごく近くなっ

た。この間走ってみてびっくりしたんだけど。やっぱり手安の弾薬庫なんかも、ずっと前から

バスが通るようにしなさいと、道から自動車があるの、自動車学校がずっと通っているので、

自動車学校と相談しながらちょっとバスが通れるようにしたらいいんじゃないのという提案を

何回も向こうの町長にしてきたんだけど一向に手つかずで、しかしこの手安の弾薬庫なんかこ

れ絶対見る必要あるんです。昭和８年にできたやつですので、昭和８年の手掘りの弾薬庫です

ので、これ見たらびっくりします。だからそういったことで、そこまで案内するのが大変ね。

元気な人だけだったらええけど、やっぱり歩かすってことは、なるべく観光地としてはよーり

よーり歩く計画だったら別に構いやせんけど、ただ島内外から来て観光地を見て歩くというこ

とにすると、ジャングルとかそういったものも、やっぱりバスが行けるようにしておかないと

いけないと思いますので、課長もうちょっと真剣にこれ考えていただきたい。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 お答えします。 

 広田議員のおっしゃることは分かります。しかしながら、今言ったように、県道からのトン

ネルへの動線に観光客が歩くということで、地域にお土産店ができています。それを町が、直

接駐車場に行くっていうことは慎重に考えないと、せっかくできたお店が、そこをまた無視す

ることはできないと思います。 

 以上です。だから慎重に考えていきたいと思います。 

○１２番（広田 勉君）   

 笠利のあやまる岬なんか見てごらん。もうきれいに道ができているよ。ある程度見せるとこ

ろはやっぱり近くまで行かないと、今自然遺産で、どこあんた案内するの、自然遺産で見たい

人来るでしょ、どこを見せます。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 もちろん徳之島の自然ですね。ソテツジャングルになると原生林がもう徳之島ではそこしか

ないちゅうことですよね。灯台の先に行くと景色がいい場所もありますし、下に降りるとトゥ

ッカという場所もあります。そういった感じで、金見の集落はまち歩きということで観光に力

を入れているところです。 
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 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 今ちょっと感覚が違うんだけど、なぜ半日コースつくってごらんと言ったのは、やっぱりそ

の自分でつくったら、こうしたら大体何時間で何分でというふうな観光の時間、そこまで行く

時間、そしていろいろして、そしたら不備が見えたり、こっちこうせんといかんなと、そうい

うのを気づくだろうと思って、今半日つくってごらんというふうな話をしたんだけど、とにか

く我々この10月に同窓会しようと思って、ずっと今予定を組んでいるんですけども、どこを見

せようかなって本当にもう悩むのよ。犬の門蓋とムシロ瀬、ウンブキ、あの辺りは大体大丈夫。

そして、当部、向こうの小屋、そしてウラジロガシ、板根、こういったところは歩いてもすぐ

ですので非常に案内しやすいんですよ。ぜひ見せたいのが金見のほう展望台なんだけど、もう

とにかくじゃあの希望者だけというふうになるだろうなというふうに思っています。これ全員

に見せて喜ばしたら非常にいいんだけど、そういう考えには至らんわけよな。とにかく幾つか

の集落のトレイルが一応作成されておられると思うんだけど、どれだけ今それが利用されてお

るのかということですけど、あんた自身もあんま歩いていないんじゃないかな。 

○町長（高岡秀規君）   

 課長のちょっと補痾をしたいと思いますが、金見崎につきましては、以前より歩きながら観

光というテーマに、仮に徳之島に来たイメージというものが構築できないかと、歩きながら楽

しめる観光ということで、歩いている距離を感じさせない努力、そしてシステムが構築できな

いかということもあります。 

 もしあれをバスの通り道に造りましたら、相当な民家があったり民有地があったり、相当な

時間と、また景観等にも少し影響があるのかなと。せっかく金見崎という集落は非常にコンパ

クトなまちづくりもできるのではないかなということで、金見崎特異の観光のメニューという

ものをつくっていきたいというふうに思います。 

 そしてまた今、広域で奄美を経由して１つの島か、鹿児島を経由して１つの島で、クーポン

券での今事業が始まっておりますが、実際に観光客は何を望んでいるかということをデータと

してもらいたいという話をしております。このデータに基づいて我々が奄美大島でも味わえな

い、そしてまたどこにも味わえない観光のメニューができるかどうかが今後の課題であろうと

いうふうに思います。 

 今後は金見崎、金見につきましては、どこにもない観光のメニューというものを、地域でつ

くり上げればいいかなというふうに考えております。 

○１２番（広田 勉君）   

 よう分からん。自然遺産でお客さんがずっと来られているのは御存じですか。 

○町長（高岡秀規君）   
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 お客さんが戻ってきているというふうには聞いております。一つの事例を申し上げますと、

大和村でも灯台の観光地があるんですが、あれは約30分から１時間歩かないと車では行けませ

ん、大型バスでは。だから歩いて行くんですけれども、そこにも多くの観光客が歩く楽しみと

いうことで、リュックを背負って多くの観光客が見えておりました。だから観光のメッカ、何

を観光客にアピールするかということが、今後重要であって、そのすぐ近くに物が見える、歩

かせないという観光も必要でしょうが、歩きながら、歩かせながら楽しみということも一つの

観光メニューになる可能性もあります。だから答えは一つではありませんので、今後は観光客

の求めるものをしっかりとキャッチしながら、我々の中で観光メニューを開発していきたいと

いうふうに思います。 

○１２番（広田 勉君）   

 ここに喜界島のよーりよーり歩きというふうなこういう企画とかいろいろ、そして集落の歴

史、映像とかいろいろ、各集落全部いろいろやってはおられるわけですよ。これを否定するわ

けじゃないんだけど、遠くから来られた方々が、やっぱり満足して帰れるようにちゃんとして

あげないといけないというふうに思うがゆえに、時間的な問題があるわけ。よーりよーり歩く

時間があればいいんだけど、なかなか難しいですよ。そういったことでもう少し考えて。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 お答えします。 

 すいません。世界遺産になってちょっとスタイルが変わってきていて、今言われたように時

間がない方は、レンタカーを借りて回っています。となると、今言ったようなメニューで回る

ので、金見の展望台のほうも上に上がれるし、歩くことはなくなるような感じにもなります。 

 とにかく今は観光のスタイルが変わって、個人で来るお客さんが多くて、また体験型ですね、

自分で実際に歩いて自然を楽しむという観光に変わってきています。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 レンタカー借りて回るということは、どういうことかと、案内板がないと大変。カーナビと

いうのもありはするんですけど、ある程度案内板がいっぱい必要なんですよ。で、島は案内板

が少ない。 

 それともう一つ、確かに団体で来るのと、個人で来るのが多くて、１棟貸が笠利の空港の横

にも何棟かできています。そして喜界島も１軒貸がずっといろいろできています。そういう花

徳にもできましたけど、ああいうふうな１棟貸があちこち島々いっぱいできておりますけども、

やっぱりちょっと形態が変わってくるのもあるんだけど、やっぱりそれにはそれなりの案内板

とかいうものをきちっとしておかないといけないということですので、その辺はちょっと言う

もあんまり時間がないので、次に行きます。 
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 自然遺産観光拠点施設についてですが、屋久島の屋久杉自然館や環境省の住用村にある奄美

大島世界自然センター、あと大和村にある奄美生物保護センターをちょっとこれを見てきまし

たけれども、花徳にできる施設は大体どういうふうなものであるのか、もう少し詳しく。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 広田議員の御質問にお答えします。 

 世界自然遺産センターについては、徳之島のリビングミュージアムをテーマに徳之島の自然

を間近に感じながらくつろげる島のリビング、価値ある自然環境や生物とともにある持続的な

暮らしの姿、環境文化を学ぶ島の人々や観光客でにぎわう場所をコンセプトとして掲げた施設

になります。 

 内容については、徳之島の自然遺産の価値でもある生物多様性と保護の取組を紹介し、実際

に森に出かけたくなるような仕組みを凝らすことで、エコツアーなどの活動拠点として役割も

担う施設等を予定しています。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 これが大和村の展示、家と展示ですけどね、これが住用村の環境省２つ造ってあるんですけ

ども、全然物が違うんだけど、どっちのほうになるんですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 今環境省が計画には、我々が要望しているのは奄美大島にあるセンターとは違うコンセプト

で造っていただきたいとか、今我々がそういった場所を見てみますと、展示でも何か中途半端

な展示が見受けられると。それを徳之島では違ったコンセプトで展示物にしても画像でＰＲす

る物でもお願いをしているところでありまして、環境省にお話を聞きますと、「そういった要

望も聞いていますので、徳之島は徳之島の違った形での展示の仕方、そしてまた運営の仕方を

していきたい」というふうな話は伺っております。 

○１２番（広田 勉君）   

 その運営管理はどこがされるんですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 遺産センターにつきましては、環境省としては３町で一応センターの運営はしていただきた

いという話がございます。 

○１２番（広田 勉君）   

 ということは、職員を派遣ということでよろしいですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 今アイデアとしましては、各町１人ずつの職員の派遣、そしてまた臨時になるのか、会計任

用職員になるのかというのは分かりませんが、１人、２人は必要かなと。そして経費につきま
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しては、恐らく国のほうで賄うのではないかなと。なぜならば入場料が無料になるだろうとい

うふうに思います。 

 今後はその運営についても、３町と環境省と話を進めて、協議会を設けて進めていくことに

なるかと思います。具体的にはそこで話し合うことになります。 

○１２番（広田 勉君）   

 この施設と併合して何か構想がありましたよね。 

○町長（高岡秀規君）   

 この世界遺産センターを誘致するに当たっては、交流施設、観光拠点施設なるものを併設す

るというのがある程度の条件でしたので、観光拠点施設を町のほうで、今奄振事業を使って、

もう設計、整備を進めているところであります。 

○１２番（広田 勉君）   

 食堂も何かできるような話もされておりましたけど、大体客席はどれぐらい。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 お答えします。 

 客席とします食堂のほうは、50人程度を予定しております。 

○１２番（広田 勉君）   

 観光客に島の食事を出しなさいとよく言われるんですけども、その辺も考えているんですか。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 お答えします。 

 食堂におきましては、取りあえず今地域営業課とも一応協力しながら、特産品を使った料理

を提供していきたいとは考えております。 

 以上です。 

○地域営業課長（清瀬博之君）   

 お答えします。 

 今、花徳支所長から申したように、我々ぐるなびと協定を結んでおります。ぐるなびのほう

で、今新メニュー、新たな郷土メニューというか、島の特産品を使ったコース料理を今、今月

からシェフ等を募集をかけてやっていく予定なので、８月か９月頃には、もしかしたら皆さん

にも試食していただける機会ができるのかも分かりませんが、そのほうな方向で進めていると

ころです。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 開高健の白いページという本の中に、奄美の人はハブの唐揚げ３切れ食うと鼻血が出るとそ

う聞いて、私はハブの唐揚げから、酢のもの、刺身、何とかフルコース食べたと。翌朝、変化
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はなしとそういうふうに書いてあったんですけどね、そういうげてものみたいなものも考えて

はいない、いる。 

○町長（高岡秀規君）   

 十何年か前に考えたことがありましたけども、それは亜鉛ですね、亜鉛が鶏肉の７倍ぐらい

あるということから、女性に適した食材じゃないかなということで考えたんですが、肉が少な

くて、あと匂いがひどくて、なかなか食材としては扱えなかったということです。 

 そして、今考えているのは、徳之島で今肥育牛をしていますから、肉とバレイショとトロピ

カルフルーツ等を、島で獲れるものをメインに商品開発と言いますか、メニュー開発をしてい

きたいなというふうに思います。 

○１２番（広田 勉君）   

 やっぱり前も言いましたけど、龍郷の近くに鶏飯１本で観光バスをずっと呼んでいる大きい

お店がございますよね。やっぱりあれぐらいの鶏飯で呼べというわけじゃないんだけど、あれ

ぐらいのやっぱり観光客が来れるようなメニューとかそういったものもぜひ考えていただきた

いなと。 

 もう一つは道の駅みたいなのもできるようなことは聞いたんだけど、それは。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 広田議員の御質問にお答えします。 

 今ありました道の駅に登録につきましては、６月下旬に九州地方整備局及び鹿児島県土木部

の方々が構成員となる検討幹事会のほうに臨む予定となっております。また検討幹事会を得た

後は、連絡協議会に諮られることとなりますが、特に問題がなければ検討幹事会のみの審査と

なることもあるそうです。その後申請書を提出し登録を受けるという手順となっております。 

 以上です。 

○１２番（広田 勉君）   

 この間からずっとテレビで道の駅のランク付とかいろいろしておるんですけども、やっぱり

開口一番何を言うかというと、「わあ安い」ね、どうして島の人たちは高くせんといかんのか

なと、売るのか高くするのかがよう分からんですけど、先ほども安くして売れないかという話

もありましたけど、今のＡコープのものを見ておっても、どうしても島の物は高いというふう

な実感があるわけです。そうならないように、「わあ安い」と、「買おう」というふうになる

ような誘導はできないものかどうか。 

○町長（高岡秀規君）   

 安くてということではなくて、周りにも商店街がありますから、価値のあるものを提供する

ということであります。 

 仮に農産物でも自然栽培であるとか、有機栽培を手がけた野菜をどこかのスーパーが出して



― 75 ― 

いただくとか、まず民間圧迫ということも考慮しながら、価値のあるものを出していくという

ことをコンセプトにしたらいいかなと、今は考えております。 

○１２番（広田 勉君）   

 それも分かるけど、やっぱり自分らが買う気になったら、高級料理であれば高かろうか安か

ろうが買えるんですけど、やっぱりある程度計算しながら買いますので、わざわざ花徳まで行

って買うというこのあれも考えながら出店のほうも考えていただけないと、ほとんどいいもの

を出したけど売れなかったわじゃ、やっぱり大変ですので、そういったこともいろいろ考えて

努力していただきたいということで終わります。 

○議長（行沢弘栄君）   

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 次の会議は、６月７日午前10時から本会議を開きます。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。 

散 会 午後 ４時５４分   
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令和５年第２回徳之島町議会定例会会議録 

令和５年６月７日（水曜日） 午前10時 開議 

１．議事日程（第２号） 

○開 議 

○日程第 １ 一般質問 

         植木 厚吉 議員 

         是枝孝太郎 議員 
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△ 開 議  午前１０時００分 

○議長（行沢弘栄君）   

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 

△ 日程第１ 一般質問   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 植木厚吉議員の一般質問を許可します。 

○４番（植木厚吉君）   

 皆様、おはようございます。 

 先般の台風も大きな被害もなく通過し、一安心した矢先、また次の台風が発生しており、動

向が気になるところでございます。今年は台風が多く上陸するのではないかと懸念をしている

ところであります。 

 島が抱える課題は多くありますが、解決へ向けて一つ一つできることから取り組んでいきた

いと思います。 

 それでは、令和５年６月定例会において、４番植木厚吉が、通告の３項目について一般質問

をさせていただきたいと思います。 

 まず１項目、５地域会議についてであります。 

 今年１月、国内の世界自然遺産に登録されている５つの地域の間で連絡協議会が発足されま

した。各地域の課題や解決策の情報を共有し、新たな遺産保護活動のモデルを構築し、世界へ

向け発信していくとのことであります。 

 今後、この協議会をどのように活用していくのか。また、この地域間でどのような連携が取

れるのかを伺いたいと思います。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 植木議員の御質問にお答えします。 

 先ほど植木議員も言われていましたが、今後この会議が継続していくことで、直面する課題

や自然保護と人の暮らしを両立させる取組などの情報共有が可能になります。これにより、徳

之島の遺産価値の保全と活用において、より具体的で効果的な取組が可能になると考えていま

す。 

 また、各地域間での連携についてですけれども、2025年に開催される万博へも参加が予定し

ており、遺産地域と連携し、人の暮らしと両立する日本型自然保護のメッセージを国内外に発

信することも予定されております。 
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 以上です。 

○４番（植木厚吉君）   

 今のお話のとおり、我々、奄美・沖縄地区は、後もって世界自然遺産に登録されたわけです

けども、いわゆる知床やら白神山地、屋久島等自然遺産の先進地があるわけですから、いろい

ろな観光地としての対策は、我々が先を行っていると思います。 

 また、そのような中で、現在把握されている課題といいますか、ごみ問題、オーバーツーリ

ズム等あろうかと思いますけども、どういうような課題があると考えられますか。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 お答えします。 

 現在では、ロードキルのほうが多発しているような状況でありますので、その辺の課題解決

のために、30年続いてきた屋久島等の意見とか共有して参考にしていきたいと考えています。 

○４番（植木厚吉君）   

 ロードキル、それは奄美特有の課題であろうかと思いますが、この世界自然遺産登録されて、

先ほど2025年の万博に打ち出そうということでありますけども、いわゆるこの取組が世界へ向

けて日本の世界自然というものをブランド化して打ち出していこうということでありますけど

も、これは後ほど是枝議員も上げていますので、深くは聞きませんけども、ざっくりとでいい

ですけど、どのような方向性でこの世界へ。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、東京等でその会議が行われたときに、首長同士でお話をしたことがございます。先ほど

のロードキルの問題と外来種の問題は同じ地域課題があるということで、特にまた、小笠原諸

島等の首長さんともお話をいたしました。 

 しかしながら、その課題解決につきましては、それぞれの抱えている課題で、方法は違うか

もしれないなというふうに今考えているところであります。 

 そして、例えばロードキルのクロウサギの場合はどうやって防ぐかっていいますと、例えば

トンネルを掘るとかってなりますと、それはまた野猫もトンネルに入ることになってしまうと、

それでまたクロウサギの習性を見ますと、ふんをするのは見晴らしがいいところでやるとかで

すね、いろんな地域が特性のある課題を持っていますから、解決策には相当な努力とアイデア

が必要になってきているなというふうに思います。 

 また情報発信につきましては、今、自然遺産の５地域が共同で首都圏等々でアピールできな

いかとか、万博での参加による取組とか、あと物産関係の販売等についても５地域が協力でき

ないかという話が今議題となっております。 

 今後は、５地域でしっかりと自然遺産についての世界へのアピールを取り組んでいくことに

なると思います。 



― 81 ― 

○４番（植木厚吉君）   

 この５つの地域を結ぶ協議会を通して、この日本の世界自然遺産というものが確固たる日本

のブランドになっていくように期待します。 

 次に、この協議会発足を機に、各地域間の人的交流や地域間での物産品の相互販売など、各

地域において相乗効果の期待できる取組ができないか、伺いたいと思います。 

 これを少し掘り下げて話しますと、例えば、各地域には物産館や道の駅等、そのような販売

拠点があろうかと思いますけども、そのような場所で、例えば世界自然遺産フェアのようなイ

ベントを企画したり、互いの物産場で期間限定とかでお互いの季節の産物を販売したりですと

か、また観光に関するパンフレット等お互いに設置するとかですね、それぞれの地域に訪れた

観光客が、またそれ以外の世界自然の登録地域に行ってみたくなるような、そのような取組を

してはどうかと思うところですが、いかがでしょうか。 

○地域営業課長（清瀬博之君）   

 おはようございます。 

 植木議員の質問にお答えします。 

 人的交流や相互販売等により相乗効果に期待できる事業についてお尋ねでした。 

 地域営業課美農里館におきましては、世界自然遺産５地区との協定を結ぶことによって、各

地区の特産品を扱うことは可能であると考えております。 

 また、そういう取組をすることによって、相互販売等の事業展開も推進できるのかなという

ふうに考えております。それによって本町のＰＲにもつながるし、各地区の相乗効果もあると

考えているところであります。 

 そういったことを今回の発足を機に、どのような事業が展開できるか、関係機関や担当課と

検討してまいりたいというふうに今考えているところであります。 

 以上です。 

○４番（植木厚吉君）   

 これは個人的なちょっと経験を申しますと、鹿児島のある物産館といいますか、道の駅に訪

れた際に、道の駅というのが大体その地域の物、地場産の物を扱うのが当たり前なんでしょう

けども、食堂の方で別の地域の、ちょっと忘れましたけど、そばを販売していまして、そのそ

ばを食べたんですけども、期間限定で、そういう季節だったんでしょうね、食堂で販売をして

いて、あっ、こういうのもありだなという観点で今回のこの質問をさせていただいたんですけ

ども。 

 また、先ほどフェアのようなイベントという話もしましたけども、先般３月に尼崎のほうに

我々も行かせていただきましたけども、やはりあのような、コロナ明け、また対面でのあのよ

うなイベントがすごく好評だったと聞いておりますし、我々も体感して、やはりこのようなア
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ナログ的なＰＲ活動ってすごい大事だなと、改めて再認識したところであります。 

 あのイベントについて、課長の感想等、また聞かせてください。 

○地域営業課長（清瀬博之君）   

 お答えします。 

 ３月のイベントにつきましては、尼崎のほうで郷土会とか一般社団法人徳之島の方を中心に

させていただきました。職員も大勢参加させていただきました。本当に、向こうも３年ぶりの

開催で大変なにぎわいができて、我々徳之島から持っていった商品も全て完売した状態でした。

本当にありがとうございました。この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。 

 また、先ほどあったように、イベントに関しましても、世界遺産の５地区会議において、首

都圏や大阪、福岡、物産展などが開催することが可能ならばやっていきたいというふうに思っ

ております。 

 また、徳之島の知名度もアップするというふうに考えております。それにつきましては、各

地区の予算や開催時期、関係機関との連携を考慮した、どのようなことができるかという提案

ができたら、より一層、徳之島の魅力というのが、尼崎のような形で発表できるのかなという

ふうに思います。 

 以上です。 

○４番（植木厚吉君）   

 この質問をするに当たりましてネット等でいろいろ検索してみたんですけども、北海道の知

床の世界自然遺産のサイトを見ましたら、各地域の登録地域の紹介もしていたんですね。 

 やはり北海道に興味のある方が知床に行ってみたいとサイトを検索したりした際に、またほ

かの地域も載っていますので、あっ、こういうとこがあるのか、こういうとこもあるんだなと

いうすごい誘導には有効だと思いました。 

 また、先ほどお話ししましたとおり、現地でのいろいろなイベント等、かなり有用性がある

と思いますので、ぜひ、まだこの５地域の間でもろもろの事業はないかと思いますけども、ぜ

ひ、事業化等を目指していけるように頑張っていただきたいと思います。ぜひ、交流促進のほ

うを図っていただきたいと思うところであります。 

 また、その中でも、島の経済的発展を考えたときに、観光立県沖縄との連携強化はしきりに

叫ばれておりますし、また、必須の事項だと思います。 

 その中で、令和５年度の奄振予算の中にも、奄美・沖縄との観光連携事業が計上されており

ますけども、今後どのような事業が計画されているか、伺いたいと思います。 

○企画課長（吉田 忍君）   

 植木議員の御質問についてお答えいたします。 

 今年２月に策定しました奄美群島成長戦略ビジョン2033の中でも、奄美群島は沖縄への輸出
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や世界自然遺産登録を契機とした交流人口のさらなる推進など、沖縄との連携を図るという本

文が明記されているところです。 

 また、総括的な課題の中でも、沖縄は奄美群島と社会的、経済的、文化的にも古くからつな

がりが深いことから、生活圏域として関係にある。共に世界自然遺産になったことから、今後、

奄美群島の自立的発展を促進していくためには、沖縄との関係は重要性を増しており、人や物

資の往来の支援、医療、福祉の支援など、あらゆる面で連携を強化していく必要があるとして

おります。 

 この中で、今現在、奄美群島と沖縄関連で取り組んでいる事業を御紹介いたします。 

 まず１つ目が、先ほど植木議員がおっしゃいましたが、奄美・沖縄世界自然遺産登録観光連

携事業、こちらのほうは、鹿児島県、県のＰＲ観光課と沖縄県が合同で実施しており、沖縄島

北部・那覇・奄美大島、また沖縄島北部・那覇・徳之島を対象とした旅行商品券の造成促進事

業となっております。こちらのほうは、このルートに参加していただいた方に、ノベルティー

等を贈呈している事業になっております。 

 また、令和５年度の新規事業としましては、こちらのほうも、鹿児島県ＰＲ観光課が実施主

体ではございますが、２つの自然遺産、屋久島・奄美周遊促進事業を実施しております。 

 本町といたしましては、これまでも継続して実施しておりますが、奄美大島12市町村、沖永

良部島与論、沖縄島北部やんばる地区ですね、こちらのほうの広域圏交流促進推進協議会とい

うものに携わっております。 

 こちらのほうは、昨年度も沖縄のやんばる地区のほうに小中学生を派遣いたしまして、そこ

で現地の子供たちと一緒に自然環境保護の勉強会とか、いろいろな取組を実施しております。

こちらにつきましては、今年度も継続的に実施していくところです。 

 そしてもう１点、沖縄との交流の中で関連していくのが、今年は奄美群島日本復帰70周年、

こちらのほうを記念いたしまして、奄美大島のほうで５市町村による共同主催で、第14回全国

離島交流中学生野球大会、こちら全国離島甲子園と申しますが、こちらのほうが８月に５日間

の日程で開催を予定しております。 

 こちらのコンセプトも、「野球を通じて「島」と「島」の交流を」としており、沖縄のほう

からも３チームが出場して、この中で合同での野球教室や交流会などを通じて交流を深めてい

く事業でございます。 

 また、これに加えまして、今後とも企画課としましては、広域事務組合を中心となって事業

の創設に取り組んでまいりたいと思います。 

○４番（植木厚吉君）   

 これ先ほどのまたイベントの話に少し戻りますけども、このネット社会が浸透した社会でも、

対面にかなうものはないと思うんですね。人的、本当に人と人との直接的な交流、そのような
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事業を利用して、もっともっと深めていければと思うところであります。 

 また、沖縄との連携ということですけども、昨日、沖永良部のほうで議員大会がございまし

て、その後、議員の方々と大山さんという農家の方の研修に行ったんですけども、長らく農業

を携われておられて、今、福岡先輩も取り組んでおりますけども、サツマイモの栽培もされて

いる方であります。大規模でされておりますので、沖縄を経由したアジア圏との取引というも

のも視野に入れて活動されていることであります。 

 私が言うところの、沖縄との連携ということは、今後、沖縄は観光人口も世界一であります

し、また、今、ＵＳＪを手がけたプロデューサーが今、そういうアミューズメントパークの建

設も始まっております。恐らく観光しかり、アジアの経済圏の中心になってくる土地が沖縄だ

と思いますので、そことの連携というのはしっかり強固につなげていくのが必要だと考えてお

ります。 

 そのような中で、沖縄との連携という見解で町長の御意見を頂きたいと思います。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、奄振予算のほうでも、沖縄との連携というものを強くうたおうとしているところでござ

います。今後は、鹿児島県と沖縄県との連携、どうやって連携を取っていくかということが非

常に重要になってくる。それは、お互いがウィン・ウィンでなければいけないということであ

ります。 

 例えば沖縄県にしても、当然、沖縄県の離島を抱えています。鹿児島県の離島も抱えていま

すが、まず沖縄県としたら、まず、自分たちの県内の離島振興というのはどういったものか。

プラスアルファとして、奄美の離島と兄弟島ということで進めていくことが、お互いウィン・

ウィンだろうというふうに思います。 

 そこで、沖縄県に流れる観光を全て奄美ということではなくて、じゃ、奄美から沖縄に誰が

行くのかという、奄美経由で沖縄というふうになりますと、徳之島の闘牛でありますとか、そ

れだと手当ての沖縄からも来るし、奄美、そして都会から、鹿児島からでも沖縄のほうに誘致

ができるわけですね。それだとウィン・ウィンになるわけですよ。 

 農産物にしても、お互い我々の言うことだけではなくて、沖縄県の立場になって考えた上で

の企画というものが、今後は必要になってくるだろうというふうに思いますので、今後はさら

に、鹿児島県と沖縄県の話合いを進めながら、具体的な施策を構築していきたいというふうに

思います。 

○４番（植木厚吉君）   

 まさに、今取り組んでいる奄振の事業を活用して、ぜひ、言葉とかではなく、本当に実質的

な交流が深まっていくことを祈念しております。 

 次に、観光需要の増加について伺いたいと思います。 
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 令和５年５月から、新型コロナウイルス感染症の位置づけが２類相当から５類感染症となり、

いわゆるアフターコロナという兆しが見え始めました。 

 各業界においても、コロナの後、徐々に復調に転じているとの声を聞いておるところであり

ます。 

 また、そのような中で先般、取り組みましたユーチューバーの平成フラミンゴさんとのコラ

ボ企画や、また、片岡愛之助さん・藤原紀香さん夫妻の来島など、私たち徳之島が頻繁にメデ

ィア等で取り上げられるようになってきております。 

 また、そのような要因もあり、島内産の商品の需要も相当に高まりつつあると聞きますが、

現在、美農里館で生産している商品の現状を伺いたいと思います。 

○地域営業課長（清瀬博之君）   

 植木議員の質問にお答えします。 

 現在、美農里館で生産されている商品の現状についてのお尋ねでした。現在、美農里館で製

造されている商品は、豚角煮カレー、各種ジェラート、ジャム、島みかんジュースの４種類の

16品目でございます。 

 美農里館商品は、これまでの職員や関係者、また議員の皆様のＰＲにより知名度がアップし

てまいりました。先ほど植木議員からもあったように、昨年度のおもてなし観光課の事業で芸

能人の方やユーチューバーが取り上げたことにより、知名度がさらにアップした状態でありま

す。 

 そこで、豚の角煮カレーにつきましては、現在、空港をはじめ、町内のスーパーで取り扱っ

ていただいております。 

 また、今年度より、羽田空港近くにあるイノベーションシティ内の「ぐるなびフードホール

ワイ」という施設において、角煮カレーを毎月100食提供することになりました。それにより、

角煮カレーの売上げも大分伸びてきているところであります。 

 ジェラートにつきましても、現在、11品目のジェラート・ソルベを製造しております。ジェ

ラートも空港をはじめ、島内の飲食店へ卸しております。また、ふるさと納税の返礼品として

も活用していただき、販売個数が増加傾向にあります。 

 島みかんジュースにつきましても、空港をはじめ、島内の飲食店及びスーパーで取扱いをし

ていただいているところです。また、会議等でも御利用していただいている状態であります。 

 ジャムにつきましては、ジャムという名のつく商品は全国に結構多く存在するのですが、そ

れでなかなか販売個数が増えてこなかったところがあったんですが、昨年度より、ふるさと納

税の返礼品として活用したところ、徐々に注文個数が増えてまいりまして、現在はリピーター

の方も増えている状態であります。 

 以上です。 
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○４番（植木厚吉君）   

 確かに先ほど話しましたＰＲ活動のもちろんたまものではあるとは思うんですけども、いろ

いろ課長とは個人的にもお話をさせていただく機会が多いんですけども、商品にすごいこだわ

って、そのこだわりというものが伝わっているから増えてきていると思うんですよ。 

 幾らＰＲしても売れないものは売れないし、今それだけ引き合いが多いということは、生産

ラインに携わる方々のこだわり、また、町長、課長のこだわりが伝わって、そのような問合せ

も増えてきていると思います。 

 特にジェラート等、すごい果汁のパーセントでしたかね、すごいこだわってやられると聞い

ておりますけども、課長が商品の中でこだわられているところとか、出たところございますか。 

○地域営業課長（清瀬博之君）   

 ありがとうございます。 

 私は全ての商品がおいしくていただいているのですが、特に角煮カレーにつきましては、中

に入っている豚の角煮がとても軟らかくておいしいと思っているし、豚の肉がないとこの角煮

カレーは成り立たないなというふうに感じているとこであります。 

 また、ジェラートにつきましても、マンゴーソルベにつきましては、45％ほど果汁が入って

おります。そういった、もともとそこで働いていた歴代の課長さんや町長がそういったことに

こだわって、そういった商品をつくったことによって今があるのかなというふうに感じている

ところであります。 

 以上です。 

○４番（植木厚吉君）   

 昨日の一般質問の答弁の中でも、その食にこだわるというとこの話がございましたけども、

今、ジェラートの45％を改めて聞くと、すごいパーセンテージだなと思うんですけども、この

物産品の食に対するこだわりというもの、町長の見解がございましたら。 

○町長（高岡秀規君）   

 やはり商品の原材料の特徴をいかに出すかということですよね。例えば、例え話ですけども、

ショウガというものはぴりっときます。通常、ほかの商品をその当時見ますと、ぴりっという

感覚を抑えている傾向にあったわけですよ。それでは、ショウガのものの原材料というのは意

味がないということから、ショウガのぴりぴり感というものを出すための商品開発をしたわけ

です。それが、結果的にショウガを感じられるということから、定着したリピーターが生まれ

てくるのではないかなというふうに思います。 

 薄利多売は大手にかないませんので、我々はあくまでもシェアは、言わばピラミッドでいえ

ば安くはできませんから、ピラミッドのトップのシェアをいかに獲得するかということに力を

入れていかなければいけないというふうに考えております。 
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○４番（植木厚吉君）   

 ぜひ、そういうこだわりがユーザーに伝わってのリピーターが増えてきていると、要因だと

思いますので、ぜひ、そのこだわりは捨てずに今後も取り組んでいただきたいと思います。 

 また、今後、新商品の開発等も何か考えておられますか。 

○地域営業課長（清瀬博之君）   

 ありがとうございます。 

 新商品につきましては、今徳之島で生産されている和牛ですね、徳之島生まれ徳之島育ちの

牛の切り落した肉が少しあったので、それによってビーフカレーが作れないかということで、

以前、少し試作をして町長、副町長、総務課長に食べていただいたんですが、何せ今生産の量

が増えているので、その新商品の試食した後の製造までがまだ行き着いていない状態が続いて

いるので、今後はそういった方向にも少し力を入れながら進めていきたいというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○４番（植木厚吉君）   

 この流れで次に行きたいと思うんですけども、来年末には観光拠点施設も稼働の予定であり

まして、さらに商品の販路も広がっていくのではないかと思うところであります。 

 今後も商品の需要拡大は間違いなくあることと思う中で、そのような現状の中、美農里館の

製造工場としての機能強化は必須ではないかと考えるところでありますが、現在、製造ライン

の増設やまた改修などは考えていないか、伺いたいと思います。 

○地域営業課長（清瀬博之君）   

 ありがとうございます。植木議員の質問にお答えします。 

 美農里館の製造ラインの機能強化についてお尋ねでしたが、今現在の美農里館におきまして、

商品は４種類の製造状況ですが、角煮カレーにつきましては、下処理を含め２日間要します。

その後、外部へ検査を出して、検査期間が約３週間を要しますので、製造は約１か月ほど要し

ます。その間に製造個数は、１回で約300個ほどの製造個数となっております。 

 ジェラートにつきましても、１品目につきまして１日、検査で３日、ジェラートは11品目あ

るために、大体１か月半から、もし、全てを作ろうと思ったら１か月半から２か月ほど要する

というふうに考えております。また製造個数は、カップだと500個から700個が製造可能です。 

 ジャムにつきましても、製造は約４日間要するところです。１回の製造で200グラムが50個、

50グラムが200個、これにつきましては、賞味期限が６か月ということなので、あまり多く作

り過ぎると賞味期限が過ぎてしまうということで、ちょっと個数を減らして作っているところ

であります。 

 島みかんジュースにつきましても、約５日間ほど製造に要します。これにつきましては、
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１回で1,000本ほど製造できることになっています。 

 このようなことから、需要と供給のバランスは、現在若干追いついていない状況ではありま

すが、現在のところは製造回数を少し増やして対応している状況です。 

 今、御質問のあったことですが、これは私の見解ですが、今後需要を拡大していくことで、

また我々職員や皆様方のＰＲ活動が増えていくと、多分製造が追いつかなくなることも予想さ

れます。 

 そこでやっぱり施設の更新はもちろんですが、また、当局とか相談をしながら増設も考えな

いといけないのかなというふうに感じているところであります。 

 以上です。 

○４番（植木厚吉君）   

 外の条件が物産館もでき、売れる体制はＰＲも含めて整ってきているわけです。課長との会

話の中にも、なかなか生産が追いつかないとよく聞いておりますし、やはり売れるときにしっ

かり売れるものを製造するというのは、ある意味責任でもありますので、この辺はなかなか大

きな投資はかかるところでありますので、簡単には言えませんけども、ぜひ売れるものであり

ますから、ラインの強化というのは図っていただきたいと思うんですけども、町長の見解はど

うですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 実は製造業者について、島の製造業者のメーカーはそこが一番ネックになっていると。せっ

かくいいものを作るんですけども、大手の問屋さんが、これだけの量を作れますかと。作れる

んだったら、ちゃんと契約をして販売しますよというところの製造量がなかなか作れないとい

うことで、お断りしているケースが結構出てきてはいるんですよ。 

 当然、私どものジャガイモについての日本食研のあれも、製造量が全然足りないということ

から、結果的には今、頓挫しているところであります。 

 この製造量が、売り先のバイヤーから見たときの量を供給できないということが今の最大の

ネックになっていますので、今後は民間の加工業者もしかり、そして今、美農里館もしかり、

交流人口が増える中でしっかりと対策は打たないといけないなと、そういう時期に来ているか

なというふうに考えております。 

○４番（植木厚吉君）   

 この件に関しましては明確な答弁は求めませんけども、ぜひ重要な課題として取り組んでい

ただければと思うところであります。 

 次の質問に移らさせていただきたいと思います。 

 ３項目め、島内主要県道の国道昇格について伺いたいと思います。 

 以前、県道80号、83号線の国道昇格への要望活動があったかと思いますが、どのような経緯
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があったか、お尋ねしたいと思います。 

○建設課長（清山勝志君）   

 お答えします。 

 当時、県議会で陳情がなされていましたが、継続審査となり審査未了で終わっております。 

 また、奄美群島市町村議会大会にて、昭和63年から平成19年の間に13回も議題に上がってい

ますが、同様に継続審査となっております。 

○４番（植木厚吉君）   

 この件に関しましては、先ほど資料のほうもお配りさせていただいておりますけども、一番

最初は昭和63年ですかね、相当な長い要望の歴史があるようでございます。もう十数回要望し

ておりまして、名立たる先輩方が要望を上げているのを拝見させていただいております。 

 なぜここまで国道昇格というのにこだわったんでしょうか。何か分かりませんか。 

○町長（高岡秀規君）   

 まずは、奄美大島に国道があることから様々なトンネルであるとか、そういった整備がされ

てきている。それでまた、国道イコール非常に安全確保ができているすばらしい道路だという

感覚もあったんだろうと。よって、県道ではなくて国道昇格することによってトンネルであっ

たり、いろんな施策が講じられるのではないかなという期待感から、恐らく過去には国道昇格

を要望したことだろうというふうに思います。 

○４番（植木厚吉君）   

 この陳情一覧の中に、平成６年なんですけども、徳之島町山と天城町の松原の間のトンネル

の要望等も出ております。これも地元の先輩からそういうような活動があったことも聞いてお

りますし、やはり国道であれば、そのような可能性も見えてくるという観点もあったであろう

かと思います。 

 その添付資料のもう一つ地図を添付しておりますけども、鹿児島から種子島、奄美大島を経

由して沖縄本島につながっておるわけですけども、私個人の意見ですけども、あくまでも、各

離島もしっかり国道へつながるべきだと思うのが個人的な意見であります。 

 これが、次に行きますけども、国道へ昇格した場合、どのようなメリットが考えられるか、

伺いたいと思います。 

○建設課長（清山勝志君）   

 お答えします。 

 県道から国道へ昇格すると、今まで県が維持管理をしていた道路の管理を拡張や維持管理に

係る負担を国がするようになります。 

 また、道路法に定める一般国道のうち補助国道となります。指定区域外ですので、管理は変

わらず県であります。施工金の補助率が10分の７から10分の８となることです。 
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○４番（植木厚吉君）   

 負担金の割合も減ると。大きなメリットというのはないかと思いますけども、先ほどの先輩

方が要望された時期と現在では国際的な状況、また国内の状況もかなり変わってきております

し、一概に当時と同じ条件ではないですので、その観点からも、現在、今年、去年と自衛隊の

訓練もございました。また、徳之島を含めた南西諸島の役割は以前にも増して重要になってき

ております。 

 今後また、自衛隊の訓練使用等などを考えれば、島内の主要道路も高規格化が必要になって

くるかもしれません。この国道昇格の要望に関しては、絶好のタイミングではないかと思うと

ころなんですが、町長の見解を伺いたいと思います。 

○町長（高岡秀規君）   

 昔とは大分様相が変わってきているのかなというふうに考えております。 

 背景には、世界自然遺産登録になって沖縄と奄美、徳之島が遺産登録になったということか

ら、それを道路でもつなげないかという話は、恐らくテーブルの上ではのせれる可能性はある

かなというふうに思います。 

 以前、昭和60年のトンネルの話については、僕も記憶が少し覚えているのが、手々でありま

すと、金見とか素通りになってしまって、恐らく疲弊してしまうということも意見もあったよ

うに伺っております。 

 今後は、世界自然遺産の中で自然を守るための道路というものは、クロウサギ等々の対策を

考えますと相当な予算等必要になってきますので、今後は国道について、一度国のほうへ意見

交換を申し出たいというふうに考えております。 

○４番（植木厚吉君）   

 これ相当、何年前でしたかね、石原都知事が在籍のときに尖閣諸島を国有化するということ

で、国のほうが国有化に動いたわけですけども、やはり先ほどの地図にもあるとおり、各離島

飛び飛びで国道というものが点在しているわけですけども、やはり各離島こそ、しっかりと国

のインフラ、国道という整備が、逆に今の御時世必要だと思います。 

 しっかりこのような観点からも、ぜひこの案件は過去の活動等も参考にしながら、実現へ向

けて取り組んでいけたらと思うところであります。 

 以上で、私の一般質問を終わらさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（行沢弘栄君）   

 次に、是枝孝太郎議員の一般質問を許可します。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 皆様、おはようございます。 

 昨日は瀬戸内町長、鎌田愛人、「愛人」と書いて「なるひと」、町長が再任をされて、また
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４年間、町長との関わりが出てくると思いますけど、町長は７月に向けて大変だと思いますけ

ど、ふんどしを締め直して、もう一度、未来にビジョンを描いて頑張っていただきたいと思い

ます。 

 それでは、是枝が一般質問します。 

 今はやりの指示や質問にすらすら答える対話型人工知能（ＡＩ）が日々激化、急激に進化し

ています。 

 とりわけ、アメリカのＯｐｅｎＡＩ、ＣｈａｔＧＰＴ、アメリカのＭｉｃｒｏｓｏｆｔＢｉ

ｎｇ、アメリカのグーグル社Ｂａｒｄによる競争がますます激化しています。 

 これに関連して私も試してみました、一般質問に。それに関わる、多少なりとも文言が一緒

になるかも分かりませんけど、11番是枝が３項目について、執行部並びに主管課長の明快で的

確なる答弁を求めます。 

 １項目め、地域振興について。 

 ＥＸＰＯ’70から55年たちました。万博が大阪にやってくる。「いっしょに、いこう！」

「いっしょに、いこな！」大阪・関西万博。「いのち輝く未来社会のデザイン」をキャッチフ

レーズに大阪で行われるが、徳之島町として万博にどのように関わり、地域活性化につなげて

いくのか、そして政策に構築していくのか、伺いたいと思います。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 是枝議員の御質問にお答えします。 

 先ほど植木議員の質問のときに地域営業課長が答弁していましたが、万博への関わりを通し

て、世界自然遺産地域であることの知名度を上げ、徳之島の認知度が高まることで、インバウ

ンドや国内の旅行先との需要の高まり、また地域活性化につながることがこのことで期待され

ます。 

 また、町として万博に直接関わる機会があれば、関係機関と連携して徳之島町を国内外にＰ

Ｒしていけたらと考えています。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 植木議員のときに具体的に述べていただいておりますので、客観的に質問したいと思います。 

 今後、私たち徳之島町の地域活性化に取り組むに当たって、大阪・関西万博に対してどのよ

うに関わっていくのか。そして、その周辺地域でどのような徳之島町としてのＰＲができるの

か、そういった考えはお持ちでしょうか、伺いたいと思います。 

○町長（高岡秀規君）   

 実は大阪万博につきましては、東京の郷土会でありますとか、さらには世界自然遺産の５地

域でありますとか、広域等に参加するべきではないかとかいろんな意見がございます。奄美と
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して、参加を今模索するかしないかの検討をしているところです。 

 今後は大阪の万博に向けて、首長、12市町村長が一度そういった議論をしてみたいなという

ふうに考えております。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは、去年でしたかね、今年でしたかね、屋久島のほうで世界自然遺産登録の５団体が

そこで話合いをして、今後の対応をしていただいたと思いますけど、その５地域との徳之島町

との関係で、その５地域で万博にどういうふうな関わりができるのかというのも議題の中にの

せていただきたいと思いますけど、町長の見解を伺いたいと思います。 

○町長（高岡秀規君）   

 その５地域でというふうになりますと、今考えますと永良部、与論、喜界島が含まれないわ

けですよね。そういったところで、奄美群島としてどうやって取り扱えるのかどうかも含めて、

総合的に判断したいというふうに思います。 

 今後、大阪の万博で奄美群島、南西諸島をＰＲするということには絶好のチャンスではない

かなというふうに思いますので、今後はしっかりとどういった方向性、そしてまた可能なのか

どうかも含めて検討してみたいというふうに思います。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 私たち徳之島町の役場としては、企画課、おもてなし観光課、地域営業課が関わってくるは

ずですので、総合的に今後、その３課で今後どういうふうな対応をしていけばいいのかという

話合いも持ったほうが必要だと思いますけど、その点、町長の考えを伺いたいと思います。 

○町長（高岡秀規君）   

 まず、徳之島町のみとなると非常に厳しいかなというふうに思いますので、ブース等の恐ら

く競争が相当激しくなるだろうというふうに思います。よって、ある程度の公的な視野に立っ

た施策・提案が必要でありますので、広域のところで一度話をしてみたいというふうに考えて

おります。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それで、１つだけ僕は言い忘れてありますけど、花徳支所長、今後、世界自然遺産のセン

ターができますよね。どういうふうにしてパンフレットを作成し、対応していくのか、そして、

そこに可能であれば道の駅に関しての内容等も加味しながら、そういったパンフレットの作成

をどういうふうに対応するのか、少しだけ伺いたいと思います。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 是枝議員の御質問にお答えします。 

 世界自然遺産センターについては、環境省のほうで３町で協議会を開いて話合いを持ってパ

ンフレットのほうを作成するということで、まだ検討中になります。 
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 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 ３町で話し合って、その結論が出たら大阪万博で周辺地域でブースを設けるんだったら、私

たち徳之島町のパンフレットイコールセンターのパンフレットの提供もしていただいてＰＲを

していただきたいと。そしたらインバウンド、まずは知ってもらうことが先ですので、来る前

に知ってもらって、そこから来てもらうという段階のほうがベストじゃないかなと考えます。 

 今後とも、北部振興の議員との連携を取りながら考えていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

 それでは、次に行きます。 

 ２項目めの教育振興について伺います。 

 学校現場における諸問題は多々存在するが、児童生徒以外の教員に関して教育委員会として

どのような研修を行い、教員の心身ともに最大限健全な状態で学校運営・活動ができるように

手だてを行っているか、伺いたいと思います。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 是枝議員の御質問にお答えいたします。 

 教職員に対して心身の手当てですが、労働安全衛生法に基づき各学校での毎月安全衛生委員

会の開催、学校業務の改善、ストレスチェックの実施、産業医への相談、総括といたしまして、

年２回総括安全衛生委員会での報告及び産業医の講話などを行っております。 

 また、徳之島町業務改善アクションプランを作成し、業務時間の適正管理を行っております。

総合型校務支援システムの導入やプログラミング研修なども行っております。 

 学校における諸問題の対応といたしまして、地域学校協働活動及び学校運営協議会を推進し、

年２回の研修会を実施しております。 

 また、大島教育事務所の学校訪問、町長と教育委員会の学校訪問、教育委員会の学校訪問を

行い、学校の授業参観、教員の指導、学校経営説明、関係書類の閲覧、教育環境等の設備の確

認を実施しております。 

 年６回の校長研修会、年５回の研修会でも研修を行っております。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは伺います、教育長先生に。 

 どういったのが体罰なのか、どういったのが懲戒なのか、具体的にもし事例があったら私た

ちに、インターネットを見ている住民の方々、そして議員に分かりやすくできれば教えていた

だきたいと思います。 

○教育長（福 宏人君）   
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 是枝議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 今回一部報道等において、本町の中学校において体罰事案ということで御心配をおかけして

いるところでございます。 

 今後とも、学校現場においては、子供の心に寄り沿ったような対応、それから体罰・暴言の

ないような教育というふうに努めてまいりたいと思います。 

 議員の御質問の内容なんですけど、学校においては、学校教育法第11条において、もちろん

子供たちの教職員による指導、それから懲戒はできます。ただし、体罰・暴言による指導はで

きないということで規定が定められております。 

 詳しく申し上げます。なかなか指導・懲戒はできますけど、体罰・暴言についてはできない

というふうになっておりますので、具体的に例えば申し上げますと、例えば体罰とか不適切な

指導については、いかなる児童生徒に対しても許されないことであり、児童生徒の心身に深刻

な影響を与えるということで学校教育法に禁止されている違法行為でございます。 

 もう一つは、不適切な指導というふうなものもございます。例えば大声でどなるとか、もの

をたたくとか、投げるとか、児童生徒の言い分を聞かずに対応するとか、児童生徒に著しく不

安感や圧迫感を感じる場所で指導をするとか、子供たちに連帯責任を負わせるとか、それから

指導後、教室に一人にするとか、一人で帰らせるとか、保護者に連絡しないとか様々な内容が

細かく規定をされています。 

 ただし、もう一度繰り返し申し上げますと、懲戒、いろんな子供たちに指導する上できちっ

とそこを指導する、それから懲戒を加えるということは法律上ありますので、それについては、

私たちが現場で教師が指導をするときに萎縮することなく、きちっとそこは指導するとこは指

導をすると。 

 ただし、先ほど申し上げましたとおり、体罰とか暴言による教育はあり得ないということを、

今後とも、家庭教育学級とかＰＴＡとかいろんな場がありますので、保護者の皆様も含めて、

教職員はもちろんそうなんですけど、分かりやすく、また今後も説明する必要があるのかなと

いうふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 ありがとうございます。 

 学校教育法第11条、校長及び教員は、教育上必要であると認めるときは監督庁の定めるとこ

ろにより、学生、生徒及び児童に懲戒を加えることはできる。ただし、体罰を加えることはで

きない。これは教育基本法の下に学校教育法というのがあって、その上は日本国憲法ですよ、

そして教育基本法。 

 日本国憲法と教育基本法は本当は平等性を保っているんですけど、憲法のほうがワンランク
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上ですので、その一連の流れで学校教育法があって、学校教育施行令、施行規則とつながって

くるんですけど、その中にただいま言った教育長のそういった懲戒は許されると、体罰は許さ

れないというような考えの下で、日本の社会規範は成り立っているわけです。 

 それに関して、やっぱりある程度そういった内容をしっかり教員にもう一度、そして父兄に

ももう一度、父兄という言葉を使っては、保護者にもう一度知っていただく、そして検証を行

っていただくような段階をもう一回再度構築していただきたいと思います。 

 そしてもう一つ、学校教育課長に伺います。分限処分ってどういったことなんでしょうか。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 是枝議員の御質問にお答えいたします。 

 分限処分とは、職員の心身の故障を前提として、職員がその職責を果たさない場合に職員の

身分の変動をもたらす処分であります。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それは国家公務員、地方公務員、教育公務員に該当するわけでしょうか、教育長、教えてい

ただきたいと思います。 

○教育長（福 宏人君）   

 公務員も含めて、教職員も含めて、国家公務員、地方公務員はございますが、特にもちろん、

これは公立学校教職員に関連して申し上げれば、ここに国の基準等もございますが、まず、い

わゆる分限と懲戒というのがございます。 

 まず分限とは、例えば今先生方がメンタルヘルスとか、なかなか授業に立てないとか、精神

的なような、いわゆるそういったようなことで、例えば停職であるとか、免職であるとか、後

任であるとか、先生方が教育を推進する上でなかなか十分にいけないときには、分限処分があ

ります。 

 もう一つは、身分的なことで大罰、それから先ほど申し上げましたそういったことに対して

は、例えば飲酒運転とかそういったのは懲戒ということで、これも免職、停職、あと小さく言

えば勲告、厳重注意という２つの法的なので、先生方の身分保障と、それから懲罰的なものが

分かれております。 

 以上でございます。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 ある程度多少なりとも難しい部分がありますけど、そのとおりだと思います。 

 簡単に言えば、分限処分とは、一般職である日本の公務員で、勤務実績がよくない場合や、

町長、勤務実績がよくない場合や、心身の障害のためにその職務の遂行に支障があり、またこ

れに応えない場合など、その職に必要な適格性を欠く場合、職の廃止などにより、公務員の効
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率性を保つことを目的として、その職員の意に反して行われる処分であります。 

 それはどういうことかというと、任命権者の裁量権というのがありまして、それは任命権者

が今後その職員に対してどういうふうに対応していくのか、これは教育委員会も交えて不適格

だと認めれば、申し訳ないけどあなた、民間に行ったほうが今後活躍できますよというような

法律の流れであります。 

 だからこそ、私は教育長先生にもう一度お願いがあるんですけど、もう一度保護者も含めて、

教員も含めて、憲法とはどういったのか、法律、法令、通則というのはどういったのか、教育

法といったのはどういったのか、文化保護法の中に教育基本法とか教育公務員特例法とかあり

ますけど、それとか、社会法、民法、刑法等に関わる研修会をもう一度再度しないと、法律で

私たちは動いているわけですから、この世の中は社会規範の中で、風習・文化・伝統、風習・

文化・伝統、法律で私たちはこの世の中を生きているわけですから、社会規範はどういうもの

でなければいけないか、個人的にどういうふうにして対応していかなければいけないか、一教

員としてどういうふうにして対応していかなければ、再度、そういった法律の研修会をしてい

ただきたいと思いますが、どのように考えておられますでしょうか。 

○教育長（福 宏人君）   

 お答えしたいと思います。 

 法体系はもちろん、公務員と一般も含めて法体系で私たちは動いているわけです。 

 例えば教職員になると、やっぱり子供たちを教え導くということで、身分的にも、刑法的に

も、民事的にも様々なことがございます。 

 それから例えば、先ほど是枝議員の御指摘のとおり、その教員が心身的に体調が悪くてきっ

ちりと子供たちに指導できない場合がありますよね。 

 例えば、きちっと指導できないで学級崩壊というようなこともあります。そのときは、結局、

その教員に対してきちっと指導の研修を受けさせるとか、例えば、心身の状況があれば休職で

病気を治療させるとか、そういったのは一つは分限的なものですね、そうじゃないと勤務成績

は上げれませんから。 

 もう一つは、先ほど申し上げましたとおり、例えば体罰による教育というのは、先ほど申し

上げましたとおり、学校教育法でも禁止されている。もちろんこれは刑法とかそれにも引っか

かりますよ。そういったことがあれば、そういったことに照らし合わせた、いわゆる懲戒処分

というのがございます、県はですね。 

 例えば飲酒運転であれば、例えば御存じのように道交法でもう免職というふうになりますよ

ね。酒気帯び運転、停職、それから体罰、これは回数とか、それから頻繁に行っているのか、

ただ１回だけであったのかによって停職、それから訓告とかいろんなのがありますので、これ

については再度そういったような法的なものについて、教職員がどれほどイメージきちっと身
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につけて子供たちを指導できているのか、そこを私どもは毎月管理職研修会も含めて、校長、

教頭を通してこういったようなこと、法体系についてもきちっと学びながら教育をするという

ようなことを今指導しております。 

 学校のほうも、服務規律の厳正確保ということで、必ず月１回はそういったことについて自

己研修をするようになっていますので、今後、保護者も含めて、見守るべきはやっぱり子供た

ち、それから正常な教育環境でございますので、そういったことも含めて、法体系も今是枝議

員がおっしゃったとおり、法体系も含めてどういったような形で学校教育活動はなされている

のか、そこのところについても研修会をする必要があるのかなというふうに思いますので、ま

た検討しながら進めてまいりたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 ありがとうございます。 

 もう１点だけ、夏季休暇、冬季、春、休みがありますよね。教職員は休みではないですけど、

ある一定の時期にくれば休みになるんですけど、そういったときにまだ企業研修をやっておら

れるのか。もしやっていなければ、今現実にそういった過去にあったことが今やっているのか、

そういったのも加味しながら、職員の研修の一環としてしていただけないかなと思うんですけ

ど、その見解を伺いたいと思います。 

○教育長（福 宏人君）   

 やはり現場に立つ教員は、常に研究と修養に努めなければならないという教特法に定められ

ております。現実は今、夏季、冬季、春季という、子供たちは休みですよ、教職員は勤務とい

うようになっていますが、ただ子供たちがいないことによって研修が取りやすいということで、

特に夏休みの長期研修の中でいろんな研修をする場合があります。 

 議員御指摘のとおり、企業研修というのがございます。現在でも今やっております。最長

１年で、１日からもあります、２週間、それから１か月、３か月、６か月というような企業研

修もできます。 

 本町においても、県教委の出したのは、例えば徳洲会病院、それからレクストンですね、そ

れからオーシャン、それから老人ホームというところが今研修を受け入れるということで、県

教委からもし県教委のホームページ等にもこういったように、町内でもそういう企業研修がで

きる体制が整っておりますので、もし教職員から申出があれば、一旦そういった企業研修もで

きるようにというふうになっております。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 町長、今一連の流れを聞いていただいて、どういうふうな考えを持たれているのか、伺いた
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いと思います。 

○町長（高岡秀規君）   

 昨日、おとといもウェブ会議にて人材確保についての会議に出席しましたが、そこで私が述

べたものは、最終的な県の職員、公務員にしても、学校の先生にしても人間力であろうと。そ

の人間力をどうやって身につけるかって、人の価値観を認めながら人間力、包容力というもの

を身につけないといけないと。そこが今後の人材確保について重要ではないかという話をしま

した。 

 今、是枝議員がおっしゃったように、研修の在り方を僕は見直すべきだろうというふうに思

います。教職員にしても、恐らく大卒ですぐに教員になる人もいるでしょうが、もしかしたら

人生の経験があまりにもないかもしれませんね。その経験こそが私は人間力につながると思う

ので、その人間力というものは、戦う相手を間違えないということです。 

 やはり自分との戦いというものをしっかりと見据えれば、子供にしっかりと教えたことが、

じゃ、逆に自分ができているのかどうかという自己反省というものができる人間力というもの

が、今後は非常に重要になろうかというふうに思いますので、今後は是枝議員がおっしゃるよ

うに、研修の在り方を役場職員も含めて考える時期に来ているのかなというふうに思います。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 町長の目を見ると、僕に言っているように思いますけども、ありがたく受け止めています。 

○議長（行沢弘栄君）   

 是枝議員、しばらく休憩します。11時25分より再開します。 

休憩 午前１１時０９分   

再開 午前１１時２５分   

○議長（行沢弘栄君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは、第３項目の税務について。 

 徴収の在り方について伺う。 

○税務課長（新田良二君）   

 ただいまの是枝議員の御質問にお答えいたします。 

 地方税法第１条第１項第７号に規定がございます。地方税の徴収につきましては、普通徴収

の方法によらなければならないとあります。普通徴収とは、徴税吏員が納税通知書を当該納税

者に交付することによって地方税を徴収することであります。一部には、国民健康保険税の年

金からの天引きによる納付、会社等からの給与天引きによる特別徴収や、普通徴収と特別徴収

を併用して納付していただく併用徴収もございます。 
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 納税通知書等が到達しますと、納税者は役場内交金所窓口、花徳支所、各金融機関等、また、

コンビニエンスストアで納付期限内に自主納税していただくことになります。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは課長に伺います。 

 コンビニエンスストアで納付書を持っていって納付しました。どういった経過で税務課のほ

うに連絡が来るんでしょうか。 

○税務課長（新田良二君）   

 御説明いたします。 

 納入金等の仕組みについて少し触れたいと思います。 

 こちらは、徳之島町指定金融機関等事務取扱規程がございます。 

 まず、金融機関納入につきましては、全て指定金融機関公金総括店に集約され、その納付金

の納付済通知書と指示書が会計管理者へ引き継がれ、その後、その納入済通知書と指示書が税

務課へと引き継がれているところでございます。 

 また、ゆうちょ銀行または郵便局で徴収された納入金につきましては、ゆうちょ銀行福岡貯

金事務センターで全てまとめられ、その情報がネットを介して毎日データで税務課へ引き継が

れ、その情報を会計管理者へ引き継いでおります。 

 お問合せのコンビニ収納でございますが、コンビニで納付された納入金につきましては会計

管理者へ直接納入され、その納入された情報が同じくネットを介して毎日電子データにて税務

課へ引き継がれ、その情報を会計管理者へ引き継いでいる状況でございます。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは、コンビニで今私が払いましたと払った場合、即あなたの税務課のほうにパソコン

にそれが記録されるんでしょうか。 

○税務課長（新田良二君）   

 税務課の徴収係のほうに翌日に、すみません、名前を忘れました、共通のシステムを介して

情報が入ってきます。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは、金融機関は、ゆうちょ、郵便局はそこに置いといて、金融機関はどうですか。 

○税務課長（新田良二君）   

 金融機関に関しまして、指定金融機関公金総括店がございます。こちらはＪＡあまみの金融

課が行っております。その日に引き継がれた金融機関等から集計された納入済通知書、指示書



― 100 ― 

と、その納付された納入金の集計が指定金融機関公金総括店ＪＡさんでなされ、支払日の翌営

業日の正午までに関係書類が会計管理者へ引き継がれ、その後、税務課徴収係へ引き継がれて

いるところでございます。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは、ゆうちょ銀行、郵便局はどういう取扱いになっています。 

○税務課長（新田良二君）   

 先ほど申し上げました、ゆうちょ銀行及び郵便局で徴収された納入金につきましては、ゆう

ちょ銀行福岡貯金事務センターで全てまとめられ、その情報がネットを介して毎日電子データ

にて税務課へ引き継がれ、その情報を会計管理者へ引き継いでおります。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 例えば、コンビニは分かりました。タイムラグがあるはずですけど、個々に、コンビニでは

どれぐらいのタイムラグがあって、金融機関ではどれぐらいのタイムラグがあって、ゆうちょ、

郵便局ではどれぐらいのタイムラグがあって、あなたの税務課のところに報告が来るようにな

っていますでしょうか。 

○税務課長（新田良二君）   

 お答えいたします。 

 先ほどゆうちょ銀行、コンビニは翌日に毎日電子データで情報が届いております。そのタイ

ムラグについてなんですが、例えば皆さん納付書で２階にございますＪＡの公金窓口で納付し

たとしますと、公金所で締めて、公金所のほうから総括店、ＪＡの本部で取りまとめて、翌営

業日の正午までに関係書類が会計管理者へ引き継がれ、その後、税務課徴収係へと引き継がれ

ているところでございます。 

 しかしながら、他の金融機関とすると、やはりタイムラグが発生します。納税通知書、納付

済通知書が公金総括店ＪＡのほうに届くのには２日から約10日ほどかかります。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 他の金融機関ですか。それでは、税務課、その窓口で支払った場合、ＪＡに１回入りますよ

ね。ＪＡに入ったら、その後、会計課に行って税務課に行くのか、税務課に流れて会計課に行

くのか、これ収入扱いですからどういう一連の流れでしょうか。 

○税務課長（新田良二君）   

 納付済通知書の取扱いでよろしいですか。 

○１１番（是枝孝太郎君）   
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 納付しました。お金を納付しました。そしたら、要は収入としては上げなければいけないわ

けですよね、会計課が取りまとめるんだから。そこから税務課のほうに行くのか、ストレート

に、ＪＡがあなたの税務課のほうにストレートにパソコンに行くのか、どういう一連の流れで

すかと聞いている。 

○税務課長（新田良二君）   

 ＪＡの指定金融機関公金総括店で取りまとめて、納付済通知書が会計管理者へ引き継がれ、

会計管理者からこちらの徴収係へ引き継がれ、徴収係のほうで消し込みを行うという手順でご

ざいます。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 この一連の流れで、やっぱりある程度の納付した翌日の正午にはＪＡの場合は消し込みがで

きると、税務課で消し込みができると。 

 それでは、コンビニエンスストアではストレートに納入されていましたよというパソコン上

であなたのところ、税務課には支払いましたけど、会計課のところにはまだ来ていないからそ

れを消し込むことはできないんですか。それはどうなるんですか、伺いたい。 

○税務課長（新田良二君）   

 先ほど申し上げました、コンビニで納付された納入金につきましては、会計管理者へ直接納

入がされます。その納入された情報がネットを介して毎日電子データにて税務課へ引き継がれ

ます。その税務課へ引き継がれた情報を会計管理者へ引き継いでおります。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 各種使用料、税金はみんな会計課がある程度収入として上げてきて、もう１円たりとも合わ

ないとそれは報告はできないわけですから、税務課のほうに。 

 ということはもう一つ、郵便局は何で福岡の総括のところに電子で行って、早ければ２日、

遅ければ10日になる、そういった一連の流れは解決できないんでしょうか、郵便局の場合、ゆ

うちょ、郵便局。 

○税務課長（新田良二君）   

 先ほども申し上げました、ゆうちょ銀行または郵便局で徴収された納入金につきましては、

ゆうちょ銀行福岡貯金事務センターで全て取りまとめられ、その情報がネットを介して毎日電

子データにて税務課へ引き継がれ、その情報を会計管理者へ引き継いでおります。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは、具体的に是枝孝太郎が異動しました。届け日が令和５年３月27日、異動日が令和

５年３月31日、異動日ということはある市町村に行って届出をしましたからそのときもう喪失
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するわけですよね、私の住民票が徳之島町から失効して、喪失して他の市町村に行くわけです

から。その転出したということは、その一連の中で、例えば国民健康保険税でいきますよ、喪

失しました。そしたら是枝孝太郎は父親のところから国民健康保険は外れるわけですから、そ

の分外れた分、今度は督促がついて、17日間ですよね、督促がつくのは、納入期限から17日過

ぎたら督促がつきますよね。 

○税務課長（新田良二君）   

 督促につきまして、納税者が納付期限までに徴収金が完納されない場合には、納付期限後20

日以内にその納付金の履行を催告する督促状を発送することになります。これは地方税法329

条の第１号の規定されております。 

 ですので、20日以内ですので、税務課としましては15日をめどに、16日もしくは17日に督促

状を発送いたします。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 例えば、私が２月28日に納入をしなかったと、それ以降にいろいろ用事があって島内にいな

かったと、３月、税務課としては３月17日に督促状を発送したと、納付書を発送したと。 

 そうすれば土日を挟んである、土日は郵便局は配達はしませんので、土日を回避して郵便局

員が配達したのが令和５年３月20日から22日の間に投函、その方の宛名の人のポストに入れる

と。ということは、20日から22日の間に入れた場合ですよ、事実だから、もう入れているんだ

から、郵便ポストに入っているとそれを見て、見たんだけど20から22日の間にその方はいなか

ったと。そしてちょうどいなくて、そして令和５年３月29日にその13時41分、午後１時41分に

郵便局から入れたと、納付したと。 

 その間29日に、要は21日に17日に発送して20日から22日の間に投函されたんだけど、その用

事があっていなくて３月29日に国民健康保険を納税しましたと。その納付書が４月７日付で発

送されて、その間時間が経過しているんですけども、例えば簡単に言えば、ゆうちょ銀行は10

日ぐらいかかっているということですが、あなたに連絡するためには。その間タイムラグがあ

って10日から15日、12日から15日の間にタイムラグがあって納付していないから、４月７日の

日に税務課が納付してくれと発送したと。３月29日に入れているのに４月７日にもう１回納付

してくれという連絡が、通知が来たと。それを受け取ったのが15日から12日の間なんですよ、

受け取ったのが。 

 その納付書、新しい納付書を受け取ったのが15日、最大15日、少なくて12日の間に来ている

わけですから、移動日が３月31日ですので、移動日を計算しても12日ぐらいしかかからないん

ですよ、あなたの連絡はいくのは。12日間、ゆうちょ銀行が何で連絡、郵便局から連絡が来な

かったのか、その間何があったのか。 
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 いえいえ、職員が悪いと言っているんじゃないですよ。どういう状況だったのか、ちょっと

まだ分からないことがありましてちょっと伺いたいと思います。 

○税務課長（新田良二君）   

 まず、納付期限がございます。納付期限がありまして、例えばうっかり忘れとか、口座振替

不履行等ございますよね。すぐすぐ私たちも督促状を発送するわけにはいきません。そういっ

たタイムラグもございます。今おっしゃるように、うっかり忘れで遅れて納める場合もありま

す。 

 ですので、地方税法の規定にもありますとおり、20日以内に督促状を発送することになりま

す。そして、その督促状を持って納付してもらうという形になります。 

 督促状が納付期限を10日に設定します。設定して納付をしていただくということでございま

す。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 もう１回言いますよ。納付したのが３月29日、税務課が発送したのが４月７日、３月29日か

ら４月７日の間は10日ぐらいあるんです。その間、納付したという連絡はあなたの税務課にあ

ったんですか、なかったんですか、どういう状況だったんですかということも伺いたいと思い

ます。 

○税務課長（新田良二君）   

 これ少し個人情報になるんですが、個別に相談していただければよろしいんですが、これは

納付期限を３月24日に設定してお送りしています。３月29日に納付された情報がこちらには入

ってきております。納付日が３月29日で納付されたことになっております。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 だったら４月７日に発送したのどういうことですか。 

○税務課長（新田良二君）   

 恐らく３月24日が納付期限でございます。それまでに納付がなかったものですので、ちょっ

とその辺のいきさつは分からないんですが、催告書という形で行っているかと思われます。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 それでは、あまり責めはしませんが、もう本当はやめたいんだけども我慢しているんです。

その方が７万3,000円を最後の５期分で払っているんですけど、その方というのは是枝孝太郎

の父親が払っているんだけど、是枝孝太郎が３月27日に届出出して、３月31日にどこかの市町

村に僕が入りましたと。入った分減額があるんです。減額７万3,000円から1,700円減額があっ
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て、７万1,300円が最終的に私が払うことになっているんです。あとの1,700円どこに行ってい

るんですか。 

○税務課長（新田良二君）   

 こちらはその納付書が７万1,300円、その後に扶養者変更等があったために増額されてマイ

ナス1,700円になってございます。こちらはマイナス1,700円でございますので、還付の状況に

なってございます。 

 以上です。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 その方には通知してあるんですか、還付という。 

○税務課長（新田良二君）   

 申し訳ございません。還付の通知については今のところ承知はしておりません。すみません。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 では言いませんけど、例えば私にあることはもうどの方にも当てはまるんですよ。税務課職

員が悪いということじゃない。一連の流れが余りにも詰まり過ぎて、連絡ミスがあったりとか

するんです。ゆうちょ、郵便局はもう本当に遅いはずということが分かりました。 

 普通の金融機関も、コンビニエンスストアはすぐ電子でやり取りできているみたいですけど、

私にあるということはほかの人にもそういったのがあるもんだから、こんなここに小さく、本

書の到着前に納付済みの場合は行き違いですので、あしからず御了承くださいというんだった

ら、ここに書くんじゃなくて、もう納付書のここに思いっ切り書いていただければいいですよ

と、だったら分かったとなるわけよ。 

 それを税務課が悪いとかそういう問題では、私たちも勉強でしたから一連の流れで会計課が

収入として上がってきたら、そこから今度は税務課に行く。税務課に上がってきたのは会計課

に行くという一連の流れでこういうふうな状況になっていますので、最終的にはＤＸですよ、

デジタルトランスフォーメーションどうやって推進するか。そうしたら税務課長も文句言われ

なくて、文句じゃないです、アドバイスですよ、僕は。アドバイスして、税務課長は一生懸命

努力しているのは分かります、もう。 

 顔の表情からもすごく真面目だという顔をしていますので、とにかくここに納付書のところ

に、やっぱり大きくあしからずと大々的にやっていただければ、誰だって、ああ間違ったなと、

そして窓口に来て、ヤーニンシュンムンキャとかってこれやる人はいないんですよ。 

 ということで、これ以上税務課は一生懸命努力していますので述べたくはありませんけど、

今後とも税徴収に一生懸命邁進していただいて、努力していただきたいと思います。 

 11番の是枝が一般質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（行沢弘栄君）   
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 しばらく休憩します。13時30分より再開します。 

休憩 午前１１時４９分   

再開 午後 １時３０分   

○議長（行沢弘栄君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、政田正武議員の一般質問を許可します。 

○２番（政田正武君）   

 皆さん、こんにちは。 

 まぶたが重たくなる時間帯ではございますけれども、議員の皆様がお昼寝しないように、質

問に対しては答弁は簡潔にお願いしたいと思います。 

 新庁舎も玄関、外構と工事が着々と進み、町民の憩いの場として、また防災拠点としての機

能を備えた施設として完成に近づいていることをうれしく思います。 

 ２番政田正武が３項目についてお尋ねいたします。 

 初めに、旧ゴミ処理センター跡地についてですが、現在、ゴミ処理センター内に廃棄物の仮

置場が設置されていますが、どのくらいの量が集積できるか、お伺いいたします。 

○住民生活課長（大山寛樹君）   

 政田議員の御質問にお答えいたします。 

 旧ゴミ処理センター内の災害廃棄物の仮置場に集積できる廃棄物の量は3,520立方メートル

を計画しています。 

 以上です。 

○２番（政田正武君）   

 3,520立方ということでございますけれども、現在、どの程度利用されていますか。 

○住民生活課長（大山寛樹君）   

 お答えします。 

 現在、ゴミ処理センターの災害廃棄物置場としての利用はゼロ％です。 

○２番（政田正武君）   

 利用していないとのことでございます。ゼロ％ということでございますけれども、平成30年

の台風24号、25号と連続した台風によって甚大な被害が発生し、災害廃棄物の仮置場の確保に

苦慮いたしました。 

 ここに鹿児島県の災害廃棄物処理計画がありますけれども、この中に南海トラフ南部で発生

した場合、種子島東方沖で発生した場合、トカラ列島太平洋沖で発生した場合等、いろいろと

今後推測されるそれぞれの地震や津波によってどのくらいの量の災害廃棄物が発生するか、推

計結果がこの中に細かく記載されております。 
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 先ほど課長から現在の仮置場は3,520立方メートル仮置きできるということでございました

が、この計画書によりますと、奄美群島太平洋沖地震が南部で発生した場合、10万5,605トン

の災害廃棄物が発生すると記載されております。 

 また、徳之島町独自で作成した徳之島町災害廃棄物処理計画では、この県の処理計画よりさ

らに多い13万6,812トンの災害廃棄物が発生すると記載されております。 

 このような災害が発生すれば、当然、現在の仮置場では処理できません。今後、台風や地震

等による被害を想定して、既存の施設も老朽化しており、煙突も台風等で倒壊の危険がありま

す。既存の施設を解体して、今後起こり得る災害に備えて仮置場を再整備する予定はないか、

お伺いします。 

○住民生活課長（大山寛樹君）   

 お答えいたします。 

 既存の建物を解体し、災害廃棄物仮置場を整備する予定は現在予定しておりません。旧ごみ

処理センター敷地を現状のまま災害廃棄物仮置場として利用してまいります。 

 環境省の廃焼却炉の解体に対する国庫補助制度はありますが、跡地の全部または一部に廃棄

物施設を整備する場合に焼却炉の解体費を含め国庫補助を行っています。廃棄物処理施設の解

体事業のみの場合は対象外になります。 

 廃止された施設の解体処理が進まない背景には、ダイオキシン類の飛散や作業員の暴露防止

対策に莫大な費用を要するためです。 

 以上です。 

○２番（政田正武君）   

 整備の予定はないとのことですが、当時、既存の施設を補助事業で解体できないかと探した

こともありますが、解体自体の工事の補助事業はなく、災害廃棄物の仮置場などとして跡地を

有効活用する場合は、解体と整備が一体となった事業が可能であるといったような補助もあっ

たと記憶していましたけれども、課長にお尋ねしたところ、先ほどの理由のようなことで平成

26年に廃止されているということでございました。 

 先ほど課長の答弁にもありましたように、ダイオキシン類等の問題もあり、補助事業が廃止

されたと思いますけれども、この解体整備については課長からも数億程度かかるということも

お聞きしております。 

 財政的にも町単独ではなかなか難しいとは思いますが、今後、いろいろ事業を模索して、先

ほど申し上げましたが10万トンを超える災害廃棄物が発生すると推計されていますので、今後

起こり得る災害に備えて、関係機関と協議を検討していただきたいと思いますけれども、課長、

いかがですか。 

○住民生活課長（大山寛樹君）   
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 お答えします。 

 今後検討してまいりたいと思います。 

○２番（政田正武君）   

 この間、議員研修でもありましたけども、必ずもう地震は起きるということでございますの

で、関係機関とぜひ協議して、10万トンを超える災害廃棄物がもう発生すると出ていますので、

検討していただきたいと思います。 

 次に、防犯灯の設置についてでございます。 

 小郷住宅から里村商店前までの県道沿いの通学路の歩道がありますけれども、途中街灯が何

か所か切れていて真っ暗な状態でしたけれども、先般、亀徳集落のほうでＬＥＤに交換してい

ただいたそうで、歩道のほうは大分明るくなっておりました。ありがとうございます。 

 昔は歩道がなくて山側のほうを通学路としていたので、山側に街灯を設置していたと思いま

すけれども、しかし、まだ歩道側のほうはまだまだ暗くて、児童生徒の安全が確保されている

とは言えない状態でございます。 

 最近では４月、５月と連続して、小学校・中学校の女子生徒に声かけをするといった不審者

情報も増えております。また、小郷住宅から九年母住宅周辺、下りのほうにかけてはハブも出

没しており、過去にハブにかまれた方もおられます。一番危険な箇所に街灯が設置されていま

せん。 

 特にこの梅雨時期には大人でも怖くて歩けない場所なんですね。今日みたいなじめじめした

日に、県の職員も一度夜歩いていただければどのような場所か分かると思いますので、ぜひ歩

いていただきたいと思います。 

 それで、そのような場所ですので、子供たちの安全また保護者の安心を担保するためにも、

歩道側に防犯の意味でも街灯の設置できないか、お伺いします。 

○建設課長（清山勝志君）   

 お答えします。 

 県の道路担当にお聞きしたところ、県道の道路照明については橋梁及びトンネル、また高規

格幹線道路のインターチェンジ部などで設置しているとのことです。 

 なお、防犯目的の照明灯については、県においては設置していないとのことでした。 

 今後は、県及び関係機関と協議し、防犯設置ができないか検討したいと思います。 

○２番（政田正武君）   

 例えば児童公園で子供がけがをしたとします。公園管理者は徳之島町ですので、保護者から

例えば安全管理を怠ったとして訴訟を起こされ、町に過失があったと責任を問われるかも分か

らないんですね。 

 昔、町道に穴が空いていて車両が破損して賠償金を払ったということもありました。当然、
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県道は県の管理ですので、そういった訴訟問題にならないこともないと思うんですね。万が一、

事故があってからでは遅いと思いますので、県ともう一度検討をいただいて対策を講じていた

だきたいと思います。 

 いずれは課長のお孫さんも、現在あまりしないと思うんですけども、この歩道を利用するこ

とになると思いますので、よろしくお願いいたします。 

 昨日、富田議員から副町長へ、グリーンベルトのウオーキングコースに街灯がなく暗いので

街灯を設置してほしいと要望があり、副町長からも設置してもいいんじゃないかという答弁が

ございました。 

 この危険な小郷住宅から亀徳小学校への通学路についても、やはり大人がしっかりと責任を

持って子供を守ってあげることが大事だと思います。 

 また、先ほども申し上げましたけれども、子供の安全、保護者の安心を担保するためにも、

ぜひ防犯灯を設置していただけるように前向きに検討をお願いしたいと思いますけど、副町長、

いかがですか。 

○副町長（幸野善治君）   

 昨日はグリーンベルトの健康づくり１万歩コースのことで富田議員から聞かれましたが、早

速、今日は保健センターの担当者、総務課長も入れて具体的な話をしました。 

 その県道についても、先ほど建設課長が答えたとおりですが、一遍、建設課長も私も県の担

当者も行って実際夜歩いてみてみたいと思います。前向きに検討したいと思います。 

○２番（政田正武君）   

 ありがとうございます。ぜひ子供たちを守ってあげてください。 

 それと昨年、阿田野平Ａ棟入り口で車同士の接触事故と車と子供が接触しそうになったこと

があったそうでございます。 

 阿田野平Ａ棟入り口付近は、通勤時間帯など結構なスピードを出している車両もあり、非常

に危険であるということですので、この箇所についても県と協議して対策をお願いしたいと思

います。 

 次に、亀徳小学校の裏門に続く川沿いの町道は、幅員が狭く、また一部路肩が崩壊している

箇所もあり、給食の配膳車、幼稚園の保護者の送迎、教職員の通勤などで利用されております

けれども、離合できない上、非常に危険だと感じます。町道の補修、整備はできないか、お伺

いいたします。 

○建設課長（清山勝志君）   

 お答えします。 

 町道亀徳11号線につきましては、一部舗装、路肩が破損しており、関係者が通行する際は危

険だと把握しておりますので、秋津橋からプール側の駐車場までは令和５年度、道路改良を計
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画しております。 

○２番（政田正武君）   

 じゃ、今年度に着工されるということでございますか。 

○建設課長（清山勝志君）   

 はい、そのとおりです。 

○２番（政田正武君）   

 ありがとうございます。 

 予算も計上してあるということですので、この着工は夏休みを利用してやるということでよ

ろしいですか。 

○建設課長（清山勝志君）   

 なるべくは夏休みに事業を発注したいと考えております。 

○２番（政田正武君）   

 ありがとうございます。早急に工事を着工して安全確保に努めていただきたいと思います。 

 先ほど是枝議員からもありましたけれども、７月は町長にとって大事な月になると思います。

県、郡の町村会長として激務とは思いますけれども、どうぞ御自愛下さいまして、県、大島郡

のために今後も御尽力をいただきたいと思います。これで終わります。 

○議長（行沢弘栄君）   

 次に、内博行議員の一般質問を許可します。 

○１番（内 博行君）   

 お疲れさまです。 

 本日最後の一般質問となりました。徳之島を愛する熱い思いで活気ある農業、活気あるまち

づくり、活気ある徳之島にしたく全力で取り組んでいきたいと思います。 

 座席番号１番内博行の一般質問を行いたいと思います。 

 先日の台風２号の直撃は避けられ、空梅雨傾向にあったサトウキビ農家にとっては恵みの雨

となってほっとしているところでしょう。 

 畜産農家のほうでは、６月競りが台風の影響で１週間ほどずれ込み、濃厚飼料が本土から届

かず大変苦労されたと聞いております。 

 また、台風３号も接近しており、離島における農業の厳しさ、課題点を痛感しているところ

です。 

 町政は農政にありとも言われますが、本町のサトウキビ、畜産、園芸の農業産出額はどれぐ

らいか、農地面積は限られた中で、今後の農業生産量の見通しや対策などをお伺いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

○農林水産課長（高城博也君）   
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 内議員の御質問にお答えいたします。 

 令和４年度については、園芸の野菜年度の関係もあり、全体は現在それまとめられておりま

せんので、令和３年度実績で申しますと、サトウキビについては生産量は５万2,487トン、生

産額は12億3,000万、肉用牛は生産量が5,302頭で生産額は10億5,264万9,000円、園芸のバレイ

ショが生産量3,597トンで生産額８億210万円、タンカン生産量は386トンで生産額は１億8,847

万5,000円となっており、ほかのものを合わせますと総生産額は約37億9,700万円の実績となっ

ております。 

 近年の推移についてですが、サトウキビに関しては生産面積が伸びない中、気象災害がなけ

れば約12億円前後で推移しております。 

 肉用牛に関しましては、平成28年頃の約14億円あった高値取引から、コロナ禍等の影響も受

け、現在は約10億円と低迷し現在に至っております。 

 バレイショに関しましては、二、三年、競合産地の不作等の影響とコロナ禍による在宅消費

などから高値で取引され、生産量からすると生産額は伸びています。 

 タンカンに関しましては、表年裏年の影響が生産量にありますが、贈答用や個別販売などを

中心に安定したものとなっております。 

 以上です。 

○１番（内 博行君）   

 その中で、限られた徳之島という農地面積の中で、本町として生産量を上げていくにはどう

いった活動とか対応をされるか、何かありましたらお伺いしたいです。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 品目で、まずサトウキビに関しましていいますと、1,100町歩程度で非常に伸び悩みをいた

して、減少傾向にあります。 

 その中で、やはり今まで面積拡大というふうな方向でずっと来ていたと思うんですけれども、

やはり単収を上げなきゃいけないというふうな状況に来ていると思います。 

 それに関しましては、日頃から町長のほうもおっしゃっているとおり、やはり農地の状態が

非常に悪いという状況で、今、有機物等の投入、堆肥等の投入そこら辺に力を入れているんで、

現状からいいますと、ここ10年にわたって株出しの単収が非常に落ちております。 

 それ以前は、春植えは新植なんですけれども、春植えで堆肥を入れて植え付けするわけです

けれども、それで６トン余りをあったものが、株出しに関しては７トンぐらいが程度が取れて

いるということになります。 

 しかし、春植えはやはり最初で管理いたしますので、６トン前後で推移しております。しか

し、株出しに関しては、急激な落ち込みを見せ、大体５トン前後でここ10年やって、令和４年

になって久しぶりにこれが春植えの単収を上回っているような状況になっている。 
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 これは、こういったことを申しますと、栽培管理の問題だけでなくて、土地の、農地の状態

の問題も非常にあると思います。以前から機械化を進めてずっときたことに関して、気づかな

いうちに農地の状態が栄養が偏ってしまっているのではないかと考えられますので、今後、有

機物の投入、堆肥等、これはある意味地産地消でもありますけれども、そこら辺に力を入れて

単収向上から生産量を伸ばして安定的なものにやる必要があるのではないかなと思っておりま

すし、内議員のほうもお分かりのとおり、株出しがやはり収益を一番上げる方法でありますの

で、そこに力を入れていければなと思っております。 

 せっかくですので話しますと、やはり補植等が雑になってきておりますので、株出しをやっ

たときに株切れを起こしているところに、やはり補植の、これは人海戦術で今のところやらな

きゃいけないような状態ですけれども、そこについてやっていただくというのは、管理をして

いただくというのは単収の向上につながるものだと考えている。 

○１番（内 博行君）   

 その中で関連してくると思うんですけど、やはり面積は限られているということで、遊休農

地の解消という問題点も、課題点もあると思います。 

 一緒のことなんですけど、大きく２つ、人手不足と農地の環境と今言われたとおりだと思う

んですが、その中で機械化や受委託組織との農業のマッチングなどで解消されてきた点もある

と思います。 

 その中でも今、人手不足になっているということで、先日、研修で和泊町のほうに行かれた

際に、植木議員からもありました、大山さんという方、農家さんが海外実習生などを活用され

て人手不足を補っていった農家さんがありました。 

 本町でも高齢化や担い手不足の中、繁忙期などに海外実習生などを活用して、適期作業の充

実を図ってみてはどうかなと思いますが、どうでしょうか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 確かに一つはその方法としては今後考えていくべきだと思います。 

 しかしながら、よく考えていただきたいんですけれども、以前はハーベスター等が入る前に

はどういった収穫時期でどういった方たちが働いていたか。よく考えると、出稼ぎの時代には

高齢者も一緒に80歳過ぎまで出ていたはずです。また、ハーベスターが入る前は、高校生がト

ラックへの荷をアルバイトで担ぐ時代がありました。 

 そういったことを考えると、ハーベスターによって省力化によって非常にそういった面では

楽になりました。楽になると同時に、そういったところの仕事というか労働がなくなった分、

また、そういった方たちのそういったメンバーのものがなくなってしまっているというふうな

状況もある。 
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 それを戻すことはできませんので、同じようなことをやるわけにはいきませんので、何がで

きるか。例えば、個人的な意見はこの場ではよくないんですけれども、やはりキビの植え付け

等に関しては、春休みの高校生等がいらっしゃいます。そういった方法も考えられますし、や

はり仕事とかそういうふうなものをあっせんしていく形も必要だと思います。 

 でまた、その労働力に関しては、営農推進本部のほうで雇用労働対策等の会議もございます。

しばらくコロナ禍の影響とかそこら辺で会議が行われておりませんので、そういったものに関

しては、今後検討していきたいと思います。 

○１番（内 博行君）   

 私も労働力という願いは徳之島で仕事がないという方もおられますので、そこら辺の活用と

いうのは大事かなと思っております。 

 その中で、私も研修に行ってみて、インドネシアの方だったんですけど、すごい楽しそうに

幸せそうな形で頑張っている姿を見ると、何かやっぱり100件件数近くですけど、見て感じる

ものって多分あると思うんです。 

 だから、そういった農家さんの研修等についても、そういった勉強会みたいなのもしたりと

か、農家さんに本当に見てもらって何を感じるかとか、そういう視野の広がり方というのも必

要じゃないかなと今回感じたところです。 

 それで、２つ目の農地の環境についてなんですが、遊休農地というのはどうしても痩せてい

る農地で、化学肥料をまいても作物がなかなかできないという農地が多いと思います。 

 本町でも土づくりのために堆肥ペレット化をし、堆肥活用に力を入れていくということで、

農家の皆様も期待しているところです。堆肥ペレットはいつ頃から配布予定でしょうか、お伺

いします。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 議員の皆様に視察していただいた堆肥ペレットマシンのペレットは現在のところ12月頃から

販売予定としております。そういったものを利用していただいて、株出し等にやっていただけ

ればなと思っております。 

○１番（内 博行君）   

 12月頃にどれぐらいの量が配布できて、どれほどの農家さんに配るとかいう予定はあるのか、

お伺いしたいと思います。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 現在はどれぐらいの量というふうな計画は出ておりませんけれど、ペレットマシン自体が時

間大体200キロから300キロできますので、そこでやりますけれども、原料となるばら堆肥がど

れだけの量が出てくるかということになる。何分にもその前にバレイショの植え付け並びにサ

トウキビの夏植えの時期等ありますので、今また、先日まで受け付けていたんですけれども、
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そういったものに重点に今生産をやっているということになります。 

○１番（内 博行君）   

 より多くの農家さんが楽しみにしていますので、たくさんつくって土づくりに頑張っていた

だきたいと思います。 

 その配布方法なんですが、ＳＤＧｓということもありまして、ビニール袋に入れるよりか再

利用可能なサンテナかごやフレコン等で配布をしてもらえたらなという意見もありますが、農

政課のほうではそういった考えはあられるのか、お伺いしたいと思います。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 おっしゃるとおり、現在のところ袋入りで考えております。 

 しかし、そういったものに、フレコン等のそういったばらのペレットの要望があれば、製造

している堆肥センターとも話し合いながら、大丈夫かどうか、ほかの農家への影響がないかど

うかも考えながら、そこは積極的に検討していきたいと思います。 

○１番（内 博行君）   

 奄美群島で初のペレット化ということなんで、奄美群島のモデルとなるように頑張っていた

だきたいと思います。 

 その中で、サトウキビの今年の春植えはどれぐらい面積的にあったのか。そして夏植えはど

れぐらいを想定されているのか、お伺いしたいと思います。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 今年の春植えは、現在のところＪＡさんのほうが最終的には確定しておりませんので、予想

値というか、ある程度出てきている数字でお答えいたします。 

 まず、春植えのほうが長期増産計画の中では315ヘクタールを目標にしていたんですけども、

農家計画のほうでは175、実際のところ実績で言いますと169ヘクタールとなります。 

 また夏植えに関しましては、160ヘクタールを増産計画のほうではやっておりますけれども、

例年70町歩から80町歩の目標として、到達位置がそこら辺になっております。計画といたしま

しては、６月７日時点で計画のほうは69.5ヘクタールを計画しております。 

○１番（内 博行君）   

 農家さんが安心してサトウキビの植え付けやサトウキビを作れる環境づくりができるよう頑

張っていただきたいと思います。 

 その中で、先ほどは補植管理作業ということもありましたが、サトウキビの単収アップに向

けて課題点などは、あとほかに何かありますか。 

○農林水産課長（高城博也君）   
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 お答えいたします。 

 サトウキビに関しましてはいろいろ品種がございます。23号、27号、８号とかありますけれ

ども、今は非常に人気があるのが23号が株出しの時点で発芽がいいということで出ております。 

 しかしながら、農家自身が非常にそういった面では注意深く見ておりまして、パターンでい

いますと伊仙町のほうがほぼ一番人気があるのが23号、徳之島町のほうはバランスよく３種類

に分かれております。天城町のほうは27号が中心しております。 

 単収でいいますと、一番いいのが天城町、で、伊仙町、徳之島町になりますけれども、やは

り以前は別の品種があってやっていたんですけども、そのとき南西糖業の当時の職員さんがよ

く営農座談会で指導していたのが、山側にはこういう品種を海側にはこういう品種をというふ

うな形で、要はその土質やら畑の質によっていろいろ相談に乗っておりました。 

 先日まで農林水産課、町の議連を中心に営農座談会を行ったわけなんですけども、なかなか

農家の参加率も悪い、昼間にやるという点で農家の人も大変かも分かりませんけれども、また

一応その中で出てくるのが、やはり出てきていただいていろんな相談をしていただきたいと思

います。 

 また、その中で指摘があったのは、やはり関係機関の職員等もなかなかそこまで責任を持て

る人が出てきていないということで指摘を農家のほうからも受けましたけれども、そこを含め

た形で、やはり昔はその中で勉強会みたいなことをやって非常にやっておりましたので、今後、

そういった面でそういったものの営農座談会を進めていくべきじゃないかなと思っております

し、勉強会も兼ねられ、今後はコロナ禍もある程度落ち着いたことですので、そういった方向

で進めていきたいと思います。 

○１番（内 博行君）   

 サトウキビの対策本部も６月から徳之島町になるということで、栽培方法なども液肥を使っ

た栽培であったり、化学肥料を散布する場所であったりいろいろ研究がされていると思います

ので、ぜひそういったものを勉強しながら、他町よりも増産になっていくような形で頑張って

いただきたいと思います。 

 それで続きまして、畜産のほうをお伺いしたいと思います。 

 価格の変動が大きい畜産においては、産出額だけでは分からない点があると思います。その

中、増頭を目標にしてきた点もあると思います。現在の畜産の課題点、問題点の中で、サイ

レージロールのビニールの価格高騰、資材高騰、肥料の高騰、またここに来て共済掛金の増額

になるということで、農家負担が大きくなってきております。 

 増頭に対しての助成も必要ですが、頭数的に大分増えてきていますので、今、親牛の分娩期

間の短縮や競りに出荷する子牛の健康管理などの共済への負担が大きくなってきている中で、

現場の状況も変化してきていると思います。 



― 115 ― 

 畜産農家、関係機関とも話し合いながら、助成金の比率を含め、見直しが必要な時期になっ

てきているのではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 まず、農業共済の関係でありますけども、その畜産の掛金については非常にそういうおうわ

さは聞いております。問い合わせたところ、担当のほうから問い合わせたところ、やはり共済

の掛金の掛け額というか、補償指針の金額があるんですけども、それを目いっぱいまで診療し

ているという。要は、その保険の運営自体が畜産の部分に関しては成り立たなくなってきたこ

とから値上げをするということであります。 

 本当は議員さんの御質問の前に、うちの町長にその前に相談したかったんですけども、急遽

こうやって自分も受けたものですから、この場であれなんですけども、ほかの作物に関しては

これまでどおりというふうな話も聞いておりますので、畜産に関しては、目いっぱい受診枠を

使うことによって共済の運営がなかなか成り立たないことから、こういうふうな共済金が上が

るというふうな形を聞いております。 

 補助金の関係に関しましては、サイレージラップのビニールの関係、資材等に関しましても、

持ち帰って検討してどういったものが、何分にも数字的に農協を通してよりも業者から直接取

っている数字が多いものですから、これがどういった形で助成できるのか、そこら辺も検討の

一つになりますので、持ち帰って検討いたしたいと思います。 

○１番（内 博行君）   

 町長も言われるように量よりか質だということが、もう今日の分岐点になってきているんで

はないかと思います。 

 その中で、園芸についてですけど、個人出荷もあるので産出額の数値が全てではないと思い

ますが、数値比較をすることによって、その年に何があったか、何が原因だったか、よかった

点、悪かった点、データを残すことによって次の時代につなげる必要があるのではないかと思

います。 

 各年度によるデータの台風がどれぐらい当たったとか、先ほど広田議員のときにもありまし

たけど、除草剤がちょっときつくてとか、そういういろんな原因があると思うんですが、そう

いった原因のこういうことがあったというのを農家さんが農業するときに、新しい作物をする

ときにでも何かアドバイスみたいな形のグラフであったり、何かがありますでしょうか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 園芸の関係では見たことはないんですけども、奄美の全体の農業の動向というふうな形で出

ているというか、奄美の概況の一部分を取り上げてやっていると、その当時にいろいろこうい

うふうな農業の昔からこういった大量発生があったとか、そういったものは記録されておりま
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す。 

 園芸のほうも、実績、要は出荷が終わったときに園芸振興会とかそこら辺の中で、今年はこ

うだからこういうふうな形があったという報告がありますので、その資料を基に取りまとめて、

内議員のおっしゃるとおり、この年にこういうのがあった、あったというのは記録として残し

ていくことが必要じゃないかなと思います。 

 今後また、そういった方向で資料を集めてやっていきたいと思います。 

○１番（内 博行君）   

 今現在、ＡＩとかでいろいろなデータを残すことによって、地域の土、ここの土が、花徳地

区の土がこうだったとかそういう、風当たりはこうだったとかいうデータが残せると思います

ので、これからまた機械化の、そういうデジタル化になってくると思いますので、こういった

データを残すことが次の時代を農業で難儀をすることが少なくなってくると思いますので、ぜ

ひそういったデータを残すこともお願いしたいと思います。 

 その中で、10月からインボイス制度が始まるということで、農家さんたちも戸惑いや不安が

あると思います。町として、広報紙などに説明会などを開く考えはあられるのか、お伺いした

いと思います。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 これについては営農座談会のほうでも各集落でありました。そのときにもお返事しましたけ

れども、やはりなかなかこうやって農協さんからこうこうこうだから出してくださいというふ

うな形で言われても、なかなか理解ができないということで、やはりそういった説明会は急い

でやらなきゃいけないなと思っておりますので、今月中にも町議連の自治委員連絡協議会が開

催される予定でありますので、その中でも話し合って、そういった会を開けるような方向で検

討していきたいと思います。 

○１番（内 博行君）   

 安心して農業できる環境づくりともうかる農業を目指して頑張っていただきたいと思います。 

 続きまして、２項目めの町内で起きた体罰問題についてお伺いしたいと思います。 

 卒業生、在校生などに聞き取りをしたところ、いろんな意見がありました。数年前から体罰

や女子生徒へのセクハラ発言があったと聞いていますが、事実確認が難しい中ではありますが、

教育委員会としてはそういった意見を把握されておりましたでしょうか。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 内議員の御質問にお答えいたします。 

 体罰等については、学校より報告された分は全て把握しております。 

 また、把握した体罰等につきましては、直ちに県教育委員会に報告し、県の調査が実施され
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ます。そして県より処分が下されます。 

 御質問ありました件ですけども、体罰及び暴言、その他セクハラ等の発言があったかという

件ですけども、現在、学校のほうにアンケート調査を実施しておりまして、それで判明するも

のと思います。 

 以上です。 

○１番（内 博行君）   

 聞き取りの中で、指導の在り方についてだったんですけど、気にならないという生徒もおら

れまして、あまり不快に思ったことはなかったという意見もありました。その中で、教育の難

しさ、奥深い面があるんだなとすごく感じたところです。 

 先ほど是枝議員のときにありましたが、教育長が言われました寄り添った対応、不適切な指

導、生徒と先生の距離感がコミュニケーションが難しい中で、どういった学校環境をつくって

いったらよいかなと思いますので、教育長のほうで見解をお伺いしたいと思います。 

○教育長（福 宏人君）   

 内議員の御質問にお答えします。 

 今回の事案につきましては、もう申し上げましたとおり、今後、こういったことが二度と起

きないように、体罰根絶に向けた取組を徹底させたいというふうに考えています。 

 今回のことについても、数年前から体罰やセクハラ発言があったのではないかというような

ことなんですが、今後、教育委員会といたしましても、学校もそうなんですけど、体罰や暴言、

そういったものにつながりかねない不適切な指導を学校も教育委員会も見過ごしてはいなかっ

たのか、再度、取組を検証し、体罰の未然防止に関する組織的なこと、調査も含めてそこを徹

底して実態把握に努めてまいりたいと思います。 

 さらにこのようなことが起きた場合、早期対応の在り方、そして組織的な対応の在り方も含

めて、抜本的に体罰防止に向けて取組を強化を図りたいというふうに考えております。 

 やっぱり子供たちに添う教育ですね、体罰、暴言によらない教育、これはもう本当に当たり

前ですので、今後とも、そういったことを徹底してやってまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○１番（内 博行君）   

 先生も生徒もそれぞれ違いが一人一人あると思います。声を上げれる方、声を上げれなくて

我慢している方、先生と生徒の間に溝ができるときもあると思います。 

 教育委員会として、先生の意見、生徒の意見をすくい上げて、溝が大きくなる前に対応が必

要だと思います。定期的に意見交換ができるような環境づくりをしてほしいと思いますが、ど

うでしょうか。 
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○教育長（福 宏人君）   

 ありがとうございます。 

 どうしても今、内議員のおっしゃったとおり、自分できちんと訴える子供たちも、いえばな

かなか口にできないというような状況もありますので、そういったようなきちんと表現できな

い子供たちに対しても、学校内でのカウンセリングの在り方、そしてアンケートとかいつでも

そういったのが自分で発言できるというか、相談できる体制をやっぱりきめ細かくつくる必要

があると思います。 

 そして、保護者に対しても何も遠慮する、遠慮というか、そういうことでなく、事実あれば、

学校もしくは教育委員会に相談窓口をつくるなり、きちんと今でもそういったような体制はあ

りますけど、やっぱりきちんとそういったことを学校にも相談窓口ありますよ、教育委員会に

も相談窓口が、もし心配な点があれば、小さいことも構わず簡単に、簡単にというか気楽に相

談できて、子供たちの健全な育成も含めて、環境づくりも含めて、できる体制づくりを早急に

つくっていきたいというふうに考えております。 

 保護者の方々もいろんな御心配があると思いますので、それにきちんと対応でき、説明でき

るような体制づくりを今後ともまた進めていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○１番（内 博行君）   

 よろしくお願いいたします。 

 農業におきましても、教育におきましても現場の声や意見、社会の状況や環境が変化してい

く中で、スピード感を持って対応・対策ができることが大事だと思います。 

 大変な時代になってきましたが、目をそらすのではなく、声を掛け合い、手を取り合って頑

張っていっていただきたいと思います。 

 内博行の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（行沢弘栄君）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 次の会議は、６月８日午前10時から本会議を開きます。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。 

散 会 午後 ２時２０分   
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△ 開 議  午前１０時００分 

○議長（行沢弘栄君）   

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 

△ 日程第１ 一般質問   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 勇元勝雄議員の一般質問を許可します。 

○８番（勇元勝雄君）   

 おはようございます。 

 こうして議壇に立つのも36回目、９年間がたちました。９年の間、いろいろ質問しましたけ

ど、なかなか町政というものは厳しいものでいい方向に変わったと私は思いません。 

 我々議員は、町民の公僕、そして公務員も公僕、町長、副町長しかり公僕でございます。町

民のために働くのが我々議員、町長以下、職員の皆さんの仕事でございます。 

 この９年間、私は町民目線の政治を目指し頑張ってきたつもりではございますけれども、力

足りずいろいろ目標を達成することができませんことが多々ありました。 

 今日は４項目にわたり質問したいと思います。 

 まず１番目、過去９年間35回取り組んできました子育て支援。子ども医療費の助成について

は過去９年間で今回で35回目の質問です。 

 他の市町村は政策として小学校まで97％、中学校卒業まで95％、高校卒業までが50％近い助

成が行われています。県下でも、この間、南日本新聞で報道がありましたけれども、助成をし

ていないのは我が徳之島町だけでございます。 

 子ども医療費に対し、県下では最低でございます。医療費の助成はほぼ全国的に見てもほぼ

終わっています。現在、子育て支援に対して、県下でも13市町村で給食の無償化をしています。

徳之島町でも県下の市町村に並んで医療費の助成または給食の助成はできないか、お伺いいた

します。 

○町長（高岡秀規君）   

 お答えいたします。 

 医療費、給食費等々については、今、我々は県・国に対して要望をしているところでありま

す。今後、こども家庭庁ができたことによって政府のほうも子育て支援については相当な予算

措置がされる予定になっております。よって、国は県に対ししっかりと医療費、そして、また

給食については国がやるべき施策であろうというふうに思っておりますので、今後もしっかり
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と要望をしていきたいというふうに思っております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 ほかの市町村は国に要望する前にでも助成をやっているわけですよね。ほかの市町村も首長

の政策として子ども医療無償化・給食費の無償化をしているわけです。どうして徳之島町はほ

かの市町村並みに助成ができないのか、その政策というのはどのような政策なんでしょうか。 

○町長（高岡秀規君）   

 まず、健康についての医療費というものは、あくまでも病気になった後のことでありますか

ら、町の政策としては健康づくりでありますとか、そして、また教育力の格差がないような。

今現在、日本では、親の所得が高い家庭ほど子供の教育の質が高いという結果が出ております。

それで、離島については親の所得に関係なく、教育環境を提供することが重要かというふうに

思っております。 

 子供の将来を考えたときに、生きる力でありますとか人間形成、人格というものをどうやっ

てしっかりと育てていくかというところに力を入れていきたいというのが私の政策でございま

す。 

 そして、また国がこども家庭庁ということで今政策を打ち出していますが、国のほうでも給

食費については自民党内で検討されており、交付金措置で国が主導権を持たないとなかなか進

まないという見解も政府のほうで出していることでありますので、今後は市町村の役割と国の

役割をしっかりと我々が見極めて、子供たちにはしっかりとした教育環境、生きる力を身につ

けて、そしてまた健康な健やかな成長をつくり上げるというのが私どもの政策では重要な政策

ではないかというふうに思っております。 

 医療費と給食につきましては、義務教育等々、子育てに関係するもの、医療費については国

の負担もございますから医療費が上がれば国の負担が増えるということにもなります。そこは

国のほうでしっかりと政策を打ち出すべき課題であろうというふうに思いますので、今後も国

に対しては要望をしっかりとしていきたいというふうに思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 町長が今、言ったようなことは、ほかの市町村は全部それをのみ込んで結局その助成をして

いるわけですよね。 

 教育の前に私は健康だと思うんですよ。健康でなければなかなか教育も進まないという状態

もあるわけですよね。それは、全部、子育て、義務教育は国がやるべきことであって、それを

分かってほかの市町村は全部、医療費の助成をやっているわけですよ。97％、98％とか。 

 そういう子育て支援のための政策としてほかの市町村はやっているわけです。 

 私は町長が今言うような、国がやるべきだから国がやるまで待つ、そういう政策は間違って

いると思うんですよ。 
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 新聞報道、テレビでよく明石市が例に出ますけど、単純に比較はできないんですけれどもね。

明石市は都会の中の市ですから単純には比較はできないんですけれども、結局、子育てをして

いる人が何を目的に明石市に引っ越ししたか。子供の子育て支援に対して助成が多いから私は

引っ越しをして明石市に税金を収めていると思うんです。 

 私は過去９年間子ども医療費の助成を35回議会で訴えてきました。現在の町長の姿勢は意地

で子ども医療の助成をしないような感じを受けるわけですよ。実際、金がない、医療費が上が

る、保険税が上がる、そういう答弁もありました。そういうことを酌み取って、全部、ほかの

市町村がやっているわけですよね。「保険税が上がったという市町村がない」という答弁もも

らっています。 

 もっと子育て世代に助成をするべきだと私は思うんですよ。徳之島３町でも減少率が一番高

いのは徳之島町、そして、天城町、伊仙町。それはなぜかというと、私は子育て支援が充実し

ているから天城町の人口の減少率が低いと思うんですよ。子供1人子育て支援のために引っ越

しをしたら、最低、親と子供２人、夫婦で３人、地方交付税でも100万近くの交付税が増える

わけですよね。そして、所得税も上がる、購買力も上がる。そういうことをしなければ天城町

なんかは保育料無料化、この間、町長に聞いたら保育所行ってない子はどうするのですか、不

公平じゃないですかという話をしたら、保育所へ行っていない子には月に何万円かの助成をし

ているという話なんですよ。それだけ子育て支援をしているのに、徳之島町は医療費の助成、

恐らく4,000万ぐらいの金で済むと思うんですね。4,000万、5,000万円。現在、下水道１億。

水道２億、みのり館6,000万7,000万の赤字。そういう赤字を垂れ流ししながら、やらないとい

う政策は私は絶対間違いだと思うんです。町長、どう思いますか。 

○町長（高岡秀規君）   

 間違いであるとかそういった観点で私は政策を捉えておりません。町が今何をするべきかだ

ろうと思っております。 

 今、子供の成長で子育て環境というものは医療費・給食費だけではございません子供たちが

すくすくと育つ、そして、またしっかりと国際的な人格を持、そして、生きる力を身につける

ためにどうしたらいいかということが私は最重要課題と思って今取り組んでいるところであり

ます。 

 同じ3,000万を使うのであれば、今、希薄になっている親子間の絆であるとか、そして、ま

たストレスを抱える若者が増えてきているとか、そのメンタルヘルスにはどういった原因があ

るんだろうとかということを分析しながら、子供のうちからしっかりと教育をし、親子での活

動に対しポイント性をして、そして、地域振興券を渡し、そして、地域に経済を潤うような循

環型の経済を構築しようと今しております。 

 どこに3,000万を使うべきかということがただ政策的な相違があるということでありますか
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ら、どの政策も間違っているとか正しいとかという問題ではないと思います。今、何をやるべ

きかでありますから、今は子供たちにとって親子間の絆がありますとか、そして、またメンタ

ルヘルスで非常に精神疾患を抱える子が多い、発達障害が多いという数字が出ておりますので、

そこをどうやって解決するかということが重要だろうと思います。 

 その中では、食育というものは非常に大事であり、そして、また、給食の法律には食料の生

産や充実及び消費について正しい理解を導くこと、そして、また伝統的な食材・食文化につい

てしっかりと環境整備をすること等がうたわれております。それはしっかりとプラスアルファ

の給食の内容を充実することが今後は求められるだろうというふうに思いますので、そういっ

たところに予算を使うべきだというふうに考えております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 今、ポイント制というお話がありましたけれども、現在ポイント制でどれくらいのポイント

が出ているでしょうか。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 勇元議員の御質問にお答えいたします。 

 われんきゃポイント事業の進捗状況ですけれども、ただいま参加者が手軽に事業に参加でき

るようにスマホ等で作業ができるアプリの開発を進めております。 

 アプリの開発に関しましては、７月１日より使えるように利用者登録が７月21日からできる

ように順次進めている次第でございます。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 今、町長は給食の充実とか言いましたけれども、充実するためには金が要るわけですよね。

どのようなことで充実を考えているのでしょうか。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、給食費につきましては、負担は原材料のみでありますね。その原材料が例えば有機栽培

の野菜を使うとか、そして、また島の郷土料理の食文化の継承で給食というものの構築をする

となりますと、恐らく原材料費が少し上がるのではないかなというふうに予想されます。 

 そこで、今、将来を見据えたときに、給食費には与党議員からも質問がありましたが限度額

を設けながら、そして、そのプラス経費がかかる分については町のほうで支援をしていきなが

ら食育というものを充実させたらどうかという話も今議論の中で検討しているところでありま

すから、食材についてはしっかりと検討していきたいというふうに思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 副菜は個人負担じゃないですか。 

○議長（行沢弘栄君）   
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 勇元議員、もう一度お願いいたします。 

○８番（勇元勝雄君）   

 おかずは個人負担じゃないんですか。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 お答えいたします。 

 温食に関しましては保護者負担となっておりますけれども、現在、物価高騰のあおりを受け

て一部助成をしております。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 結局は親の負担が増えるわけですよね。オーガニックを使う、そういう状態になった場合、

副菜に対しては値段が上がるんじゃないですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 私の答弁をしっかり聞いていただきたいんですが、限度額を設けて上がる分については町で

支援するという話をしたと思いますけど、さらに給食というものを充実させる。ということは

２子から３子については減額ができないかとか、食というものを品質を落とさない努力も必要

であろうというふうに思います。生活保護者であるとか経済的な負担が大きいというところ、

困難なところについて町が支援をしているところでございますから、しっかりと給食の質を落

とさない、そして、また給食法に乗っ取られた、のっとっている目的をしっかりと充実させた

いと今考えているところであります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 副町長、総務課長、学校教育課長、健康福祉課長、現在の子ども医療への助成について個人

の自分がどう思っているか、ほかの市町村は全部助成しているわけですけれども、各、今言っ

た副町長、課長の見解を聞きたいと思います。 

○議長（行沢弘栄君）   

 勇元議員、この２番目の捉え方でいいですか。２番目のこの前この質問が出てきたときに代

表して各課長に。勇元議員の質問では各課長に問うと出たのですけれども、それを課長で話し

合って課長を代表して答弁いただきますということを私は伝えたと思いますけれども、よろし

いですか。 

○８番（勇元勝雄君）   

 それは副町長、総務課長、学校教育課長、健康増進課長、その個人個人で判断して答弁して

よろしいです。 

○町長（高岡秀規君）   

 この議会の場で個人的な意見を課長に求めるのはいかがなものかと私は思っていますけれど
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も、どう思いますか。個人的な意見ですよ、議会の場で。 

 本来なら私が答えるべき政策ですから個人的な意見を求めるのは課長にとっては非常に酷な

答弁になると思いますが、それについてはいかが思いますか。 

○８番（勇元勝雄君）   

 それは課長としての立場ですよね。課長としてどう考えるか。個人的じゃなくても課長とし

てどう考えるか。ただそれだけの話です。 

 課長というのは公人ですよね。町長も公人、それだけの話です。 

○町長（高岡秀規君）   

 個人的にどう思いますかという質問をされたんじゃないですか。 

○８番（勇元勝雄君）   

 これは体制として、課長として、副課長としてどう考えるか。自分で判断して答弁してくだ

さい。 

○町長（高岡秀規君）   

 本来なら議会というのは当然課長が出席しておりますが、本来なら私が答えないといけない

んですよ、議会というものは。ただ、政策的なものは私が答えるというのが筋論じゃないかな

というふうに思いますけれども、いかが思いますか。 

○８番（勇元勝雄君）   

 課長としての考えもあるわけですよね。課長として町長に助言することもあるわけですよね。

そういうことじゃないですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 これは助言の場ではなくて、我々は課長としっかりと打合せをしながら答弁を作り上げてお

ります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 ただ課長としての考えですよ。公人として課長としての立場でどう考えるか。 

○議長（行沢弘栄君）   

 勇元議員、この質問に関してはこの前の質問が出てから勇元議員に担当課長に伺うという件

に関して「代表で答弁をさせていただきます」ということで了解を得ていますので、今回は代

表して廣介護福祉課長に答弁をお願いします。 

○町長（高岡秀規君）   

 給食費の無料化については課長と打合せの結果、町長で答弁をするということになっている

んですよね。それはちゃんと分かっていただきたいと思います。しっかりと政策と課長の立場

を御理解いただければありがたいなと思います。 

○介護福祉課長（廣 智和君）   
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 勇元議員の質問にお答えいたします。 

 ほかの市町村と比べてどのように考えるかという質問の主旨でしたのでそのことに対する答

弁となりますが、ほかの市町村との比較ということでそれぞれの町の産業の構造、人口構造な

どの特色がございますので、一概に比較するのは難しいと思いますけれども、子育て支援につ

いては他市町村と比べても充実している部分が多くあると考えております。 

 各課長への答弁ということであったので関係課、学校教育課、健康増進課、総務課等とも協

議しまして私のほうでまとめてお答えいたします。どうぞ御了承ください。 

 まず介護福祉課としましては、国が実施している子ども子育て支援事業で比較しますと天城

町が13事業中４事業、伊仙町は５事業であります。それに対して本町は８事業を実施している

というところで、両町よりも多く事業を実施しております。 

 また、保育所での児童の受け入れ促進と待機児童対策の解消、保育人材の確保のために子育

て支援員研修の実施、また、保育士等奨学金の創設などにも積極的に取り組んでいるところで

ございます。 

 健康増進課につきましては、母子保健事業、妊娠出産包括支援事業、訪問事業、あとは、予

防接種事業など、安心して本町で子供を産み育てることのできる地域を目指した事業に取り組

んでいるところでございます。 

 また、出産・子育て応援交付金については保健センターの子ども包括支援センター、介護福

祉課が相互連携して事業を実施しております。 

 また、学校教育課においては、先ほどもお話がありましたけれども、われんきゃポイント事

業、語学留学、学士村塾、また、部活動遠征費の増額、第三の居場所づくりなどを行っており

ます。 

 また、社会教育課においてはインターシップ教育事業なども行っており、幅広い世代、幅広

い年代の子供たちに向けた事業を行っておりますので、子育てに対する支援が、一概に比べる

ことはできませんけれども、本町は充実していると考えております。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 これはこの問題はあと３年間また毎回出していきたいと思います。 

 ２番目の入札についてもう何回も聞いていますけれども、どのような基準で指名を組んでい

るのか。副町長、総務課長、建設課長、水道、学校教育、支所長、これはもう総務課長に事前

に連絡してあります。 

○副町長（幸野善治君）   

 まず、これも何回も同じような答弁になりますが、指名委員会には副町長、総務課長、企画

課長、建設課長、建設課長補佐と各事業の担当課長で行います。事業課のほうでは指名委員会
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の日程をまず調整しまして、委員会の中では担当者から事業名、予算、事業実施の場所、内容

等の説明を受けた後、指名業者の工事実績、工事の内容、規模や施工場所、技術力、工事の手

持ち量等を考慮した上で全体的に総合的に判断して指名委員会を行っております。 

 以上です。 

○総務課長（村上和代君）   

 勇元議員の御質問にお答えいたします。 

 ただいま副町長が申しましたとおり、指名につきましては、指名願を取りまとめている建設

課の資料をもとに指名を組んでいます。 

 指名の基準につきましては、まず、有資格であること、業務委託場所の地域性、また、業務

についての技術的な適正を有しているか、そのほか、経営状況や信用度、安全管理状況、事業

量などを総合的に勘案いたしまして指名をしているところであります。 

 以上です。 

○建設課長（清山勝志君）   

 お答えします。 

 建設課としましては、実績、経験、手持ち工事、場所等を重視し、また工事の工種等を反映

し、指名委員会にて選定しています。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 水道課におきましては、過去の事業の実績、指名願が出た工事の種類、その点を総合的に勘

案して指名を組んでおります。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 勇元議員の御質問にお答えいたします。 

 学校教育課では、指名に関しては、地元の業者及び過去の実績を考慮して指名しております。 

 以上です。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 勇元議員の御質問にお答えします。 

 花徳支所では指名願を提出されている業者の中から業務内容によって過去の実績等を考慮し

て選定しております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 今、答弁した方々は、幸野副町長、また総務課長の答弁のとおり、そのような内容で指名を

組んでいると自信を持って言えますか。 

○総務課長（村上和代君）   

 お答えいたします。 
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 はい。自信を持って、そう申しました。 

○建設課長（清山勝志君）   

 はい。自信を持っております。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 はい。私も自信を持って答弁いたしました。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 私も自信を持って答弁しております。 

 以上です。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 はい、私も自信を持って答弁しております。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 この入札の実績を、毎回、議会に配りますけど、この指名のメンバーを見て、指名の仕方を

見て、これがまともな指名の組み方か。私は恐らく、今、副町長が言ったような基準で指名を

組んでいたらこういう指名の組み方は絶対できないと思うんですよ。 

 建設課長、自信を持って言えますか、副町長が言ったような基準で指名を組んでいると。 

○建設課長（清山勝志君）   

 はい。副町長が言ったとおり、自信を持っております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 入札執行調書の状況を見たら、これが指名の在り方かと。こういう指名の組み方ですよ。令

和元年から令和４年まで指名の数をもらいましたけれども、多い業者は30回、33回。少ない業

者は３回、４回。これがまともな指名の組み方でしょうか。これが副町長が言ったような基準

で指名を組んでいる指名の組み方でしょうか。 

○建設課長（清山勝志君）   

 お答えします。 

 入札執行に当たり、不調とか辞退、現場周辺の住民の多大なる御迷惑を強いられる業者には、

しばらくの期間、指名から外していることからこういうように行われると思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 指名に入って辞退する業者がいるんですか。 

○建設課長（清山勝志君）   

 令和４年度はいました。 

○８番（勇元勝雄君）   

 何者ですか。 
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○建設課長（清山勝志君）   

 ６者ですね。 

○８番（勇元勝雄君）   

 では、６者がこの指名の少ないほうに入っているわけですか。 

○建設課長（清山勝志君）   

 令和４年に対してはそうです。 

○８番（勇元勝雄君）   

 では、後でその資料を。名前は出さなくてもいいですから、アルファベットでも何でもその

辞退をした業者、そして、これと突き合わせてみたいと思います。 

 業者は、指名に入って、結局、仕事を取るために戦えるわけですよね。こういう点も考えな

ければ、地域性がある、地域性を考えると言っていますけれども、支所長、東天城地区で物産

館の指名に入っていない業者がいますけれども、これはどのようなことで指名に入れなかった

んでしょうか。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 お答えいたします。 

 まず、その指名案を作るに当たって、前の建設業者の指名の案を見せていただいて、それを

基づいて決定しましたので、一応、業者の選定はこちらの方である程度、地域性を見ながら指

名をしたことになっております。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 聞いているのは、１者だけ指名に入れなかったのはどのような理由でしょうかということで

す。 

○副町長（幸野善治君）   

 東天城地区にも民間の仕事をしたり、ほかの原材料支給とか忙しくてできない手持ち工事の

量の分でもあったんですね。それでその１者はなったと私は考えております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 これは支所長が指名を組んで、その１者も指名を組んで、副町長が削ったということですか。

副町長が答えるということは。 

○副町長（幸野善治君）   

 削ったというところじゃなくて、ちゃんと平等に、平等性を必ず保つんですよ。「どうです

か」という話をして。それで、平等性を保つということを基本に、いろんな手持ちの工事量、

地域性、工事の実績、従業員の数、いろんなものを総合勘案して、判断してその６業者７業者

を指名しているわけです。ですから、全然、問題ありません。 
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○８番（勇元勝雄君）   

 指名委員長がそういう認識だから、いろいろ疑惑が出るんですよ。もっと指名委員長たるも

のがぴしっとした態度で示さなければ。 

 支所長、なぜその１者だけ指名に入れなかったのか。手持ち工事とか関係ないんですよね、

民間の工事をしているとか。そういう話じゃないんですよ。それは指名に入った場合は、手持

ち工事が多いから辞退する業者もいるでしょう。 

 なぜ抜いたのか、入れなかったのか、それを聞いているんですよ。 

○副町長（幸野善治君）   

 先ほども話したとおり、その１者が基本的に言えば、忙しかったということです。 

○８番（勇元勝雄君）   

 業者というのは全部忙しいんですよ。忙しいけど、指名が入ったらそれは業者の考えでこの

仕事は取っても仕事ができない、そういう判断で動くべきであって、役場が忙しいとか忙しく

ないは判断できるわけないでしょう。 

 支所長、あんたが答えるべき。指名はあんたが組んだわけでしょう。あんたが答えるべきこ

となんですよ。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 先ほどから副町長が言われたとおり、その業者が手持ち工事が多いというのがありまして、

それで指名から外してあります。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 では、指名を組んだとき、その業者の手持ち工事はどれくらいの量でしょうか。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 民間の仕事をしていたので、そういったこともありまして指名からは外しております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 その仕事量ですよ、役場の仕事ができないほどの仕事量を持っていたか持っていないか、そ

の量が知りたいんですよ。 

○副町長（幸野善治君）   

 勇元議員ね、これは各課から提案してきたら指名委員会で話すんですけど、そこまで誰を入

れなさいとか、どうしなさいというのは、これは強要罪にも当たるんですよね。地方自治法第

132条に違反するいわゆる行為となりますので、これ以上は別に課長が答える必要はないと思

います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 だから、今、答弁で、入れなさいという話じゃないんですよ。なぜ入れなかったのか。入れ
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なさいという話じゃないんですよ。そういう質問しているわけじゃないんですよ。なぜ入れな

かったのか。それで、「手持ち量が多かったから入れなかった」と。 

 副町長、分かりますか。だから、その手持ち量が多いということを分かっているから指名に

入れなかったわけですよね。だから、その量はどれぐらいの量を持っていたか、それだけの話

なんですよ。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 では、また後で調べてお答えいたします。 

○８番（勇元勝雄君）   

 こういうことは後で調べることじゃないんですよ。その時点で分かってそういうことをした

わけですから。 

 支所長、業者というのは指名に入るか入らないか。それは仕事が取れるか取れないかのこと

なんですよね。それを認識して、これからの指名を組んでもらいたいです。 

 水道課長、これは去年の５月ですかね。水道の浄水場の工事がありましたよね。 

 今、水道課長は「自信を持って指名を組みました」と言いましたけれども、「副町長の基準

を守って組みました」と言いましたけれども、この水道の業者、指名に入った業者がどれぐら

いの指名、箇所に入ったか分かっていますか。 

○議長（行沢弘栄君）   

 勇元議員、９番目にこの入札の件が出ているんですけども。 

○８番（勇元勝雄君）   

 それ今聞いて。 

○議長（行沢弘栄君）   

 そこでも同じ、繰り返し、質問が出ますか。 

○８番（勇元勝雄君）   

 それしない。 

○議長（行沢弘栄君）   

 しない。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 勇元議員に資料をお配りしておりますが、その資料の方で回数とか分かると思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 ９番目に質問がありますよね。夕べ、指名回数を調べました。一番多い業者が12か所、少な

い業者はゼロ。１回の方が８者、２回の方が２者、３回の方が２者、４回の方が１者、５回の

方が５者、６回の方が６者、７回の方が２者、８回が８者。一番多いのは12者です。 
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 これが公平な指名の組み方ですか、水道課長。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 水道課といたしましてはこれまでの水道課における事業の実績等を踏まえて指名を組んでお

ります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 そういう話じゃないんですよ。この回数が、箇所数がこれだけ違うのはどうしてかという話

なんですよね。実績はほとんど浄水場の場合は建設業法からいったら機械設備の部類に入ると

思うんですよね。 

 どうしてこれだけ差が出たか。なぜですか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 水道課におきましては、その工事場所のいろいろな仕事のいろんな規模の大きさ等がありま

す。それを勘案して指名の方を組みました。 

○８番（勇元勝雄君）   

 その指名を見たら、規模とか全然関係ないと思うんですよ。どういう基準でこういう。課長

が言うように、規模とかそういうのだったら、ある程度、県のランクを利用するとか、そうい

うのを利用して規模を考えなければできないと思うんですよね。 

 こうして見てくださいよ。規模とかそういうのを勘案してあるのはないでしょう。なぜです

か。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 水道課におきましては、これまでの実績と何度も勇元議員に答えますけれども、各事業の規

模等を勘案して指名願を組んでおります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 今までの実績というのはどういうことですか。仕事の内容とかいろいろ。 

 一番聞きたいのはなぜこの指名の箇所がこれだけ差があるのか。県のＡ級の業者がＢ級の業

者が１か所しか指名入らない。県のＡ級の業者が２か所しか入らない、そういう状態になって

いるんですよ。 

 この指名の組み方はこれで課長はいいと思っているんですか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 私は公正に指名を組んだと考えております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 これが公正だと思うのは、副町長、指名委員長、水道課のこの指名の組み方をどう考えます

か。 
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○副町長（幸野善治君）   

 課長が立派な答弁をしましたが、公正であります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 指名委員長がそれぐらいの考えで指名委員長をしているからこういう指名の組み方をするん

ですよ。これが公正だと思う指名委員長は、この指名を組んできて、これを、メンバーを見て、

回数を見て疑問に思わないんですか、指名委員長として。先ほど言った指名に対する基本の条

件を考えて、それだけ考えられない指名委員長は、私は即刻辞めるべきだと思うんですよ。 

 これがまともな指名の組み方だったら、徳之島町の入札、これは非常に町自体が危機的な状

態だと私は思うんですよね。 

 副町長、どう考えますか。 

○副町長（幸野善治君）   

 先ほどから繰り返しているとおり、従業員の規模、工事の実績、地域性、それから手持ち量、

技術力、そういうものを勘案して各工区別に組んでやりますので問題はないと思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 水道課長、指名委員長はああいう答弁をしましたけれども、技術力、職員の数、手持ち工事、

全部勘案してこういう指名の組み方をしたんですか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 そのとおりであります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 答弁は明快ですね。びっくりするほど明快です。 

 現在、徳之島町の指名は公平に行われていると思うか。指名委員長。 

○副町長（幸野善治君）   

 公平に行われていると思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 これぐらいの認識しかない指名委員長は非常に私は疑問に思います。 

 順番が逆になりましたけれども、２番目の昔はちまたで黒幕どうのこうのというお話があり

ました。現在、役場ＯＢの３人が外部で指名を組んでいるといううわさがあります。聞いたこ

とがあるのか。また、そのようなうわさが出るということをどのように考えるか、指名委員長、

お伺いします。 

○副町長（幸野善治君）   

 聞いたこともありませんし、そのうわさが出たのは残念であります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 聞いたことがないと。この間、総務課長、副町長、建設課長、水道課長はいなかった水道課
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長補佐。副町長室で話したことはありますよね。そのとき、私のほうに電話がいろいろ来ると

いう話をしたら副町長のほうにも電話が来たという話をしたと思うんですよ。総務課長、その

とき、メモを取っていましたけど、そういう話をしましたよね。 

○総務課長（村上和代君）   

 お答えいたします。はい。勇元議員のほうからいろいろとそのようなお話はお聞きいたしま

した。 

○８番（勇元勝雄君）   

 副町長にも。 

○議長（行沢弘栄君）   

 勇元議員、どうぞ。 

○８番（勇元勝雄君）   

 副町長にも電話が二、三回来たという話をその場で副町長の口から言ったんですよね。 

○副町長（幸野善治君）   

 記憶にございませんが、どういったことでしょうか。 

○８番（勇元勝雄君）   

 だから、役場ＯＢの３人が指名を組んでいる。そういう話を、電話が来たという話をやった

と思うんですよ。それは副町長はやったことはないということでしたらこれからはテープレ

コーダーでも持っていってそういう話をしたいと思います。 

 このようなうわさが出るということは非常に不名誉なことなんですよ、町に対して。前も庁

舎建設の件で副町長にいろいろうわさがあるから気をつけてくれという話をしたことがありま

す。その場でも、証拠がないからどうのこうのという話をしましたけれども、疑惑が出たら職

員に対して注意をするのが本当であって、証拠とかそういうのはあるないじゃないと思うんで

すよ。うわさがあるということはそう思っている方がいるわけですから。だから気をつけなさ

いよということを職員に副町長のほうからするべきであって、証拠がないからそういう話はで

きない、証拠があったら警察に行きますよ。そのときも役場職員と業者と天文館でどうのこう

のといううわさを電話を四、五回もらったんですよね。それもそういう話もしました。もろも

ろ世間一般の人は見ているんですよね。そういう疑惑が出たら、町長・副町長が課長会でも

「そういううわさがあるから気をつけてください」ということを言わなければ本人は分からな

いわけですよ。 

 人は知らないと思っているだろうけれども、人は全部見ていますからね。ただ、物を言わな

いだけであって。そういううわさが出ることを副町長はどのように考えていますか。 

○副町長（幸野善治君）   

 うわさが出るということは非常に残念ですが、いろいろな通報があるんですね。いわゆる業
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者と非常に鹿児島で飲んでおったとかいうのも勇元さんからも聞きましたし、そういった場合

はすぐ呼んで一緒に指導したじゃないですか、その場で。 

 それから、その後も。その後もですよ。その後も課長会では常に「伊仙町で起きた公金横領

事件とか、隣の町の天城町の補助金不正利用、それから過去には徳之島町でもあった公金横領、

贈収賄。そういったのにはくれぐれも職員は気をつけてください」ということは課長会を通し

て言っております。 

 だから、勇元さんや私たちの経験からおった年代よりは非常に真面目であります。勤勉であ

ります。また勉強します。ですから、職員のことはそう心配なさらなくていいと思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 真面目だから昔の人間は不真面目だったんじゃないんですよね。私も職員時代はいろいろあ

りましたけれども、そういう信頼するのもいいことですけれども、そういううわさが出たら信

頼以前の問題なんですよね。気をつけてくださいということは、職員が業者と飲み会が多いと

かそういううわさを聞く。また、電話が来るんですよね。 

 ここにいる課長も、特に事業課の課長はそういうことをぴしっとしていなければ。 

 公務員というのは一番弱い立場なんですよ。業者との飲み食いを世間の人は見ています。も

し、そういうのでいろいろ引っかかった場合、公務員というのは仕事はなくす、退職金もなく

なる。そういう点を踏まえて仕事をしなければ。 

 公僕として私は非常に残念だと思います。今後も入札問題に対しては指名の在り方が改善さ

れない限り質問していきます。 

 それと６番目の水道課の次亜塩素酸ソーダポリ塩化アルミニウム、徳之島町では他の２町に

比べて単価が400円上がっています。これは去年の時点で水道課長にどういうことかというこ

とを話をしていますよね。それで令和５年度も１缶当たり400円高くなっている。これはどの

ようなことで単価を上げて契約をしたのかお伺いします。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 勇元議員の御指摘のように令和４年度も400円の差がありました。令和５年度も町内の３者

の方から見積りを頂きました。その見積りの結果が400円の差ということで見積入札のほうが

終了しております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 そういう考え方がおかしいんですよ。400円の差があるのに３者から見積りを取って契約を

する。水道課は今どれくらいの赤字か分かっていますか。２億以上の赤字を出しながらこうい

う垂れ流しをする。聞いたら年間300万ぐらい差額が出るという話ですけれども、それを分か

りながら契約をする親方日の丸の考え方じゃないですか。自分の腹は痛まないから契約をする。
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見積りを取った時点で「これでは契約をできません」ということで断るのが当たり前じゃない

ですか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 水道課といたしましては、３者の業者から見積りが届きました。それを基にして契約のほう

をいたしました。 

○８番（勇元勝雄君）   

 この契約書を、総務課長、副町長、町長、決裁の印鑑を押したんですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 決裁には印鑑を押してあります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 １缶当たり400円上がっているという話は水道課長のほうから町長には上がってきていない

んですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 その見積入札をするときに、一応、２町の価格の参考価格というふうにしたんですけれども、

地元優先ということで３者見積りをしたところです。 

 今回、参考価格を提示しても下がらなかったというのが現状でした。 

 今後は我々はその点について水道課長とお話をして、入札という形を今後は取っていきたい

と思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 入札というのは見積り入札、一般競争入札、一般入札といろいろありますよね。結局、400

円も1缶上がるのに、参考価格も出しているのにそれだけの価格を出せなかった。その見積り

を取った時点でほかの業者から見積りを取るべきであって、３者から見積りを取って400円上

がったけど仕方がない、契約をして印鑑を押す、そういう感覚が私はどうしても分からない。 

 もし、これが自分の金だったら年間300万、過去何年間ですか。恐らく10年間ぐらいこうい

う契約をしているわけですよね。年数は分からないんですけれども、10年間このような契約を

してやった場合、3,000万ですよね。そういうことをできる役場の体制、本当、不思議でなり

ません。 

 いかにして安く取るか、水道の３町で薬品を取るとか、そういう文書が通知があったと思う

んですよ。そうした場合、伊仙、天城が400円安くで入るのに何で徳之島町だけ400円上げて見

積りがそうだったからそれもほかの町村は400円安いですよという見積りを、ある程度、案を

提示しながら業者が見積り、それだけ出したから。それで契約する。本当に親方日の丸。町民

のことは考えていないわけですよ。 

 水道課長、年間２億以上の繰入れをしながらこういう仕事のやり方では、私は課長として失
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格だと思うんですよ。公営企業、特に水道は独立採算でやらなければいけない。それをたまた

ま徳之島町は繰り入れ、２億以上の繰入れをしながら運営をしている。この２億の金をもし独

立採算で水道料金に跳ね返った場合、現在の２倍近くの水道料金を町民は払わなければいけな

いんですよ。こういう状態のとき、こういうでたらめな契約の仕方、水道課長、どう考えます

か。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 薬剤の件につきましては、今年度の３月議会の後、勇元議員のほうから「他の２町と比較す

ると本町の薬剤については高い」ということをお聞きしました。 

 去年になりますけれども、令和４年度の段階では３町から見積書を頂いて契約をいたしまし

た。その額をほかの２町と比較することは私は行っておりませんでした。ですから、本年度の

３月に勇元議員から指摘があり、初めて他の２町より薬剤の方が高いということを初めて認識

いたしました。 

 私としては、他の２町が金額が単価が決まっていますので、徳之島町もその同じ金額にする

のは、２町のそのようないろんな業者の業務もありますので、私のほうとしてはやはり２町の

業者、徳之島町の業者、いろいろな業務内容が違うと思いますので、単価が違っても町内の業

者で取った見積りで一番安いところと契約した次第であります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 あまり説明の意味が分からないんですけれども。前は鹿児島の業者がやっていましたよね。

それも配達だけ島内の人が配達していました。恐らくそのときは単価は一緒だったと思います

よ。前の水道課長に聞いたら、島内業者にさせたいからということで契約を「同じ値段だった

らいいんじゃないですか」という話でやったらしいんですけども、その課長も恐らく同じだと

いう認識で契約をしたと思うんですよね。 

 だから、その300万という差額を１缶400円という差額を水道課長としてもっと真剣に考えな

ければ。答弁は明快に答えているつもりだと思うんですけれども、中身が分からない。また次

の機会にまたやりたいと思います。 

 令和４年現在２億近くの赤字を出していますけれども、この赤字を解消するためにはどのよ

うな手だてを。 

 赤字を解消するためにはどのような努力をすべきかお伺いいたします。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 水道事業の経費は、地方公共団体の一般会計または他の特別会計において負担するものを除

き、料金収入などをもって充てなければならないとされています。 
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 しかし、本町において水道料金のみでは費用が不足のため、一般会計から繰入金をもって運

営を継続していることが現状です。 

 一般繰入金は基準内と基準外の２種類の繰入金があります。基準内繰入金は国が定めた基準

に基づく繰入金、基準外繰入金が収入を費用に充てても足りない部分。つまり、赤字のままで

は資金が不足し、運営が困難であるために町から繰入金を補っているのが現状です。 

 今後、管路や水道施設の耐震化や更新に要する費用が多額となることが見込まれるため、こ

れらの経費を勘案した上で安定的な経営を可能とするため、料金体系を見直しをすることが必

要であると考えています。 

○８番（勇元勝雄君）   

 だから、料金体系を変えるためにもこういう無駄遣いをしないようにしなければ町民は納得

しないんですよね。たかが１缶から400円、全体で300万。そういうことをしないで、料金体系

を変える。もっと水道課長は緊張感を持って、いかにしたら経営がうまくいくかを考えなけれ

ば、親方日の丸ではできない仕事なんですよ。 

 今後、いろいろあると思いますけれども、水道は人間が生きるために一番なければいけない

水ですから、一生懸命、頑張ってください。 

 これで。 

○議長（行沢弘栄君）   

 しばらく休憩します。11時30分から再開します。 

休憩 午前１１時１４分   

再開 午前１１時３０分   

○議長（行沢弘栄君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○８番（勇元勝雄君）   

 ３番目、徳之島町内の体罰問題についてお伺いいたします。 

 町教育委員の被害者へどのような対応をしたのかお伺いいたします。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 勇元議員の御質問にお答えいたします。 

 被害を受けた生徒への対応は学校長が行っております。 

 内容は別室教室登校や授業の職員の立ち会い、見守りなどです。 

 教育委員会といたしましては、保護者と謝罪等、再発防止対策に向けて面談を調整中です。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 我々の年代からしたら昔はそういうことが当たり前に行われていましたけれども、現在そう
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いう体罰とか暴言とかはもう絶対に許される問題じゃないわけですよね。ほかの生徒へのケア

はどのようなことをしたのか。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 勇元議員の御質問にお答えいたします。 

 体罰の件が新聞やテレビ等で報道された翌日の朝は生徒たちは少し戸惑う様子が見られたそ

うですが、その後は通常どおり学校生活を過ごすことができているようです。 

 全ての生徒の心のケアも大切ですが、保護者の説明会の後、18日及び23日に県からスクール

カウンセラーを招き、相談を実施いたしました。 

 今後も定期的に実施いたします。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 新聞報道では生徒たちに対し、常習的に暴言を吐いたり、体罰を加え、過去には自殺未遂を

図った生徒さえいるとなっています。 

 いろいろ教育委員会のほうでも調査をしてしましたけれども、どのような調査を行ったかお

伺いいたします。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 お答えいたします。 

 現在、学校のほうでアンケート調査を実施しております。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 今までいろいろ調査をして時系列的に答えられる範囲で教えてもらいたい。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 その案件に関しましては、今、被害届等が提出されておりますので、今回は答弁を控えさせ

ていただきたいと思います。 

 また、報告ができる時期が参りましたら御説明、報告いたしたいと思います。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 新聞報道ですけれども、今までもたびたびそういう暴言、体罰があったと載っていますけれ

ども、この報道が本当でしたらある程度学校内でも把握していたと思うんですよね。教育長、

どう考えますか。 

○教育長（福 宏人君）   

 勇元議員の御質問にお答えします。 

 まず初めに今回こういったようなことで非常に学校の保護者も含めて子供たちも含めて非常
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に御心配をおかけしているところでございます。 

 現在、新聞報道に既にあったとおり、暴言・体罰等について私のほうもいろいろ報道関係か

ら質問されましたので、既に新聞等にも私の方で回答をしているところでございます。 

 今後、こういったことがないように再発防止に徹底するということで、これまでの体罰・暴

言については詳細についてアンケートも含めて、それから、本人の聴取も含めて全て聴取をし

ているというようなところでございます。 

 現在そういったような報告をまとめて、また県のほうに報告を行っているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○８番（勇元勝雄君）   

 今までこういういろいろな問題があったということは、学校内で恐らく把握していたと思う

んですよ。それを他の先生方も学校内で収めなければいけないというような考えで、こういう

問題があったということは恐らく学校内である程度把握していたんじゃないかと思うんですよ。 

 教育委員会のほうへ来るのはいろいろ問題になってから来るわけですよね。その前に学校内

で問題があることに対しては、校長の権限でいろいろとほかの先生からも意見を聞くべきじゃ

ないかと思うんです。事なかれ主義で、まあまあで、なあなあで収めようという体制が、今、

学校のほうではあるんじゃないかと思うんですけど。 

○教育長（福 宏人君）   

 勇元議員の御質問にお答えします。 

 初めに学校現場はまず子供たちの教育に体罰・暴言があってはならないということ、これは

法的にも違法行為ですので、そういったことはないように。あってはならないと。 

 つまり、教師は教育をするために体罰・暴言によらない教育をすべき。これは徹底しており

ます。 

 そして、もしそういったようなことがあったら、これについては隠すことなく教育委員会に

報告というようなことになっております。私どもが把握している中ではもしそういうことがあ

れば、学校において、もちろん指導をすると同時に、報告を求めております。 

 ただ、今回の事案で大小いろいろとあると思いますが、全てそういったようなことで保護

者・子供たちにもそういうことがあった場合はすぐ相談できる体制づくりや、教育委員会も含

めて、保護者の中からそういった窓口はきちんとしておかないと、そういったことについて十

分に対応できない場合もあるのかなというふうに今回の事案で非常に反省をしているところで

ございます。 

 併せて、学校においても子供たちの指導においては一教員だけではなく、先生方が同じよう

なスタンスで体罰・暴言によらない教育をするということは常に研修でもお互いに共通理解し
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ておりますので、もしそういったことがあったらきちんとそれを報告する。校長にしても。そ

して、子供たちのケアもきちんとする。 

 そして、保護者にもきちんとそれを説明する。 

 学校教育法11条においては体罰・暴言による教育はもちろんそれは禁止されていますが、指

導と懲戒というのはきちんとできるというふうになっておりますので、子供たちをもちろん指

導というのは懲戒を加えるということはこれはもう法律的に認めている。ただ、それについて

も子供たち、そして保護者にもきちんと説明して、こういったような状況で、こういうふうに

指導しましたと。そういうのをきちんと明確に。 

 今、実際に学校でやっていると思いますが、そういうことを今回の事案からさらに徹底して、

子供たちに寄り添った教育、そして、保護者の心配に応えられるような教育環境を再構築する

必要があるというふうに思います。 

 そして、教師もいま一度、教育については体罰・暴力によらない教育とやり方、方法という

ことを今回の事案で再度学校においてもきちんと研修もするし、先生方もそういったような気

持ちで。ほとんどの教師がそういうふうにもちろん実際やっていますが、今回のことを教訓と

して捉えて、徳之島町の学校においては体罰ゼロということを目指して、また、保護者、ＰＴ

Ａも含めて取り組んでいきたいというふうに考えています。 

 そして、さらに言えば、こういった問題は地域の方々にも、今、学校運営協議会という制度

もつくっておりますので、地域の方々についても協力を求めていくと。学校のみではできない

部分も少しあると思いますので、強く保護者、ＰＴＡ、地域の方々にも協力をもらって学校の

働き方改革も含めて推進していきたいというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 学校は子供たちの教育の場。こういう問題があったおかげで自粛する子供たちも出てくる可

能性があるわけですよね。そして、学校内の先生方が全部その共通認識を持って、こういうこ

とをしたら、恐らく暴言を吐くときは恐らく大きな声で声が出ると思うんですよね。そういう

場合、隣の教室でもそういうことを聞いたらある程度助言をするとか、そういう体制を持って

いかなければ。あそこで叫んでいるとか分かりますよね。体罰にしてもどっか物陰へ行って体

罰をするわけじゃない。先生方全部がそういう体罰・暴言はいけないという認識を持って、共

通認識を持ってやらなければ。 

 他人のことだからいいんじゃないのぐらいの感覚でやってもらったら、子供たちは本当かわ

いそうなんですよ。 

 体罰とは関係なしに１週間程度学校を休んだというあれもありましたけれども、これは実際

に体罰と関係ないわけでしょうか。 
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○学校教育課長（太  稔君）   

 お答えいたします。 

 学校からの報告では、体罰ではなく、体調不良というふうな報告を受けております。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 体調不良がどのような体調不良かそれは分かりませんけれども、こういう問題が出た場合、

体罰とは関係なくても関連して考えられることもあるんですよね。 

 今後、体罰、暴言、セクハラ、そういう問題が町内の学校から出ないように。教育長以下、

学校教育課長、我々一般町民も学校見守りたいといろいろ活動をやってますけれども、みんな

で徳之島町の学校、学びの場として子供たちがすくすく育つようにやってもらいたい。これは

要望です。 

 今後、実際、体罰をした先生もかわいそうなんですよね。その処分を受ける前に、ある程度、

周りの先生方もケアして、校長もケアしてしなければ、こういう事態になってからどうのこう

の言ったってもうこれは簡単に収まる問題じゃないですから。問題を起こす前に学校全体、先

生方が協力して、体罰・暴言のない学校にしていくように頑張ってもらいたいと思います。 

 町政についてお伺いします。 

 観光課は金見崎のソテツトンネル一帯を将来どのような場所にしたいのか、お伺いいたしま

す。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 勇元議員の御質問にお答えします。 

 ソテツトンネル一帯の将来像につきましては、手つかずの原生林や風景を後世にそのまま残

したいとの金見集落の皆さんの御意見もあり、観光課としてもそのように考えています。 

 そのためには必要な維持管理の作業があり、その点については、金見集落の皆さんの協力が

必要となってきます。 

 維持管理に係る費用等については今後、財務とも協議したいと思います。 

 また、金見集落は海遊びやオカヤドカリ、ウミガメの産卵など自然体験学習ができる場所な

どのルートがあります。ソテツトンネルを通ることで様々な体験ができます。金見集落だけで

一日を退屈することなく過ごせる場所にできたものと考えています。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 前に一般質問で講演会をしたらどうかという話をしたら金見集落の何名かの方に怒られまし

た。 

 開発するんじゃなくて現状のままで、どうして現状のままを残せるかというのが一番の課題
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だと思うんですよね。ソテツトンネル一帯は全部民有地なんですよね。実際、大型バスが来た

ら県道にバスを連ねてソテツトンネルのほうに行きます。観光地で駐車場がない観光地という

のは恐らく考えられないんですよね。ソテツトンネル内のあの一帯の自然を壊さないような格

好で駐車場を作って、その駐車場から200メートルぐらい距離は伸びるんですけれども、県道

からでも行けるようなあの一帯を道だけを整備して、一帯を公園として開発するべきであって、

現在、ソテツトンネルは個人の所有物。しかし、金見の住民に対しては何の恩恵もありません。 

 前から「管理委託はできないか」という話もやりましたけれども、現在、あそこは個人が買

って家をつくることはできるんですよね、国立公園内であっても。高さ制限とかいろいろある

んですけれども。だから、その前に個人が買って家をつくるとか、その前に、ある程度、町が

手を打って、あの一帯を恐らく３町歩か４町歩ぐらいの土地だと思うんです。それを借り上げ

るか買い上げるかして、将来に向けて大きな公園をつくらなければ、現在の現状のままで個人

の行為に甘えてやっていったら、恐らく、トンネルの中に家ができる、そういう状態になると

思うんですよ。 

 そういう構想はできないのか。また、おもてなし観光課、その事業に対して企画課のほうも

ある程度助言をしてなければいけないと思うんですけれども。企画課かおもてなし観光課、そ

のような事業を持ってくることは考えられないか、お伺いします。 

○企画課長（吉田 忍君）   

 企画課といたしましては、そのような事業が持ってこれないかという部分に関しましては、

一番は金見集落のお考えが重要だと思いますが、例えば、交付金に関しましてはあらゆるとこ

ろで観光地整備等々、奄振交付金や地域振興事業交付金等々を活用して、おもてなし観光課の

ほうで整備しておりますので、そういった部分につきましては交付金の活用は可能かと考えて

おります。 

○おもてなし観光課長（吉田広和君）   

 先ほど勇元議員も言われたとおり、ソテツトンネルは個人のものになっていますので、その

辺の、あとは駐車場も民間の方のものをそのまま好意で貸していただいています。その点につ

いては、また維持管理も含めてこちらのほうで考えて、財務のほうで協議していきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○８番（勇元勝雄君）   

 観光課のほうもいろいろ事業をやっていますけれども、その事業自体が単発的なものですよ

ね。なごみの岬に東屋をつくる、金見崎に展望台をつくる。やはりこれからはインバウンドで

多くの方が来る可能性もあるわけですよね。クルーズ船の誘致もいろいろと町長も考えている

みたいですけれども、そういう方々が来た場合、観光バスが３台４台県道でずらーっと並んで、
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そういうのはみっともないと思うんですよ。徳之島町で一番の観光地は私はソテツトンネルだ

と思うんですよね。そういう点を踏まえ、将来を。目先じゃなくて、将来的にこの金見の一帯

をどのようにしたいか。そういうのを地元の方と話し合って、やはりそういう４年後、20年後

のことを考えてやらなければ、単発的に「はい、東屋をつくりました、はい、展望台をつくり

ました」とは。 

 その観光地は誰の物ですか。これは個人の物です。個人の売買はもう自由ですからね。そう

いう点も踏まえて将来的な展望を持って頑張ってやってもらいたいと思います。 

 総務課長は私が役場に来たらすぐ笑いながら「今日は何ですか」と来ますけれども、何十回

と、公用車の件ですよね。たまに雨降り来たら車を止めるところがなくて、町民の方もあっち

へうろうろ、こっちへうろうろしている状態で見たら公用車が一番いい場所、雨が雨に当たら

ない場所に止まっていることがあるんですよ。何十回と総務課長に言いまして、勇元、ちょっ

とうるさいなと思っていると思うんですよね。だから、各課長も、総務課長がずっと見ている

と言うんだけれども、総務課長が見る必要はないと思うんですよ。各課長が注意して、職員に

注意して、現在、このような駐車場の状態ですから、絶対に役場の敷地内には公用車を止めな

い。それは荷物を積むとかそういう短期的なものだったら構わないと思うんですけれども、そ

こに「○○課」「○○課」と書いて車が止まっていたら、町民は何で役場の職員はこんないい

ところに止めて、何で雨が降って何で濡れなければいけないかと、そういう状態になっている

んですよ。 

 そういう点も踏まえ、各課長も職員には厳しく、庁舎が完成するまで、公用車の置き場所が

決まるまで外に止めるように指導してもらいたいと思います。 

 また、最後ですけれども、現在、今、庁舎の舗装工事が始まっています。外構工事が６月20

日まで工期延長になって現在のような状態になっています。外構工事が工期延長したのは私は

おかしいと思うんです。解体が終わって12月から３月までは工事ができる状態でしたけれども、

６月まで工期延長したおかげで今ばたばたしているわけですから。事業課もこういう点を踏ま

えて、なぜ工期延長しなければいけないか、そういうことを考え、まずは第一に町民の利便性

を考えて今後も一生懸命頑張ってもらいたいと思います。 

○議長（行沢弘栄君）   

 しばらく休憩します。１時30分より再開します。 

休憩 午前１１時５７分   

再開 午後 １時３０分   

○議長（行沢弘栄君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、６番、松田太志議員の一般質問を許可します。 
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○６番（松田太志君）   

 皆さま、こんにちは。 

 令和５年６月第２回定例会において、６番松田太志が３項目について質問したいと思います。 

 町長並びに担当課長の答弁を求めます。 

 １項目めについてですが、昨日、今朝とも内議員、是枝議員、そして勇元議員からも質問が

ありました。徳之島町内における体罰等の問題についてであります。令和５年５月10日の新聞

等で報道のあった問題、まずは内容について質問をいたします。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 松田議員の御質問にお答えいたします。 

 新聞やテレビ等で報道されました徳之島町内の中学校の体罰の件ですが、過去の件も含めま

して、中学校でアンケート調査を実施するなどして、現在、まだ調査中です。 

 以上です。 

○６番（松田太志君）   

 我々議員も議会が始まる前の６月６日に、全員協議会の場で、教育長、太学校教育課長、そ

して、主事３名の方から大まかな説明がありました。議員からも様々な質問等がある中で担当

課長並びに教育長、主事のほうから丁寧な返答がございました。 

 内容等については、こちらのほうでは控えたいと思いますが、体罰が現場のほうであったと

いうふうなことで、昨日、今朝もほかの議員のほうに答弁をしているところです。 

 今後、またこういったことが繰り返されてしまいますと教育の質であったり、子供たちのあ

るべき姿というようなことが、なかなか教育向上とかそういったものが薄れてくるんだと思い

ますが、この点につきましては、教育長はどのような考えをお持ちでしょうか。 

○教育長（福 宏人君）   

 松田議員の質問にお答えをいたします。 

 先ほど来、この対応についてお話をしたとおりでございます。 

 今後、徹底した実態把握と早期の対応ということに今後進めていく必要があるのかと考えて

おります。これに関しても全て答えましたが、まず、教育委員会及び学校において、今回の実

態の把握も含めて、きちんと十分であったのか、こういったことについても今回きちんと点検

をしていきたいというふうに考えています。 

 そして、学校においても、日頃、こういったことがないように、学校自ら、教育委員会もそ

うですが、主体的にこういったことについてもきちんと調査しながら対策を進める、こういっ

た方向を進めることが必要だと思います。 

 それから、報告・相談体制ということで、これについても子供たち、先生方、保護者、ＰＴ

Ａも含めて、相談や連絡体制も含めて、やはり抜本的に見直す必要があるのかなと考えており
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ます。 

 それから、もしこういった事案が発生した場合は、もちろんゼロを目指すわけですが、発生

した場合は、速やかに対応して、子供たちのケアも含めて、保護者との具体的な話合いも含め

て、速やかな対応が必要かなと考えています。 

 そして、また教職員に対してはいろいろな事案があります。こういった事案に対して、法体

系という、昨日も是枝議員の話がございましたが、負うべき責任、そういったものの大きさに

ついて再度研修を進めるということでございます。 

 併せて、保護者を含めて地域の方々にも対しても、この体罰について、それから暴言につい

ても共通理解・共通認識を。学校だけじゃなくて、そういった多くの目を育てる必要があるの

かなと考えています。 

 そして、再発防止ということで、今回の実態把握の結果を踏まえて、今回の体罰の発生や背

景に何があったのか。その教師の対応や行動についてもどういったことが原因であったのか、

そういったことについても詳しく調査して、もしそうであれば、それに踏まえた研修を行って、

やはり体罰ゼロを目指していきたいと考えているところです。 

 以上でございます。 

○６番（松田太志君）   

 教育長、ありがとうございます。 

 若干前後するんですが、体罰があったという内容の説明がございました。 

 学校教育法11条の中に懲戒というものがございます。昨日、是枝議員のほうからも少しあっ

たんですが、この体罰と懲戒の違いについて共通認識をもう一度したいと思うんですが、教育

長はどのように説明を頂けますか。 

○教育長（福 宏人君）   

 お答えします。 

 再三、こちらのほうで申し上げていますが、まず、体罰は学校教育法11条には明確に禁止さ

れております。 

 再度申し上げます。学校教育法11条「校長及び教員は教育上必要があると認めたときは文部

科学大臣の定めるところにより児童生徒及び学生に懲戒を加えることができる」。 

 「懲戒を加えることができる」として教師の懲戒権を認めております。ただし、体罰を加え

ることはできないと。体罰については明確に禁止をしているところでございます。 

 それでは、いわゆる懲戒と体罰の区別について、これがなかなか分かりにくいというように

思いますけれども。 

 例えば、この懲戒行為とは、子供たちのこの宿題を残って宿題をさせるとか、授業中、立ち

回ってなかなか授業に参加できないときには「少しこそこに立っておきなさい」というような
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ことも含めて、いろんな懲戒の仕方があります。 

 ただ、この懲戒の仕方もこの体罰に当たるかどうかは、小学生と中学生では年齢的に理解も

体力も考え方も、年代に応じて発達していきますので、その年齢に応じて教育的な配慮があっ

て、懲戒もしなければいけないというようなことになっておりますので。 

 しかも、保護者に「今日はこういったような指導をしました」というようなことをきちんと

理解させる必要があると思います。そして、さらには、教師と子供のコミュニケーションをき

ちんと取って、子供たちにも指導、懲戒を、もちろん暴言、体罰はいけませんのできちんと理

解できるような形に今後する必要があるのかなというふうに考えています。 

 ですので、改めて申し上げれば、体罰はあれですけど、懲戒においても、子供に寄り添った

状況の問題をきちんと教育的配慮を基に行う必要があると考えているところです。 

 以上です。 

○６番（松田太志君）   

 ありがとうございます。我々議員も様々な保護者からも確認があったり、分からないことも

あるので、むやみやたらに下手なことも言えない、言葉も一つ一つ、気をつけながら対応した

つもりではいます。 

 先ほど委員会室で、池山議員が「助けるのも人の道、厳しくするのも人の道」というふうに

言われていました。やはり厳しい環境下で今がある先輩議員がこういった言葉を我々に投げか

けてくれるのは、大変うれしく、すぐメモに取って、この議場でお時間を頂ければと思ったの

です。 

 先生方の指導の在り方、そして生徒の受け取られ方などが、社会教育や学校教育においては、

人と人が接することにより培われるものがあると私は感じております。 

 教師として、生徒へ指導助言をする立場になれば、我々議員もですが、言葉遣いや行動一つ

一つをかねてから気をつけ、皆の模範となるように教育に当たるべきと考えます。 

 先ほど教育長からも言葉を頂いたんですが、やはり先生と生徒の在り方、コロナ禍以降、い

ろんな行事に制限がかかりながら、午前中、勇元議員も質問の中で、教育長が答えられていま

したが、地域と先生方、そして、主役の生徒、こういった方たちのコミュニケーションができ

る場が薄れてきている、こういったのも一つの背景にあるのではないかと感じます。 

 被害に遭われた学生も、これから将来もありますのでしっかりと対応していただければと思

います。 

 昨日、高岡町長がウェブ会議に参加された際に、これは大人の方たちのことだと思うのです

が、「人間力、人の価値観を認めながら、人生の経験がないかもしれないが、しっかりと人間

力を高めていくことが必要だ」ということをおっしゃっていました。 

 「戦う相手を間違えてはいけない。自分との戦いだ」ということを言われて、私も中学校の
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息子がいて、昨日、奄美のほうに大会で行って、休憩時間に大会の様子をＬＩＮＥで見ること

ができたのですけども、一生懸命、相手チームとボールの取り合いをしてプレーに励んでいる

んです。こういったことも学校教育でいろいろなことを学んだからこそできることであって、

なかなか一人ではできないことだと感じているところです。 

 昨日、内議員からもありました。スピード感を持って対応していただいて、家族や先生方と

しっかりとした対応を早期にできることが望まれるかと思います。 

 全員協議会の場で３つほど質問をさせていただいた中で答えていただいたのですが、学校か

ら先生が指導に当たった後、校長先生への報告義務もしっかりとしていただきたいというもの

と太課長がおっしゃっていたアンケート、そういったものもしっかりと伝えていただいて、早

期に対応できるようにというもの。３点目は、家族に連絡を取っているということですので、

しっかりと先生と生徒と向き合って対応していただければと思います。 

 今後の教育の在り方について、太学校教育課長は、どのような方向性、また、課長か教育長

に答弁をお願いしたいのですが、どのような今後の教育の在り方を。答弁を願いますか。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 松田議員の御質問にお答えいたします。 

 先ほど福教育長が、是枝議員、内議員、勇元議員のほうで述べたことと重なりますけれども、

再発防止といたしましては、１つには、体罰ゼロを目指した教職員の徹底した指導を行いたい

と思います。体罰は学校教育法によって禁止されているだけではなく、いかなる場合でも体罰

を行ってはならない。個々の行為に注目すれば、刑法に定められている犯罪であることを認識

を徹底させたいと思います。 

 指導がまた困難な児童生徒の対応を一部の先生に任せきりにしたり、特定の教員が抱え込ん

だりしないように、組織的な指導体制づくりを徹底し、管理職や生徒指導主任を中心に指導体

制を常に見直すように指導してまいりたいと思います。 

 ２つ目に、教育委員会としての体罰の根絶に向けての取組を徹底したいと思います。 

 本町の各学校の体罰の実態把握の方法が十分であるかを点検したいと思います。また、継続

的に体罰等の実態把握に努め、各学校長に所属する児童生徒及び保護者等に対して人権尊重を

基盤とした学校教育の推進及び体罰根絶に向けた取組を徹底させます。 

 また、学校運営協議会において説明をいたします。 

 また、教育委員会所属の指導委員を中心にした月１回の事例報告会で、情報教諭及び県のス

クールカウンセラーなど、巡回相談体制のさらなる充実を図りたいと思います。人権擁護団体

や警察署との連帯も強化してまいります。 

 ３つ目に、体罰を行ったと判断した教職員の暴言等の不適切な指導に対しては、県教育委員

会と連携しながら客観的な事実に基づいた適正な処分を行いたいと思います。 
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 ４つ目に、今回の件を教訓といたしまして、保護者や児童生徒がいつでもどんなことでも体

罰や暴言等、その他についても相談できる体制づくりを早急に構築してまいります。 

○６番（松田太志君）   

 太課長、ありがとうございます。教師も本土から各離島に５年ないし６年転勤していただい

ています。家庭等もありながら、あと、独身に来られる先生方もいらっしゃいます。その中で、

先生方が本土で学んできたこと、そして、離島で生かせることに若干ずれもあるかと思うんで

すね。その中で、島に住んでいる生徒たちは、その先生と出会うことによって学ぶこともある

んです。 

 昨日、全く体罰関係とは関係ない保護者と少し時間を頂いた中で話した内容なんですが、部

活動で先生から大きな声で指導を受けた、ただ、その中でやはり保護者と子供に対する話に食

い違う面があったと。やはりその子のことを思って指導しているわけですね、先生は。いろん

なことがあったんですが、やはり任期が終わると本土に帰る。そのとき、空港に見送りに行っ

たときにその子は涙を流したそうです。やはりこの先生に出会えてよかったと。指導を受けて

よかったと。やはりそこでその子が涙を流すというのは、自分のことを思ってくれたから。自

分に対して時間をかけてくれたから、ありがとうという意味で涙を流したと思うんです。やは

りそこは先生と生徒の関係性であったり、共有した時間であったり、そういったものがその子

供の今後の人生のですね、長い人生の中での一つの階段を駆け上る一歩になってくると思うん

です。 

 私も中学校時代、様々な先生がいらっしゃいました。女性の先生でトライアスロンが大好き

な先生だったんですが。もう過去の話ですね。私の学生時代、20、30年ほど前の中学校時代の

話です。その先生は本当に愛情のある先生で、バレーの顧問をしていました。トライアスロン

をゴールするとき、みんながゴールの後ろをついて先生と一緒にゴールするんですね。やはり

その先生が思いがある先生というのを生徒はみんな分かっているんですよ。こういった先生の

気持ちを生徒も酌み取って、じゃあ、自分に何が足りなかった、先生がどういう思いで指導し

た、そして、先生もこういった思いで指導した、そういったのをしっかりと、こういった指導

をしました、こういったことを伝えましたと、先生自ら校長へしっかりと伝えて、そして、子

供さんも保護者へ伝えて、やはりしっかりとしたコミュニケーションができるような仕組みづ

くりを今後もう一度学校現場の方でつくっていただけるようにお願いしたいと思います。 

 少しずれる視点になるかもしれませんが、高岡町長は、昨日、今朝と４名の議員、私を含め

て同じことについて質問をされております。町長からも答弁を願いますか。 

○町長（高岡秀規君）   

 一番は教育長等々、学校現場というものが非常に難しい環境になるなというふうに感じてい

ます。私たちが小学校のときは全て正しいと思いませんが、何度か先生から打たれたこともあ
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ります。しかしながら、一発でした。そして、先生が泣きながら「なぜ分かってくれないん

だ」ということを言いながら打ったのを覚えています。それは暴力といいますか、いわば、ビ

ンタですかね。そういう表現が、方言なのかどうかわかりませんが、打たれたときは痛いのは

明日になれば治りますが、実は言葉の暴言というのは実は心の中にずっと残るケースがあるわ

けです。 

 だから実際に教育の現場で、体罰というものと暴言というものの取扱いを慎重に学校現場で

は判断していただきたい。 

 打たなくて、ただ言葉で叱り方によっては、ずっと心の中に痛みとして残っているというこ

ともすっかりとわきまえて、私は暴言ということが今後は非常に重要な言葉遣いになってくる

かなというふうに思います。 

 打つことだけが体罰で、それがいけないということで、では、言葉では何でも言っていいの

かということになるとそれはいかがなものかなと。ずっと心の中に痛みとして残るわけですね。

だから、結果的に人間として、人間力というものが一番問われるだろうというふうに思います

ので、今後の先生への研修の在り方、そして、また働き方改革の中で学校現場で教えて、あと

は子供たちが帰れば私たちは責任はないんだという物の考え方がいかがなものかなと私は思っ

ています。 

 だから、地域にも教育力を身につけなければいけないということからポイント制度を始めた

り、親子で社会教育の現場になりますけれども、放課後の行動というものがこれからは重要に

なってくるだろうということの施策が必要になってきているのかなと思いますし、先生によっ

て教育力の格差が生まれてはいけないということから町の役割が非常に大きくなってきている

なというふうに思います。 

○６番（松田太志君）   

 町長、ありがとうございます。言葉の暴言、やはりきつい言葉だと心に残ってしまうもので

す。 

 本土と離島間での教育格差であったり、経験格差ですね。やはりいろんな経験をされた本土

で生活される子供さんと、離島で様々な経験の可能性がなくなってしまう子供たちの中で、後

もって離島遠征のときにも投げかけたいと思うんですが、小学校、中学校、高校、義務教育、

小学校、中学校の中で様々な経験をしてくることによって、言葉の伝え方であったり、受け捉

え方であったり、精神力であったり、先ほど町長が言われた人間力というものが培われていく

んだと思うんです。 

 ただ、それには様々な経験、学校教育、社会教育の場でも事業化しているインターンシップ

であったり、海外派遣であったり、誰一人取り残されないＳＤＧｓの第三の居場所づくり、そ

ういったものが一つ一つ積み重なって、みんなの人間力を上げていこうという仕組みになって
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くるんだと私は感じております。 

 しかしながら、そこに子供たちが参加するような仕組みをつくり、自分が何が足りない、弱

点が何が足りない、何を改善していかないといけないのかというふうに感じて伸びていく子供

になれば、ああ、あのとき先生がこう言ってくれたのはこういったところだったんだというふ

うに子供も感じてくると思いますので、ぜひ継続して、今回のこの体罰の問題は、やはり町と

して様々な課題を解決していけるように引き続きお願いしたいと思います。 

 次の質問に移りたいと思います。 

 島外遠征時の補助についてお伺いをしたいと思います。昨年の12月議会の際に一般質問とし

ても取り上げさせていただきました。現在の進捗状況を社会教育課長からお伺いをしたいと思

います。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 松田議員の御質問にお答えをいたします。 

 現在、社会教育課におきましては、遠征時、大会等における補助助成金の進捗状況ですが、

以前お答えしたとおり、現時点では大きく変わっておりませんが、昨年度から、スポ少交換大

会、大島地区大会での往復の船賃については満額補助を行っております。現在のところ、変わ

ったものでいきますと、以上のことになります。 

○６番（松田太志君）   

 課長、ありがとうございます。料金改定のほうがあったと伺っているのですが、そこら辺を

お伺いできますか。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 料金のほうにつきましては、今現在、手元に資料はございませんが、上がった分については。

一応、社会教育課のほうではその都度やっておりますので、金額に合わせてやっております。 

○６番（松田太志君）   

 中学校等の大会に行く際の旅費が大幅に上がったと少し伺ったのですが、どれくらい上がっ

たのであるかをお伺いできますか。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 松田議員の御質問にお答えいたします。 

 中学校等の部活動大会への出場補助金は、社会情勢等を考慮して、子育て支援の一環として

交付要綱を改定いたしました。 

 改定後の金額を申し上げます。大島地区大会が4,000円のところ8,000円に、県大会4,000円

のところを２万円に、九州大会5,000円を３万円に、全国大会１万円を５万円に変更いたして

おります。 

 なお、九州大会・全国大会を除いて、一部の活動２回までの補助といたしております。これ
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は令和５年度、今年度より実施しております。 

 以上です。 

○６番（松田太志君）   

 太学校教育課長、ありがとうございます。倍近く金額の改定があって、やはり生活物資が値

上がりする中、子育て世代には大変ありがたいことだと思います。 

 茂岡課長、今、部活動の料金改定についてあったんですが、例えば、スポーツ少年団である

とか、ほかの吹奏楽みたいなところについては何か今後見通しがありますか。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 お答えいたします。 

 ブラスバンド等の小学校の件ですけれども、そちらも改定をしております。 

 大島地区大会の4,000円を6,000円に、県大会4,000円を１万2,000円、九州大会5,000円を

１万7,000円、全国大会１万円を２万7,000円と変更しております。 

 以上です。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 今、学校教育課からありましたように、ブラスバンドについては文化面のほうで、今、料金

改定ということでありました。 

 ただ、スポーツ少年団のスポーツ部門については、船賃については今の船運賃に対しての満

額補助、そして、残りのものは２分の１の補助という形で維持させて、推進していきたいと考

えております。 

○６番（松田太志君）   

 ありがとうございます。私も亀徳に住みながら子供がサッカーのスポーツ少年団に所属して

おりまして、この話をしていいのかはあれなんですが、５月の闘牛大会のほうで売り上げた売

上げを島内の50団体のスポーツ少年団に寄附を頂いたという話を伺いました。大変すばらしい

ことで、この点について町長はそういったお話を伺っていますか。 

○町長（高岡秀規君）   

 報告がありました。やはり地域力というものはすばらしいなと感じているところです。 

○６番（松田太志君）   

 ありがとうございます。実行委員としてされた方が子供たちに役立ててほしいということで、

島内の50団体のスポーツ少年団に寄附をしていただいたということで、我々も何かできないか

ということで、今後考えていければと思っているところです。 

 12月の議会の中で茂岡課長にこの奄美ならではの条件不利性があります。そして、子供たち

がお互い、スポーツに関して言えば、練習試合や大会等をすることによって子供たちはそこで

刺激し合うんですね。相助効果がありますので、こういったものを奄振事業でできないかとい
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うことも相談させていただきました。今後、こういったことについて課長なり町長がどういっ

た方向性で広域的な取組としてやっていこうと考えているのか、答弁をお願いします。 

○町長（高岡秀規君）   

 茂岡課長、太課長にも、奄振で「教育及び文化の振興について」という文言を入れたいと。

では何をしたいんだということになるので、全て今、学校教育課、社会教育課で考えられるも

のは、奄振事業での予算要望ですね。令和６年度にするように、今、話をしたところでありま

す。 

○社会教育課長（茂岡勇次君）   

 今、町長からありましたように、町長からは以前からこの奄振事業というもので、今までな

かなかこの教育部門が認められていないということがありましたので、町長が働きかけており

ます。 

 我々としても、この遠征並びに大会の派遣につきましては、本町だけの問題ではないと考え

ております。奄美群島全体でほかの市町村にも意見を聞きながら、連携をしてこの問題にはこ

れから取り組んでいくべきだと考えております。 

○６番（松田太志君）   

 町長、茂岡課長、ありがとうございます。次期奄振の延長に向けて様々な課題がある中で、

企画課長からお願いをしてお借りしました奄美群島振興開発総合調査報告書ですね。並びに、

令和４年度奄美群島振興開発アンケート調査、大島郡内の様々な年代の方たちにどういった課

題があるのか、また、その奄振があることによってどういったことが豊かになったのか、様々

なことについてのアンケートが書かれています。委員会室にありながらお借りして見ていたの

ですが、やはりどの島も同じような課題があるんです。本当に奄美の子供たちが増えていくと

なるとお金がかかる。そして、子供たちにいろんな経験をさせたいとなるとそこでもお金がか

かってくるという問題点、アンケート結果がしっかりとこちらに明記されております。 

 奄美群島成長戦略ビジョン2033に交流をつなぐ宝というようなことがありました。このビジ

ョンの中の交流というのは観光の交流のことを指すそうなんですが、今後、この交流について

も、やはり子供たち、大人が群島内で交流、また、町長が言われているように沖縄との交流、

こういったものについても事業化をしていただければ、子供たちの刺激、また、大人の刺激に

もつながりますので。そしてこのつなぐ宝というのは、私は子供が宝だと思っているんです。

この宝、子供たちをつなぐ意味合いをしっかりと形としていただけますように、町長からもう

一度答弁をお願いします。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、鹿児島県の総合計画でも、奄振2033のビジョンでも教育という文言が我々の要望どおり

入っております。交流につきましては、沖縄の文化でありますとか奄美の文化、内外での交流
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は絶対に必要だろうと思います。 

 それはなぜかと言いますと、私の知り合いに外国で暮らしている方がいるんですが、日本人

と外国の違いというのは、日本人は意外と自分たちの良さとか日本文化の良さとかというのは

なかなかプレゼンできないと。できなかったと。しかしながら、外国の方は自分たちの国の良

さ、そして、自分の良さ、文化の良さ等をしっかりとプレゼンできるんだと。それがもしかし

たらグローバル化だよねという話を伺いました。 

 そのとき、琉球語であるとか奄美語というものはなぜプライドを持って言語として認めない

の、なぜそれを捨てるのかというのは意味が分からないという外国の方の意見があったそうで

す。 

 たまたま標準語になった今の言葉なんですが、やはり奄美語にしても琉球語にしても言語で

あることは間違いないわけです。そこはしっかりとプライドを持って、誇りを持ってつなげて

いきたいなと考えております。 

 今後、今、国のほうにお願いしているのは、修学旅行のみならず、今はインターシップでア

ンケート調査の中から選んでいきますが、本当は私の理想は全員で行かせたいわけですよね。

国会であったり、いろんな都会の子供たちが経験することを島の子供たちにも経験させたいと

いうのが私の思いであります。それを奄振の予算で、当然、町の負担もありますが、しっかり

と補助事業となるよう、今、努力をして、子供たちが生きる力、そして、またグローバルな、

広い心を持った人間力を身につけるよう、町としてもしっかりと施策を打ちたいというふうに

思っております。 

○６番（松田太志君）   

 ありがとうございます。町村会長をされながら、様々な意見がある中で形となる事業、そし

て、継続していくことが必要となってきます。インターンシップであったり、外国派遣の事業

であったり、こういった事業に参加された生徒が、この徳之島町をつくっていく、そして、い

ろんな経験をされていくほかの生徒たちも、誰一人取り残されないように町の御尽力をお願い

したいと思います。 

 それでは、最後の質問に行きたいと思います。 

 新庁舎の今後についてお伺いしたいと思います。 

 町舎が完成間近で外構工事が進んでおりますが、徳之島町の亀津のシンボルとなるような立

派な庁舎になります。完成間近となった新庁舎ですが、外階段から屋上まで上れて、安全面を

考えると２階から５階部分までの外のベランダ部分、転落防止ネット等が必要になってくるか

と感じておりますが、この点について答弁をお願いいたします。 

○総務課長（村上和代君）   

 松田議員の御質問にお答えいたします。 
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 屋外の階段の手すりにつきましては、建築基準法、「階段には手すりを設けなければならな

い。また、屋上広場、または２階以上のバルコニーの周囲には、安全上必要な高さが1.1メー

トル以上の手すりを設けなければならない」となっております。 

 新庁舎の現況としては、床面からの高さが1.18メートルから1.3メートルとなっており、安

全上、必要な基準は確保されております。 

 また、手すりの幅につきましても８センチと狭くなっております。 

 転落防止のためのネットの設置につきましては、取りつけるものによって風圧による影響で

あったり、また、構造的な確認も必要となってまいりますので、今後検討していきたいと考え

ております。 

○６番（松田太志君）   

 総務課長、ありがとうございます。今後検討していただけるということで、安全面を考慮し

ていただいて、見た目もあるとは思うんですが、先日、東京に要望書活動に行かせていただい

たときに、国の建物だと思うんですが、ネットが張り巡らされていました。窓であったり、ド

アが全て開くような状態で、当直の方もいらっしゃいますが、外階段から上がっていったとき

にいつ誰がどこから上がったのかというような確認と、危険性がないのかということも考えて

いただいて検討していただければと思います。 

 高岡町長、この点について、今後、もう完成間近となっている庁舎ですので、町長としての

お考えをお願いいたします。 

○町長（高岡秀規君）   

 総務課長のほうからもこの質問に対しての答弁の打合せはしております。検討という話で、

危険度がないように安全確保という面から検討していこうという話で、今、話したところであ

ります。 

○６番（松田太志君）   

 ありがとうございます。徳之島町のシンボルとなる庁舎、そして、災害時に避難所とする庁

舎になりますので、今後、慎重に検討していただいて安全面を考慮していただければと思いま

す。 

 以上で、私、松田の質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（行沢弘栄君）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 次の会議は、６月９日午後３時から本会議を開きます。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。 

散 会 午後 ２時１２分   
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令和５年第２回徳之島町議会定例会会議録 

令和５年６月９日（金曜日） 午後３時 開議 

１．議事日程（第４号） 

○開 議 

○日程第 １ 議案第３４号 第４６代横綱朝潮太郎記念館設置条例の制定につい 

              て ……………………………………………………（町長提出） 

○日程第 ２ 議案第３５号 徳之島町職員等の旅費に関する条例の一部を改正す 

              る条例について ……………………………………（町長提出） 

○日程第 ３ 議案第３６号 徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条 

              例について …………………………………………（町長提出） 

○日程第 ４ 議案第３７号 徳之島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関 

              する条例の一部を改正する条例について ………（町長提出） 

○日程第 ５ 議案第３８号 徳之島町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を 

              改正する条例について ……………………………（町長提出） 

○日程第 ６ 議案第３９号 物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施 

              設厨房機器備品購入） ……………………………（町長提出） 

○日程第 ７ 議案第４０号 物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施 

              設備品購入（１工区）） …………………………（町長提出） 

○日程第 ８ 議案第４１号 物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施 

              設備品購入（２工区）） …………………………（町長提出） 

○日程第 ９ 議案第４２号 令和５年度一般会計補正予算（第２号）について 

              …………………………………………………………（町長提出） 

○日程第１０ 議案第４３号 令和５年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

              １号）について ……………………………………（町長提出） 

○日程第１１ 議案第４４号 令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

              について ……………………………………………（町長提出） 

○日程第１２ 議案第４５号 令和５年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１ 

              号）について ………………………………………（町長提出） 

○日程第１３ 議案第４６号 令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）につい 

              て ……………………………………………………（町長提出） 

○日程第１４ 報告第 １号 繰越明許費について ………………………………（町長提出） 

○日程第１５ 報告第 ２号 事故繰越費について ………………………………（町長提出） 

○日程第１６ 報告第 ３号 事故繰越費について ………………………………（町長提出） 
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○日程第１７ 陳情第 ８号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかる 

              ための、２０２４年度政府予算に係る意見書採択の 

              陳情について ……………………（総務文教厚生委員長報告） 

○日程第１８ 陳情第 ９号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるため 

              の、２０２４年度政府予算に係る意見書採択の陳情 

              について …………………………（総務文教厚生委員長報告） 

○日程第１９ 発議第 ２号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかる 

              ための、２０２４年度政府予算に係る意見書 

              ……………………………………………（富田 良一 外１名） 

○日程第２０ 発議第 ３号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるため 

              の、２０２４年度政府予算に係る意見書 

              ……………………………………………（富田 良一 外１名） 

○日程第２１ 発議第 ４号 森林譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書につ 

              いて ……………………………………（竹山 成浩 外１名） 

○日程第２２ 発議第 ５号 徳之島町議会議員の報酬、費用弁償及び手当等に関 

              する条例の一部改正について ………（徳田  進 外４名） 

○日程第２３ 委員会の閉会中の継続調査の申し出について …（総務文教厚生常任委員長） 

○日程第２４ 委員会の閉会中の継続調査の申し出について ………（経済建設常任委員長） 

○日程第２５ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の申し出について 

       ……………………………………………………………………（議会運営委員長） 

○閉 会 

 

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程記載事件のとおり 
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１．出席議員（１６名） 

議席番号   氏  名            議席番号   氏  名 

  １番  内   博 行 君           ２番  政 田 正 武 君 

  ３番  宮之原   剛 君           ４番  植 木 厚 吉 君 

  ５番  竹 山 成 浩 君           ６番  松 田 太 志 君 

  ７番  富 田 良 一 君           ８番  勇 元 勝 雄 君 

  ９番  徳 田   進 君          １０番  池 山 富 良 君 

 １１番  是 枝 孝太郎 君          １２番  広 田   勉 君 

 １３番  木 原 良 治 君          １４番  福 岡 兵八郎 君 

 １５番  大 沢 章 宏 君          １６番  行 沢 弘 栄 君 

 

１．欠席議員（０名） 

 

１．出席事務局職員 

事 務 局 長  清 原 美保子 君     主 事  稲 村 よう子 君 

 

１．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した当局職員の職氏名 

 職  名    氏  名         職  名    氏  名 

町 長  高 岡 秀 規 君     副 町 長  幸 野 善 治 君 

教 育 長  福   宏 人 君     総 務 課 長  村 上 和 代 君 

企 画 課 長  吉 田   忍 君     建 設 課 長  清 山 勝 志 君 

花徳支所長  尚   康 典 君     農林水産課長  高 城 博 也 君 

耕 地 課 長  水 野   毅 君     地域営業課長  清 瀬 博 之 君 

農委事務局長  藤   康 裕 君     学校教育課長  太    稔 君 

社会教育課長  茂 岡 勇 次 君     介護福祉課長  廣   智 和 君 

健康増進課長  田 畑 和 也 君     おもてなし観光課長  吉 田 広 和 君 

税務課長補佐  米 良   斉 君     住民生活課長  大 山 寛 樹 君 

選管事務局長  白 坂 貴 仁 君     水 道 課 長  保 久 幸 仁 君 
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△ 開 議  午後 ３時００分 

○議長（行沢弘栄君）   

 こんにちは。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本会議に入る前に、６月６、７日の本会議にて、高城農林水産課長より答弁の訂正がありま

すのでお願いいたします。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 ６月６日、７日にわたって、ペレット堆肥の販売予定価格を１袋480円と予定していると答

弁いたしましたが、490円の誤りでありましたので、訂正をお願いしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 

△ 日程第１ 議案第34号 第46代横綱朝潮太郎記念館設置条例の制定について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第１、議案第34号、第46代横綱朝潮太郎記念館設置条例の制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第34号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、第46代横綱朝潮太郎記念館設置条例の制定について、議会の議決を求める件であ

ります。 

 内容は、名誉町民である第46代横綱朝潮太郎の功績について、町民や来場者により多く知っ

てもらうために、朝潮太郎記念館を設置し、必要な条例を定めるものであります。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○１５番（大沢章宏君）   

 条例の中身についてではございませんけど、要望を兼ねて、ちょっと質問させていただきま

す。 

 現在、皆さん御存じのとおり、今、朝潮記念館、井之川地区によってボランティア活動で行

われているのが現状です。 

 その中で、昨日も地域営業課から星降るレストランとか、また今度、花徳に新しくできる観

光拠点施設です。それとまた、今、花徳において闘牛場とかもきちんと整備されてきておりま

す。 

 そういったすばらしい観光拠点施設ができている中で、今、世界遺産になりまして、トータ
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ル的にやはり考えていただくように、現状、ボランティアだけでは今、井之川朝潮記念館、成

り立たない状況になっておりますので、その観光という面で、トータル的な面で御支援をお願

いしたいというのが要望であります。 

 その辺、町長の考えをお伺いしたいと思います。 

○町長（高岡秀規君）   

 お答えいたします。 

 そのボランティア等々の将来性については、議員のほうから地域の方々も含めて伺っている

ところであります。 

 当初は、入場料であったり、様々な収入源というものを想定しておりましたが、朝潮太郎の

家族の皆様方から入場料は絶対に取らないでいただきたいという話がございました。 

 そこで今、ボランティアに頼っているわけですが、今後は交流人口が増える中で、楽しめる

観光メニューといいますと、なかなかボランティアだけではそういった施策、企画ができない

ように思います。 

 よって、地域全体の観光メニューとして、朝潮記念館をメニューの中に入れ込む予定でおり

ますので、その点についての経費については、今後検討してまいりたいというふうに思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 朝潮記念館、何回か行ったことがありますけど、中の展示物です。あれは個人の持ち物か、

それとも集落の持ち物か。それ、どのようになっているんでしょうか。 

○町長（高岡秀規君）   

 後ほど、法的なものはまた議員のほうに答弁したいと思いますが、今、現段階では個人の所

有になって帰属するものだと思います。 

 それ以外の答えでありましたら、また再度、議員のほうに答えを申し上げたいというふうに

思います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 ああいう施設、いつまでも残さなければいけないわけです。建物だけ、指定管理者を置いて

しても、中身が個人の持ち物ということではちょっと、管理がなかなか行き届かないと思うん

です。 

 町のほうに寄託でもしてもらってやった方が、後々管理ができるんじゃないかと思います。 

 それと、設置条例が出ました。指定管理者を置いてもいいということですけど、この設置条

例をつくる段階で、指定管理者を指定するような段取りをしてもらったほうが、集落としても

助かるわけです。早急に、指定管理者を決めてもらって、もう恐らく、町からある程度の負担

はしなければいけないと思いますけど、現在のままでは、指定管理者に持っていくまでは集落

のほうで管理をしなければいけないという状態になりますので、早急に指定管理者を決めても
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らいたいと思います。これは要望です。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第34号、第46代横綱朝潮太郎記念館設置条例の制定についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第34号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第２ 議案第35号 徳之島町職員等の旅費に関する条例の 

一部を改正する条例について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第２、議案第35号、徳之島町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について

を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第35号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、徳之島町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について、議案の議決

を求める件であります。 

 内容は、新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高騰の影響により、県内外の宿泊施設

等の料金高騰に伴う旅費及び日当の一部改正であります。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○２番（政田正武君）   

 今年、宿泊料についても値上げ分は500円ですか。しかし、実際今、鹿児島でもそうですけ
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れども、この金額では職員はとても大変だと思うんです。 

 ですので、今回8,000円ということですけれども、例えば出張、行きます。県庁であります。

バス賃も出ません。実費でございます。そういったことも考えて、この旅費というか宿泊料を

もう少し検討していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第35号、徳之島町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例についてを

採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第35号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第３ 議案第36号 徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第３、議案第36号、徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例についてを議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第36号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求

める件であります。 

 内容は、徳之島町行政不服審査会会長及び委員報酬の新設、また新型コロナウイルス感染症

や原油価格・物価高騰の影響により、県内外の宿泊施設等の料金高騰による徳之島町職員等の

旅費に関する条例の一部改正に伴う委員等の費用弁償の一部改正であります。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第36号、徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例についてを採決

します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第36号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第４ 議案第37号 徳之島町消防団員の定員、任免、給与、 

服務等に関する条例の一部を改正する 

条例について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第４、議案第37号、徳之島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部

を改正する条例についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第37号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、徳之島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条

例について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高等の影響により、県内外の宿泊施設

等の料金高騰による徳之島町職員等の旅費に関する条例の一部改正に伴う団員の費用弁償の一

部改正であります。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 
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○８番（勇元勝雄君）   

 現在、消防団員の充足率は何％ぐらいでしょうか。そして、役場職員でも消防団に入ってい

る方がいると思いますけど、職員の消防団員は何名ぐらいでしょうか。 

○総務課長（村上和代君）   

 お答えいたします。 

 申し訳ございません。手元に資料を持っておりませんので、後ほどお答えさせていただきま

す。 

○８番（勇元勝雄君）   

 まだ、充足100％になっていないと思うんです。 

 それで、民間の方が消防団に入らないような状態でしたら、役場職員も入ってもらって、町

民のために働くということも考えられるんじゃないかと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第37号、徳之島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を

改正する条例についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第37号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第５ 議案第38号 徳之島町職員の特殊勤務手当に関する 

条例の一部を改正する条例について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第５、議案第38号、徳之島町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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○町長（高岡秀規君）   

 議案第38号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、徳之島町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について、議会

の議決を求める件であります。 

 内容は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、特例的に創設された新型コロナウイ

ルス感染症に対処するための防疫等作業手当を廃止するものであります。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第38号、徳之島町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につ

いてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第38号は原案のとおり可決されました。 

 先ほどの徳之島町の議案第37号、徳之島消防団員の定員の件ですけれども、総務課長のほう

から。 

○総務課長（村上和代君）   

 先ほど御質問のありました議案第37号について答弁いたします。 

 現在、定員が161名に対しまして153名の団員がおります。95％です。 

 職員ですが、職員は現在のところ23名を消防団員として任命しております。 

 

△ 日程第６ 議案第39号 物品購入契約の締結について（徳之島 

町観光拠点施設厨房機器備品購入）   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第６、議案第39号、物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施設厨房機器備品
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購入）を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第39号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、去る５月１８日、指名競争入札した徳之島町観光拠点厨房機器備品購入に係る物

品購入契約について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、徳之島町観光拠点施設の厨房機器一式を整備するものであります。 

 契約金額は2,442万円。 

 契約の相手方、鹿児島県鹿児島市永吉１丁目33番の12、株式会社中西製作所鹿児島営業所所

長、常原良昭であります。 

 参考までに指名業者を申し上げますと、株式会社中西製作所鹿児島営業所、日本調理器株式

会社鹿児島営業所、ホシザキ南九株式会社鹿児島西営業所の３者であります。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 物産館の厨房の材料だと思いますけど、物産館で調理する材料、また料理によっていろいろ

調理器具が変わると思うんですけど、そういう点を踏まえて、設計をしてもらってやっている

でしょうか。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 お答えいたします。 

 一応、そういう点も考慮して設計をしていただいております。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第39号、物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施設厨房機器備品購

入）を採決します。 
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 お諮りします。本件は決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第39号は可決されました。 

 

△ 日程第７ 議案第40号 物品購入契約の締結について（徳之島 

町観光拠点施設備品購入（１工区））   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第７、議案第40号、物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施設備品購入

（１工区））を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第40号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、去る５月18日指名競争を入札した徳之島町観光拠点施設設備購入（１工区）に係

る物品購入契約について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、徳之島町観光拠点施設の食堂の椅子・テーブル、物産販売用の棚、子育て支援室の

おむつ交換台、キッズコーナーのベンチ、事務室の事務用デスク・椅子等を整備するものであ

ります。 

 契約金額は731万5,000円。 

 契約の相手方は、鹿児島県大島郡徳之島町亀津961番地の１、株式会社福本代表取締役、福

本八重子であります。 

 参考までに指名業者を申し上げますと、ウエダシステム、有限会社大沢電電商事、セタ電機

産業有限会社、有限会社徳之島オーエー販売、株式会社福本、有限会社藤田印刷の６者であり

ます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第40号、物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施設備品購入（１工

区））を採決します。 

 お諮りします。本件は決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第40号は可決されました。 

 

△ 日程第８ 議案第41号 物品購入契約の締結について（徳之島 

町観光拠点施設備品購入（２工区））   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第８、議案第41号、物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施設備品購入

（２工区））を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第41号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、去る５月18日、指名競争入札した徳之島町観光拠点施設設備購入（２工区）に係

る物品購入契約について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、徳之島町観光拠点施設のレジシステム、発券機システムを整備するものであります。 

 契約金額は1,514万7,000円。 

 契約の相手方、鹿児島県大島郡徳之島町亀津4925番地の１、有限会社徳之島オーエー販売代

表取締役、副島博であります。 

 参考までに、指名業者を申し上げますと、Ｓコピー企画、大船文具店、有限会社くらしげ商

事、有限会社徳之島オーエー販売、ヒラヤス、吉川印刷の６者であります。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 レジシステム、発券機、電子機器ですから、もし故障した場合、この業者というのは修理と

か、そういうのはできるんでしょうか。 

○花徳支所長（尚 康典君）   

 お答えいたします。 

 このシステム自体は特殊なあれですから、実際、お願いをしますけれども、実際また別に業
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者にお願いする可能性もあると思います。 

 以上です。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第41号、物品購入契約の締結について（徳之島町観光拠点施設備品購入（２工

区））を採決します。 

 お諮りします。本件は決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第41号は可決されました。 

 

△ 日程第９ 議案第42号 令和５年度一般会計補正予算（第２号）について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第９、議案第42号、令和５年度一般会計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第42号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、令和５年度一般会計補正予算（第２号）について、議会の議決を求める件であり

ます。 

 内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億3,762万8,000円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ85億6,478万3,000円とするものであります。 

 歳入の主な内容は、国庫支出金9,035万8,000円、繰入金3,254万1,000円、県支出金832万

9,000円などの増額であります。 

 歳出の主な内容は、教育費4,521万4,000円、農林水産業費3,703万6,000円、商工費2,818万

4,000円などの増額、民生費242万7,000円、議会費11万7,000円の減額であります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 
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 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○３番（宮之原剛君）   

 昨日、事前説明会があったんですけれども、もうちょっと詳しくお聞きしたいと思います。 

 事項別明細書16ページ、款６項１目37お肉・お魚消費喚起商品券事業費ですが、この財源内

訳が、国・県支出金ということで、新型コロナウイルス感染症対応の地方創生臨時交付金を活

用しての景気回復の事業であると思いますとのことですけれども、この内容、昨日の説明では

65歳以上の方が対象者ということで、幾ら分の商品券なのか。 

 それからまた、取扱店舗の募集とか商品券の配布の仕方、今後の事業のタイムスケジュール

等、分かっている段階でいいですけれども、予定の段階でも結構ですから教えていただきたい。 

 そして、去年もこれやったということでありますので、去年の状況も併せてお伺いいたしま

す。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 宮之原議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、事業の目的は、先ほど御質問にあったとおりコロナ・物価高騰による消費喚起が目的

としております。 

 また、商品券は65歳以上の高齢者ということで計画しているところであります。住民基本台

帳に登録のある65歳以上の高齢者、令和５年４月１日現在3,414人であります。この方たちが

対象となります。 

 まず、肉の商品券でありますけれども、１人当たり3,000円、魚のほうが5,000円で、これは

チケットによりますけれども、１枚大体500円のチケットを配布する予定となっております。 

 また、予定といたしましては、準備がございますので、９月から12月の期間、９月をめどに

配布できればなと思っております。準備がかかりますので、そういうふうな計画でおります。 

 ちなみに、前回のお魚・お肉商品券といたしましては、事業対象が60歳以上でありました。

対象人数が4,318人で、６枚の商品券をやっております。大体、執行率のほうは95％が執行し

ておりますので、それなりの喚起があったと思われます。 

 今回、前回と違うところによりますと、まず年齢を65歳へ引き上げたということと、お魚・

お肉の商品券自体をそれぞれ分けて配布するということです。前回、一緒になって配布したと

ころ、どうしても偏った買物があったということで、お魚はお魚でちゃんと消費をしていただ

くと、お肉のほうはお肉をやっていただくと、農林水産課のほうで推進しております地産地消

の意味合いもありますので、そういった意味で、目的は農林水産課のほうは事業課として漁業

者、畜産農家を対象として、そちらのほうにどうしても、少しでも売上が伸びる、生産費が伸



― 172 ― 

びるように、生産価格が伸びるようにということで計画いたしました。 

 以上です。 

○３番（宮之原剛君）   

 タイムスケジュールとしては９月以降に配布ということでありますので、それまでに取扱店

舗の募集がかかるということですね。 

 その事業の窓口がどこになるのかと、あと先ほど課長が言われました、去年はお肉・お魚一

緒になっていましたけれども、今年は別々に配布するということですが、この3,414名の65歳

以上の方の対象者に対して、その２つの券が２種類行くという理解でよろしいんでしょうか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 ２種類の券が１つにまとめて行きます。１人頭8,000円程度のチケットが行く予定になって

おります。 

○３番（宮之原剛君）   

 窓口は農林水産課ですか。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 窓口の方は、農林水産課が窓口となります。 

 前回も、農林水産課のほうでチケットを店舗から持ってきていただいて、その支払いを口座

でやっておりますので、郵便として配布するのは農林水産課のほうになりますので、多少なり、

また人数も必要なものですから、９月からというふうにならざるを得ないというふうな状況で

あります。 

○８番（勇元勝雄君）   

 ６ページ、２、１、１の８、これは直接は関係ないんですけど、要望として聞いてもらいた

いと思います。 

 現在、職員の出向は、ほとんど鹿児島、東京とか北のほうばっかり向いていますけど、一遍、

町長にも話をしたと思いますけど、今は町長も沖縄との交流とか、そういうことをやっていま

すので、職員の派遣も、自然遺産も沖縄と一緒になっていますので、職員の派遣も沖縄のほう

にやってもらいたいと思います。これは要望です。 

 答えてもらいましょうか、いや、ずっとしてから。 

 15ページ、６、１、22物産館ができた場合、今現在、みのり館はお土産とかいろいろ売って

いますけど、物産館はどのような事業形態でやるのか。 

 ６、１、32の環境保全、農業のペレットです。今の機械で、１日大体２トンぐらいという話

を聞いたんですけど、農家の要望はどれぐらいの面積、単位、これぐらいペレットを入れなけ

ればいけないか。そして、農家の要望としては、どれぐらいを見込んでいるか。 

 21ページ、10、１、２の14、工事請負ＬＥＤ化、これはコロナ対策の事業でやっていますけ
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ど、現在、集落のほうでも外灯防犯灯が今、蛍光灯で、非常に電気代で集落は苦慮をしていま

す。学校がＬＥＤ化になるのは反対じゃないんですけど、これはこれで予算を取ってもらって、

集落のＬＥＤ化も、町単でもやってもらいたい。これはもう、要望でいいです。 

 以上です。 

○町長（高岡秀規君）   

 まず、沖縄の研修とみのり館についてお答えいたします。 

 沖縄の研修につきましては、実は10年前も計画しておりまして、名護市と闘牛でありますと

か、そういった関係で市長さんとお話ししたんですけども、その市長さんがちょっと選挙にも

う出ないということで代わってしまって、そこから頓挫しております。 

 今後、沖縄との交流で、奄美市については県庁のほうに、沖縄県が人件費支払いをして、奄

美市から執行がございます。徳之島町につきましては、徳之島町が負担してでも沖縄の北部に

なるのか、中部になるのか分かりませんが、沖縄等に研修は必要だと思っており、進めようと

思っているところであります。 

 そしてまた、みのり館につきましては、一応、観光拠点施設は民間への委託を希望しており、

地域の人たち、農家の方たちに組合に入ってもらい、その人たちが持ち寄った有機栽培である

とか、そういったものに少し特化した販売力、販売を手がけようというふうに今、考えており

ますので、みのり館はみのり館、一応、観光拠点施設は観光拠点施設で、連携を図りながら進

めていきたいというふうに思います。 

○農林水産課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 15ページの環境保全型農業推進事業についてですけれども、まず、どれぐらい入れなきゃい

けないのかという話なんですけれども、まず現在の堆肥に関しては、10アール当たり、元肥と

して大体３トンから４トンを作物ではやっております。これは、バラでも構わないと思います。 

 しかし、サトウキビの場合、株出しでそのままの状態であるということで、その関係で、ま

たここに来て化学肥料が高騰したということであって、栽培基準のほうにも、株出しには以前

と違って大体１トン程度の堆肥を入れるというふうにはなっております。 

 しかしながら、事実上、なかなかこうやってトラクターの機械で入れられないということで、

そういったものに対処してペレット化を進めたわけであります。 

 大体、バレイショ、サトイモ、園芸作物については、常に10アール当たり３トンから４トン

が基準となっております。ペレットに関しては、その間作によってやる。 

 農家の要望は、そういったキビの株出しの管理に対して何とかならないかというような要望

があったものですから、そこらを検討してペレット化を進めたわけであります。 

 また、ここに来て、化学肥料の高騰によって、それに代わる新たなものとして、この有機体
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肥のほうが求められているということでやっております。どれぐらい必要かについては、栄養

というか中身の要素の分析が必要なものですから、化学肥料をどれぐらい減らして、これをど

れぐらい入れるかということは、今、調査を進めているところであります。 

 今後また、これぐらいの量を入れなきゃいけないというのが出てくれば、また農家のほうに

積極的に推進しながら、その堆肥のほう、有機物の投入のほうを進めていきたいと思っており

ます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第42号、令和５年度一般会計補正予算（第２号）についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第42号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第10 議案第43号 令和５年度農業集落排水事業特別会計 

補正予算（第１号）について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第10、議案第43号、令和５年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について

を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第43号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、令和５年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について、議会の議決

を求める件であります。 

 内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ1,267万円とするものであります。 
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 歳入の内容は、繰入金６万4,000円の増額であります。 

 歳出の内容は、事業費６万4,000円の増額であります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第43号、令和５年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）についてを

採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第43号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第11 議案第44号 令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第11、議案第44号、令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についてを議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第44号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について、議会の議決を求

める件であります。 

 内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ10万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ10億8,475万円とするものであります。 

 歳入の内容は、繰入金４万6,000円、国庫支出金４万2,000円、県支出金２万1,000円の増額

であります。 
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 歳出の内容は、地域支援事業費10万9,000円の増額であります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第44号、令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についてを採決

します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第44号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第12 議案第45号 令和５年度公共下水道事業特別会計補

正予算（第１号）について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第12、議案第45号、令和５年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてを

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第45号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、令和５年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、議会の議決を

求める件であります。 

 内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ159万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ３億3,666万5,000円とするものであります。 

 歳入の内容は、繰入金129万円、町債30万円の増額であります。 

 歳出の内容は、公債費125万円、事業費34万円の増額であります。 
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 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 公共下水道、カトリック幼稚園の前のほうです、２回ほど現場を掘り返していました。そし

て、南区でも１か所。これはなぜでしょうか。 

○建設課長（清山勝志君）   

 今の県道がありまして、県道で１事業者が漏水を起こしまして、そこにも水が入り込んでし

まって、それでこの管が割れてしまって、補修をいたしております。また、南区のほうも継ぎ

というか、ボンドですか、それがちょっと弱かったものですから、それでし直しました。 

○８番（勇元勝雄君）   

 もっと厳しく検査をしてもらわないと。供用開始になってからそういう状態になった場合、

非常に下水道は修理が難しいんです。そして今、南区と中区の小さい路地がありますよね。そ

こ全部上まで通さないで、今度発注している工事でも途中で止まっているところが、途中まで

の工事区間がありますよね。あれはどのようなことで、ああいう工事のやり方をやっているん

でしょうか。 

○建設課長（清山勝志君）   

 補助事業対象外になりますので、町単独となります。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第45号、令和５年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてを採

決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   
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 異議なしと認めます。したがって、議案第45号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第13 議案第46号 令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第13、議案第46号、令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）についてを議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第46号の提案理由を御説明申し上げます。 

 本議案は、令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）について、議会の議決を求める件で

あります。 

 内容は、収益的収入におきまして、営業外収益670万9,000円の増額であります。 

 収益的支出におきまして、営業費用670万9,000円の増額であります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 昨日質問した薬品の件ですけど、契約はどのような契約になっているんでしょうか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 契約につきましては、見積書の額で決定しておりまして、契約書のほうは交わしておりませ

ん。 

○８番（勇元勝雄君）   

 入札をして契約書を交わしていない、これはどういうことですか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 薬品は、これまで契約書を交わしておりませんでした。その見積書の額で、毎月使用した薬

品の量に対して、毎月精算して納品業者に支払うという形を取っております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 薬品は、でも物品購入ですよね。物品購入のため、500万円以上の物品購入に対しては、議

会を通さなければいけないんですよね。こんなでたらめな事務があるんですか。三千何百万の

物品を買うのに、契約書は交わしていない。常識では考えられません。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 薬品の量につきましては、各浄水場の水の状況に応じまして、その薬品の数を購入しており
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ます。契約の段階で年間何袋という数を計算することが不可能なこともあります。また、大量

に購入することによって、効能期間の関係から、在庫を抱えると薬品が蒸発して、薬品が使用

不可能になる関係から、契約書では当初の段階で数を決めて契約することが難しいので、当初

の３社見積りの単価のほうで毎月精算して支払っている形になっております。 

○議長（行沢弘栄君）   

 勇元さん、３回終わりましたので。ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第46号、令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第46号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第14 報告第１号 繰越明許費について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第14、報告第１号、繰越明許費について報告を求めます。 

○総務課長（村上和代君）   

 報告第１号、繰越明許費について御報告いたします。 

 地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき、繰越計算書を調整いたしましたので、別

紙のとおり、議会に御報告いたします。 

 内容につきましては、お手元に配付してございます令和４年度徳之島町繰越明許費繰越計算

書のとおりでございます。 

 一般会計、総務費、総務管理費、観光拠点連携整備事業、翌年度繰越額３億8,013万9,000円、

観光拠点施設整備に係る委託料、工事請負費、備品購入費でございます。 

 次に、総務費、戸籍住民登録費、戸籍情報システム更新整備事業、翌年度繰越額2,035万円、

戸籍情報システム更新に係る委託料でございます。 

 次に、民生費、社会福祉費、介護基盤整備事業、翌年度繰越額7,257万6,000円、小規模多機
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能型施設及びグループホームの整備に係る補助金でございます。 

 次に、農林水産業費、農業費、堆肥価格高騰対策事業、翌年度繰越額860万円、農家の化学

肥料購入に対する一部支援に係る補助金でございます。 

 次に、農林水産業費、農業費、奄美群島農業創出緊急支援事業、翌年度繰越額551万8,000円、

農業法人へのバレイショ防除機ハイクリブーム導入に係る補助金でございます。 

 次に、土木費、道路橋梁費、社会資本整備道路事業、翌年度繰越額3,121万7,183円、亀津中

央線、亀津19号線など社会資本整備道路事業に係る委託料、工事請負費等でございます。 

 次に、土木費、道路橋梁費、防災安全社会資本整備事業、翌年度繰越額1,793万6,000円、亀

津中央線の道路改良工事に係る工事請負費でございます。 

 次に、土木費、道路橋梁費、道路メンテナンス事業、翌年度繰越額4,395万5,800円、大湊橋

の補修工事に係る委託料、工事請負費でございます。 

 次に、土木費、河川費、緊急浚渫推進事業、翌年度繰越額3,500万円、町管理河川の浚渫工

事に係る工事請負費でございます。 

 次に、土木費、河川費、県単急傾斜地崩壊対策事業、翌年度繰越額1,480万6,000円、井之川

中学校急傾斜地対策工事に係る工事請負費でございます。 

 次に、土木費、都市計画費、総合運動公園改修事業、翌年度繰越額8,916万5,000円、総合運

動公園プールの改修に係る工事請負費でございます。 

 次に、土木費、住宅費、公営住宅建設事業、翌年度繰越額8,330万1,200円、尾母６団地の整

備に係る委託料、工事請負費等でございます。 

 次に、消防費、消防費、大型水槽付ポンプ自動車購入事業、翌年度繰越額7,480万円、大型

水槽付ポンプ自動車導入に係る備品購入費でございます。 

 次に、教育費、教育総務費、われんきゃポイント事業、翌年度繰越額100万円、ポイントを

付与できる教育支援、ポイントアプリの開発に係る委託料でございます。 

 次に、教育費、小学校費、神之嶺小学校車椅子昇降機設置事業、翌年度繰越額1,500万円、

神之嶺小学校校舎内に車椅子昇降機の設置に係る委託料でございます。 

 次に、教育費、小学校費、亀徳小学校避難道兼駐車場整備事業、翌年度繰越額1,325万円、

亀徳小学校体育館裏から高台へ避難する避難道の整備及び職員駐車場整備費に係る工事請負費

でございます。 

 次に、教育費、社会教育費、朱漆山水人物箔絵丸櫃修復事業、翌年度繰越額412万5,000円、

郷土資料館が所蔵する町指定文化財朱漆山水人物箔絵丸櫃の修復作業に係る委託料でございま

す。 

 次に、教育費、社会教育費、町史編さん事業、翌年度繰越額1,502万円、通史編の執筆及び

製本に係る報償費、印刷製本費でございます。 
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 次に、災害復旧費、農林水産業施設災害復旧費、現年発生農地農業用施設災害復旧事業、翌

年度繰越額1,974万6,000円、令和４年度６月の豪雨災害による亀津、下久志、花徳地区の災害

復旧工事に係る工事請負費でございます。 

 次に、災害復旧費、農林水産業施設災害復旧費、現年発生林業用施設災害復旧事業、翌年度

繰越額１億円、林道山くびり線ののり面大規模崩壊における災害復旧工事に係る工事請負費で

ございます。 

 次に、災害復旧費、公共土木施設災害復旧費、現年発生公共土木施設災害復旧事業費、翌年

度繰越額2,678万5,000円、令和６年度６月の豪雨災害による山地区等の災害復旧工事に係る工

事請負費でございます。 

 次に、公共下水道事業特別会計事業費、公共下水道事業費、公共下水道事業、翌年度繰越額

３億2,362万4,000円、公営企業会計への移行作業、管路工事に係る委託料、工事請負費でござ

います。 

 以上、一般会計21件、特別会計１件、計22件でございます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 21件もの繰越しが出たのは、どのような理由か。そして、現在の事業の執行状況、進捗状況

をお伺いします。 

○議長（行沢弘栄君）   

 勇元議員、これは今の21件全部答えます。 

○８番（勇元勝雄君）   

 後でまとめて。 

○議長（行沢弘栄君）   

 後でいいですか。 

○８番（勇元勝雄君）   

 特に下水道です、３億2,000万、あれを当初予算で大体３億以上の予算を組んで、ほとんど

が繰越しになっているという状態なんですよね。繰越しがあるということは、業者はその間、

仕事がもらえないわけですよね。もっと緊張して事業を執行してもらわないと、予算を組んで

あるのに事業が執行できない。これはもう国からの割当額が来なかったとか、いろいろ理由は

あると思うんですけど、今後こういう21件も繰越しが出るという事態は本当に異常だと思うん

です。もっと職員も、課長のほうもほうも緊張して仕事をやってもらいたいと思います。これ

はもう後で。 

○議長（行沢弘栄君）   
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 ほかに質疑はありませんか。 

○１１番（是枝孝太郎君）   

 令和４年度から今度は令和５年度に繰越しするわけですけども、３ページ、教育、小学校費、

学校施設整備費、この一連の流れでどういう今状況なのか、年度をちょっとまたいでいますの

で、どういう状況なのか、この昇降機に関してどういう状況なのかお願いします。もう３年ぐ

らいたっているはずですけども。 

○学校教育課長（太  稔君）   

 お答えいたします。 

 昇降機に関しましては、現在納入が遅れている状況でございます。コロナ禍の影響にありま

して遅れております。大変申し訳ございませんでした。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第１号については終わります。 

 

△ 日程第15 報告第２号 事故繰越費について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第15、報告第２号、事故繰越費について報告を求めます。 

○総務課長（村上和代君）   

 報告第２号、事故繰越費について御報告いたします。 

 地方自治法第220条第３項の規定に基づき、翌年度へ繰り越した事故繰越費について、同法

施行令第150条第３条の規定により、繰越計算書を調整いたしましたので、別紙のとおり議会

に御報告いたします。 

 内容につきましては、お手元に配付してございます令和４年度徳之島町事故繰越費繰越計算

書のとおりでございます。 

 一般会計、総務費、総務管理費、新庁舎建設事業、翌年度繰越額２億7,647万7,090円、新庁

舎建設に係る委託料、工事請負費でございます。 

 次に、教育費、教育総務費、児童用机・椅子購入事業、翌年度繰越額496万1,000円、児童用

の机、椅子導入に係る備品購入費でございます。 

 次に、教育費、教育総務費、亀徳小学校教員住宅浄化槽修繕事業、翌年度繰越額396万円、

亀徳小学校、教員住宅の浄化槽修繕に係る修繕料でございます。 
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 以上、一般会計３件でございます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 事故繰越３件出ていますけど、この説明を見たら、一つも事故繰越の要件には当てはまらな

いと思うんです。事故繰越の要件としては、避け難い事故のために年度内に支出を終わらせな

かったものとなっていますよね。庁舎にしても、外構が遅れたおかげで、結局は舗装とかいろ

いろ遅れているわけです。外構も７月頃に入札したと思います。そして、周りのブロックを壊

して、そのままずっと掘って、アスベストで工期が遅れて、12月でアスベスト除去は終わって

いますよね。その外構は、アスベスト除去の間もできたと思うんです。庁舎を工期延長したか

ら、外構を工期延長した。こういうのが不測の事態、事故があったと言えるのでしょうか。 

 また、教育委員会の机、椅子、そして小学校の浄化槽補修、３月補正で取るの事態が私はお

かしいと思うんです。浄化槽なんかは３月７日の専決で予算を取って、そのときは３月７日か

ら浄化槽だから20日ぐらいでは仕事が済むんじゃないかと思って予算を通しましたけど、この

理由は事故繰越の理由にはならないんです。何でコロナが事故繰越ですか、３年前からコロナ

が発生しているのに。そういうのを総務の財務もきちんとして、来年の当初予算で取るとか、

そうしてできない場合は繰越するとか、そういう手だてをするべきであって、何でも理由づけ

したらなるというもんじゃないんです。実際、役場いろいろ。もうちょっと、職員の課長の皆

さんも条例を見て、条例どおりの仕事をしなければちょっとおかしいと思うんです。いろいろ

問題があることも、一応内々でこうこうじゃないかと思うこともやっていますけど、もうちょ

っとぴしっとしなければ。町長、どう考えますか。 

○町長（高岡秀規君）   

 事故繰越、そしてまた、繰越し等が多いというのは、やはり多少問題があるやもしれません。

しっかりと課長等々に指揮系統をしっかりすることと、やはりその仕事に対しての責任感とい

うものの意識というものを高めなければいけないというふうに思います。それで、本当に事故

繰越でいいのかどうか、そしてまた、実際には技術屋さんが不足しているのかどうか、人材的

な面でも問題があるやもしれませんので、しっかりと原因を突き止めて、対処するところは対

処したいというふうに考えております。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 
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 以上で、報告第２号については終わります。 

 

△ 日程第16 報告第３号 事故繰越費について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第16、報告第３号、事故繰越費について報告を求めます。 

○総務課長（村上和代君）   

 報告第３号、事故繰越費について御報告いたします。 

 地方公営企業法第26条第２項の規定に基づき、翌年度へ繰り越した事故繰越費について、同

条第３項の規定により、繰越計算書を調整いたしましたので、別紙のとおり議会に御報告いた

します。 

 内容につきましては、お手元に配付してございます令和４年度徳之島町水道事業会計予算繰

越計算書のとおりでございます。 

 水道事業会計、資本的支出、建設改良費、生活基盤施設耐震化等交付金事業7,565万8,000円、

亀津浄水場築造における電気基盤等の導入に係る工事請負費でございます。 

 以上、水道事業１件でございます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（勇元勝雄君）   

 操作盤だと思いますけど、これは、大体いつ頃入る予定でしょうか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 お答えいたします。 

 工期につきましては、令和５年８月10日が工期となっております。 

○８番（勇元勝雄君）   

 それまで入る予定があるんですか。 

○水道課長（保久幸仁君）   

 工事のほうは終了する予定になっております。 

○議長（行沢弘栄君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第３号については終わります。 
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△ 日程第17 陳情第８号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き 

上げをはかるための、2024年度政府予 

算に係る意見書採択の陳情について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第17、陳情第８号、義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、2024年

度政府予算に係る意見書採択の陳情について議題とします。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

○総務文教厚生常任委員長（富田良一君）   

 ただいま議題となりました陳情第８号、義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかる

ための、2024年度政府予算に係る意見書採択の陳情について、総務文教厚生常任委員会におけ

る審査結果について御報告申し上げます。 

 当委員会は、去る６月７日の本会議散会後、委員会を開催し、審査いたしました。 

 陳情の趣旨は、厳しい財政状況の中、独自財源により人的配置等を行っている自治体もあり

ますが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制度につい

ては、国の施策として定数改善に向けた財源を保証し、子供たちが全国どこに住んでいても、

一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請であり、こうした観点から国会及び政府にお

いては、地方教育行政の実情を十分に認識され、2024年度政府予算編成において教育の機会均

等と水準の維持向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合

を引き上げることが実現されるよう国の関係機関へ意見書を提出していただきたいというもの

であります。 

 当委員会としては、昨年も同趣旨の内容の陳情があり、当町議会として意見書を提出してい

ることから、全会一致でこの陳情を採択すべきものと決定しました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから委員長報告に対する質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから陳情第８号、義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、2024年度
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政府予算に係る意見書採択の陳情についてを採決します。この陳情に対する委員長の報告は採

択です。 

 お諮りします。この陳情は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、陳情第８号は委員長の報告のとおり採択することに決定

しました。 

 

△ 日程第18 陳情第９号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善 

をはかるための、2024年度政府予算に 

係る意見書採択の陳情について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第18、陳情第９号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2024年度政

府予算に係る意見書採択の陳情についてを議題とします。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

○総務文教厚生常任委員長（富田良一君）   

 ただいま議題となりました陳情第９号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるため

の、2024年度政府予算に係る意見書採択の陳情について、総務文教厚生委常任委員会における

審査結果について御報告申し上げます。 

 当委員会は、去る６月７日の本会議散会後、委員会を開催し、審査をいたしました。 

 陳情の趣旨は、学校現場では、貧困・いじめ・不登校などの解決すべき課題が山積しており、

子供たちの豊かな学びを保障するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困

難な状況となっています。豊かな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配配置の増

員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。 

 こうした観点から、2024年度政府予算編成において地方教育行政の実情に十分に認識され、

地方自治体が計画的に教育行政を進めることができるように国の関係機関へ意見書を提出して

いただきたいというものであります。 

 当委員会としては、昨年も同趣旨の内容の陳情があり、当町議会として意見書の提出をして

いることから、全会一致でこの陳情を採択すべきものと決定しました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから委員長報告に対する質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから陳情第９号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2024年度政府

予算に係る意見書採択の陳情についてを採決します。この陳情に対する委員長の報告は採択で

す。 

 お諮りします。この陳情は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、陳情第９号は委員長の報告のとおり採択することに決定

しました。 

 

△ 日程第19 発議第２号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き 

上げをはかるための、2024年度政府予 

算に係る意見書   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第19、発議第２号、義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、2024年

度政府予算に係る意見書を議題とします。 

 本件について、提出者の趣旨説明を求めます。 

○総務文教厚生常任委員長（富田良一君）   

 ただいま議題となりました発議第２号、義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかる

ための、2024年度政府予算に係る意見書の説明をいたします。 

 この件は先ほど採択していただきました陳情第８号に関する意見書の提出であります。 

 皆様に配付してあります意見書（案）の趣旨で、関係機関に意見書を提出したいと思います。 

 よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 
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 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから発議第２号、義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、2024年度

政府予算に係る意見書を採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第20 発議第３号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善 

をはかるための、2024年度政府予算に 

係る意見書   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第20、発議第３号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2024年度政

府予算に係る意見書を議題とします。 

 本件について、提出者の趣旨説明を求めます。 

○総務文教厚生常任委員長（富田良一君）   

 ただいま議題となりました発議第３号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるため

の、2024年度政府予算に係る意見書の説明をいたします。 

 この件は先ほど採択していただきました陳情第９号に関する意見書の提出であります。 

 皆様に配付してあります意見書（案）の趣旨で、関係機関に意見書を提出したいと思います。 

 よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 
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 これから発議第３号、ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2024年度政府

予算に係る意見書を採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、発議第３号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第21 発議第４号 森林譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第21、発議第４号、森林譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書についてを議題とし

ます。 

 本件について、提出者の趣旨説明を求めます。 

○経済建設常任委員長（竹山成浩君）   

 ただいま議題となりました発議第４号の森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

について、趣旨説明を申し上げます。 

 徳之島町の土地保有面積約52％を占める森林において、森林の有する水資源及び国土保全な

どの多面的機能を維持し、再造林を含めた林業政策を強力に推進する必要があることから、令

和元年度導入された森林環境譲与税について徳之島町を含む森林の多い市町村への配分を高め

るよう譲与基準の見直しを求めるものであります。 

 よろしく御審議くださいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから発議第４号、森林譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書についてを採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   
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 異議なしと認めます。したがって、発議第４号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第22 発議第５号 徳之島町議会議員の報酬、費用弁償及 

び手当等に関する条例の一部改正につ 

いて   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第22、発議第５号、徳之島町議会議員の報酬、費用弁償及び手当等に関する条例の一部

改正についてを議題とします。 

 本案について、提出者の趣旨説明を求めます。 

○議会運営委員長（徳田 進君）   

 ただいま議題となりました発議第５号の趣旨説明を申し上げます。 

 本案は、徳之島町議会議員の報酬、費用弁償及び手当等に関する条例の一部を改正するもの

であります。 

 内容は、費用弁償の額を町長等の特別職及び一般職員と同額にしようとするものであります。 

 よろしく御審議くださいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（行沢弘栄君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 討論なしと認めます。 

 これから発議第５号、徳之島町議会議員の報酬、費用弁償及び手当等に関する条例の一部改

正についてを採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、発議第５号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第23 委員会の閉会中の継続調査の申し出に 

ついて   
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△ 日程第24 委員会の閉会中の継続調査の申し出に 

ついて   

△ 日程第25 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調 

査の申し出について   

○議長（行沢弘栄君）   

 日程第23、委員会の閉会中の継続調査の申し出について、総務文教厚生常任委員長から、日

程第24、委員会の閉会中の継続調査の申し出について、経済建設常任委員長から、日程第25、

議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の申し出について、議会運営委員長から、以上３件を

議題とします。 

 会議規則第75条の規定によって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続調査の

申出があります。 

 お諮りします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（行沢弘栄君）   

 異議なしと認めます。したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とするこ

とに決定しました。 

○議長（行沢弘栄君）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 令和５年第２回徳之島町議会定例会を閉会します。お疲れさまでした。 

 

閉 会 午後 ４時３２分   
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